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富士見ファンタジア文庫









本作品の全部または一部を無断で複製、転載、配信、送信したり、ホームページ上に転載することを禁止します。また、本作品の内容を無断で改変、改ざん等を行うことも禁止します。

本作品購入時にご承諾いただいた規約により、有償・無償にかかわらず本作品を第三者に譲渡することはできません。

本作品を示すサムネイルなどのイメージ画像は、再ダウンロード時に予告なく変更される場合があります。






本作品は縦書きでレイアウトされています。





また、ご覧になるリーディングシステムにより、表示の差が認められることがあります。
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　１　予よ兆ちよう







「敵てき襲しゆう！」

　ドワーフの野太い怒ど鳴なり声に、サーラは一いつ瞬しゆんで目を覚ました。シーツ代わりにまとっていたキャンバスをはねのけ、荷車に詰つめこまれた穀こく物もつ袋ぶくろの間から飛び起きる。衣服はもちろん、ハード・レザーの防ぼう具ぐも身に着けたまま寝ねていたので、枕まくら元もとに置いた短剣ダガーをひっつかめば、即そく座ざに戦せん闘とうを開始できる態たい勢せいだった。

　馬車の幌ほろをめくり、外に首を突つき出した。ここは森の中の野や営えい地ち。月は出ておらず、空き地の中央で燃もえている焚たき火が唯ゆい一いつの光こう源げんだ。早くも剣けんと剣がぶつかり合う音があちこちから響ひびき、人ひと影かげがいくつも走り回っているのが見えるが、寝ね惚ぼけた目では、とっさに状じよう況きようを判はん断だんするのは困こん難なんだった。

「うわっ！」

　サーラはのけぞった。すぐ横の幌に、矢が突き刺ささったのだ。あとほんの少し、身を乗り出していたら、首を貫つらぬかれていただろう。

「ぼやぼやすんな！」

　そう叫さけびながら、少年の横から黒い風のように飛び出して行ったのは、エルフのミスリルである。彼は戦闘で場数を踏ふんでおり、精せい霊れい使つかい特有の暗あん視し能のう力りよくもあるので、ざっと周囲を見回しただけで、即座に戦闘の状況を把は握あくしていた。

　サーラがもたついている間に、キャラバンが野営していたこの森の中の空き地は、敵味方の入り乱みだれる戦場と化していた。シルエットからすると、敵はモンスターではなく人間だ。おそらく山さん賊ぞくの集しゆう団だんだろう。馬車一〇台から成るキャラバンに夜襲をかけるのだから、かなりの人数に違ちがいない。

　ミスリルは敵の矢を避さけて馬車の蔭かげを走りながら、目についた敵に向けて精霊魔ま法ほうを唱えた。焚き火から炎ほのおの矢がほとばしり、次々に山賊たちを直ちよく撃げきする。それは人間を一撃で倒たおすにはやや威い力りよくが弱いが、命中すれば火傷やけどを負わせることができるし、敵を浮うき足立たせる効こう果かもある。案の定、火のついた敵は悲鳴をあげて逃にげ出した。

　サーラもおっかなびっくり馬車から飛び出した。また矢に狙ねらわれないよう、円えん陣じんを組んだ幌馬車の列に沿そって小走りに駆かけ回って位置を変えながら、自分のやるべきことを見きわめようとする。

　少年はもうじき十三歳さいになる。一年前に比くらべて身長は頭半分ほども伸のびたし、手足も少したくましくなった。しかし、童どう顔がんにはほとんど変わりがなく、少女のようにさらさらした金きん髪ぱつのせいもあって、まだ大人には遠い印象を受ける。起きたばかりで乱れている金髪は、焚き火の明かりを浴びて赤くきらめいている。

　買ったばかりの防具はまだ体にしっくり来ておらず、動くたびに違い和わ感があった。サーラ自身が貯ためた金で、体たい格かくに合わせて特注したものだ。胸むねを覆おおう革かわの板と、同じく革でできた肩かた当あてから構こう成せいされた単たん純じゆんなもので、見るからに軽く、細いダガーや野や獣じゆうの爪つめぐらいならまだしも、剣や斧おのに対してはほとんど無力な代しろ物ものだ。その効こう果かを過か信しんするほど彼もお人ひと好よしではない。だが、戦闘では紙かみ一ひと重えの差が生死を分けることもあるので、まったく無意味とは言い切れない。着たまま寝ねるのは窮きゆう屈くつだが、ベテランの冒ぼう険けん者しやであるミスリルの助言に従したがい、野外では防具を着たまま寝る習しゆう慣かんをつけたのだ。「狼おおかみや山賊どもは、こっちが鎧よろいを着るのを待ってちゃくれないからな」というのがミスリルの弁べんである。

　デルはどこだろう？　彼女は少し離はなれた馬車で寝ていたはずだ。心配になってあたりを見回したものの、焚き火の明かりの中、敵味方の人影が激はげしく交こう錯さくし、走り回っているこの状況では、特定の人物を見分けるのは困難だった。

　とにかく戦闘に加わらなくては──そう思って、サーラは走り回り、手伝えそうなところを探さがした。足手まといでいるわけにはいかない。まだ半人前とはいえ、自分も金を貰もらって護ご衛えいの任にん務むに雇やとわれた冒険者の一人なのだから。

　一台の馬車の向こう側に回りこむと、そこでは一対三の戦いが繰くり広げられていた。三人の山賊を相手に奮ふん戦せんしているのは、歩ほ哨しようをしていたドワーフのメイガスだ。サーラよりも背せが低いが、ドワーフ族特有の屈くつ強きような筋きん肉にくの持ち主で、使いこんだ金きん属ぞく鎧よろいでがっちりと身を固めている。猛たけ々だけしい雄お叫たけびをあげながら、自分の背せ丈たけの倍近くもある棒状武器ポール・ウエポンをぶんぶんと振ふり回し、三人の敵を寄よせつけない。それはハルバード──長い柄えの先せん端たんに斧と槍やりの穂ほ先さきが付いた武ぶ器きで、相手を斬きり裂さき、また突くこともできるのだ。三人の山賊の方は傭よう兵へい崩くずれといった風ふう体ていで、傷いたみの激しい革鎧を着ていた。二人は剣を、ひときわ体格の大きい一人は鎖つき鉄球モーニング・スターを持っている。

　見たところ、両者は拮きつ抗こうしていた。山賊の側はハルバードの攻こう撃げき力りよくを恐おそれて攻せめあぐねているが、メイガスの方もうかつに攻めこめない。ハルバードは威力はあるものの、長すぎて小回りが利きかない。一人に斬りかかると、その隙すきに他の二人に懐ふところに入りこまれる危き険けんがあるのだ。

　バランスを崩す必要がある。

　サーラはダガーにこめられていた魔法を発動させた。ダガーの刃やいばが青い光を帯びる。それを胸の前でしっかりと支ささえ、こちらに背を向けている大おお柄がらな山賊に向かって、全身の力をこめてぶつかっていった。

「イレム、後ろだ！」

　仲間に警けい告こくされ、山賊は驚おどろいて振り返ろうとした。だが、遅おそすぎた。体当たりと同時に、ダガーが男の脇わき腹ばら、鎧の隙間に抵てい抗こうなく突つき刺ささる。

　サーラははね返るような動きでダガーを引き抜ぬき、転がりながら飛び離れた。角度が浅かったために致ち命めい傷しようではなかったが、男に激げき痛つうを与あたえ、動どう揺ようさせるには充じゆう分ぶんだった。怒いかりの声をあげながら、男がでたらめに振り回したモーニング・スターの鉄球が、ぶんっと空を切る。

　バランスが崩れた。メイガスが雄叫びをあげながら、他の二人に向かって突とつ進しんする。その勢いきおいに押おされ、一人は慌あわてて後ずさった。もう一人が側面から斬りかかってくる。メイガスは身をひねりながら、ハルバードを振り回し、その攻撃をはじき返した。ハルバードの巨きよ大だいな運動量に耐たえ切れず、山賊の剣が軽々と吹ふっ飛ぶ。

「うおおおおっ！」

　武器を失ったうえ、手がしびれて狼ろう狽ばいしている相手に対して、メイガスは頭上高くからハルバードを振り下ろした。

　ずさっ。

　不気味な音とともに、男の体は肩から胸まで一直線に斬り裂かれた。

　メイガスは即そく座ざにハルバードを抜こうとしたが、絶ぜつ命めいした敵てきの肋ろつ骨こつに深く食いこんだ刃がひっかかり、難なん儀ぎしていた。そこにもう一人が側面から斬りかかってくる。メイガスの首を狙ねらったつもりなのだろうが、彼がとっさに身を引いたので、誤あやまって胸に当たり、金属鎧にはじき返された。

　メイガスはハルバードを手放し、短い角のついた兜かぶとでそいつの腹に頭突きを食くらわせた。ドワーフの体力は人間離れしている。男は派は手でに吹っ飛び、転てん倒とうした。メイガスは予よ備びの武器であるショート・ソードを抜き放ち、男に飛びかかった。二人はもつれ合い、地面をごろごろ転がりながら取っ組み合いを演えんじた。

　サーラにはその戦せん闘とうを見ている余よ裕ゆうはなかった。脇腹を傷きずつけられた男が、逆ぎやく上じようして襲おそいかかってきたのだ。反撃など考えなかった。盗とう賊ぞくギルドで戦いの訓練を積んだとはいえ、少年には大男と切り結べる力はない。体重も体力も、たぶん倍以上は違ちがう。一撃離り脱だつが唯ゆい一いつの戦法だ。

　男は少年に向かって、鉄球をやみくもに振ふり回していた。傷の痛いたみのせいか、その攻撃はぎこちない。サーラは軽いフットワークでそれをかわし続けた。トゲのついた鉄球を鎖くさりでつないだモーニング・スターは、威い力りよくは大きいものの、スイングが剣よりやや遅おくれるので、相手の動きを見きわめればよけるのはたやすい。

　相手は怒りと苦痛に我われを忘わすれており、隙だらけだった。そこを攻めれば倒たおせるかもと、ちらりと考えたが、「自分を過か信しんすると命取りになる」というミスリルの言葉が浮うかび、考え直した。無理に倒す必要はないのだ。少なくとも一人の敵を自分に引きつけておくだけで、仲間の負ふ担たんを減へらし、戦いを助けることになる。

　敵に気を取られていたため、足あし許もとの注意がおろそかになった。後こう退たいしようとして木の根につまずき、派手に転倒する。

「小こ僧ぞう！」

　男は怒りに顔を歪ゆがめ、サーラに覆おおいかぶさるように襲いかかってきた。サーラはとっさに転がってよけた。一いつ瞬しゆん前まえまで頭があった場所に、トゲつき鉄球が勢いきおいよくめりこむ。男はうなり声をあげ、サーラの脇腹を力いっぱい蹴け飛とばした。少年の小さな体は吹き飛ばされ、馬車の車輪に叩たたきつけられた。革鎧でいくらかやわらげられたとはいえ、かなりの衝しよう撃げきだ。

　サーラは激痛にうめいた。苦しくて息もできない。車輪に寄りかかり、腹を押さえてうずくまった。視し野やの隅すみに、モーニング・スターを高々と振り上げて近づいてくる男のシルエットが見える。逃にげなくてはと思うのだが、体が動かない……。

　その時、男は見えない何かに蹴り飛ばされたかのように、側面からの強きよう烈れつな打撃を受け、吹き飛ばされた。神しん聖せい魔ま法ほうの一種「フォース」だ。

　衝撃が飛んできたのは、樹きの蔭かげの暗くら闇やみからだった。と、闇の一部が遊ゆう離りして実体を得たかのように、黒ずくめのほっそりした人ひと影かげが飛び出してきた。むき出しの両りよう腕うでと顔以外、髪かみもシャツもズボンもすべてが漆しつ黒こくだった。

「デル！」

　サーラは少女の名を呼よんだ。少女は駆かけ寄ってきて、サーラを抱かかえ起こした。歳としはサーラよりほんの四か月上。背せ丈たけも体たい格かくもあまり変わらない。

　デルは普ふ段だん、感かん情じようを顔に表わさない。無口で、表情の変化に乏とぼしいうえ、いつも黒ずくめの女の子らしくない格かつ好こうを好むので、同じ年とし頃ごろの子こ供どもたちから気味悪がられている。しかし、サーラの前ではその仮か面めんは剝はがれ落ち、本当の感情をあらわにする。今、その表情は険けわしく、サーラを深く気づかっているのが分かる。

「……だいじょうぶ？」

「うん」

　見ると、男はうめきながら起き上がろうとしていた。手にはまだモーニング・スターを握にぎり締しめているし、野や獣じゆうのように歯をむき出し、二人を恐おそろしい眼めでにらみつけて、戦せん闘とう意い欲よくが少しも失うせていないところを見せつけている。よく見ると顔は古傷だらけで、多くの修しゆ羅ら場ばをくぐり抜ぬけてきた男であることが分かる。

　しかし、その表情が虚きよ勢せいであることは明らかだった。「フォース」を受けた拍ひよう子しに脇わき腹ばらの傷がさらに裂さけたらしく、鎧よろいの隙間からだらだらと血を流している。体はすでに限げん界かいらしく、上半身はどうにか起こせたものの、地面から膝ひざを離はなすことさえできないでいる。

「……とどめを」

「えっ？」

　サーラは驚おどろいて振り返った。デルは冷れい酷こくな口調で繰くり返す。

「とどめを刺さして」

　サーラは動どう揺ようした。あらためて男に目をやる。理り屈くつで言えば、彼女が正しいことは分かっている。これは訓練ではなく、本物の戦いだ。こいつらは人殺しの山さん賊ぞくで、殺されてもしかたのない連中だ。しかも命いのち乞ごいをせず、戦う意い志しを放ほう棄きしようとしない。とどめを刺すのは正しい。相手は重じゆう傷しようを負っており、息の根を止めるのは子供でもできる。

　にもかかわらず、サーラはためらっていた。ミスリルたちのパーティに加わって、そろそろ一年近くになろうとしている。これまで戦いは何度も経けい験けんしてきた。怪かい物ぶつを殺したこともある。冒ぼう険けん者しや仲間が悪人を倒すのを手伝ったこともある。しかし、この手で人を殺したことはまだない……。

　少年の態たい度どに業ごうを煮にやしたのか、デルが一歩進み出た。自分でとどめを刺す気なのだ。サーラは慌あわてて彼女の腕をつかみ、引き戻もどした。

「……僕ぼくがやる」

　小さい声でそう言うと、ダガーを握り締め、瀕ひん死しの男にゆっくりと歩み寄った。

「ほう」

　男は左手で腹を押さえ、ぜいぜいと苦しそうに息をしながら、近づいてくる少年を不ふ敵てきににらみつけた。

「……お前が俺おれに引いん導どうを渡わたすのか？」

　あまり喋しやべってくれるな、とサーラは思った。無言や、うなり声だけなら、まだ気は楽だ。相手を野獣か、魂たましいのないゾンビのようなものだと思いこむこともできる。しかし、言葉を聞かされると、どうしても相手が人間であることを意い識しきしてしまう。

　まだ十二年しか生きていないとはいえ、サーラにも人生の重みぐらいは分かる。目の前にいるこの男はたぶん、自分の三倍も長く生きているだろう。その間に多くの喜びや悲しみを体験しただろう。生まれた時から悪人だったはずはない。きっと純じゆん真しんな子供時代はあっただろうし、恋こいに胸むねを焦こがしたこともあったかもしれない。こいつの心の奥おくには、その頃の楽しい思い出だって残っているはずだ……。

　自分はこれから、それを断たつのだ。

「……いいだろう」

　男は最後の力を振り絞しぼってどうにか片かた膝ひざを立て、モーニング・スターを振りかぶると、血まみれの左手で小さく手て招まねきした。

「……来なよ、坊ぼう主ず」

　やるしかない、とサーラは思った。彼は一流の冒険者になるのが夢ゆめだった。正せい義ぎのために戦い、弱い人たちを守る英えい雄ゆうになるのだ。当然、悪あく党とうと戦うこともよくあるだろう。冒険者になる以上、いずれ必ず、人を殺さなくてはならないのだ。これが初めてというだけのことではないか……。

「さあ、来い！」男は怒ど鳴なった。

　相手が抵てい抗こうの意志を示しめしているのが、せめてもの救いだ。無抵抗の相手を殺すより、いくらか気が楽だ。

　サーラは左手でぎゅっと右手首を握り締め、手の震ふるえを止めた。（よけいなことを考えるな。戦いに集中しろ）と、自分に言い聞かせる。戦場では、相手への同情は自分の死につながりかねない。

　何度か深しん呼こ吸きゆうし、心の中から雑ざつ念ねんが消えた瞬しゆん間かん、サーラは思いきって、相手の攻こう撃げき圏けん内ないに踏ふみこんだ。男もそれに反はん応のうして動く。

　しかし、サーラの動きはフェイントだ。さっと横によけると、空を切った鉄球は目標を大きくそれ、地面に深くめりこんだ。男は鎖くさりを引いて、鉄球をひきずり戻そうとする。だが、その間にサーラは地面を蹴けって側面から男に肉にく薄はくし、ダガーをすばやくその首に突つき立てていた。

　反撃を警けい戒かいし、再ふたたび飛び離はなれた。しかし、その必要はなかった。男は糸が切れたあやつり人形のように、あっけなく地面に突っ伏ぷし、それっきり動かなくなった。

　男の顔面の下の地面に、濡ぬれた暗い染しみが静かに広がってゆく。

　サーラは力が抜け、地面にぺたんと尻しり餅もちをついた。

「サーラ……！」

　デルが駆かけ寄よってくる。心配そうに肩かたにかけられた手を、サーラは払はらいのけた。

「いや……平気だよ」

　そうつぶやく声は、ひどく平板だった。

　いつの間にか、周囲では剣けんを打ち合う響ひびきがまばらになっていた。戦せん闘とうは終わりに近づいているようだ。
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「平気だ……」

　サーラはそう言いながら、倒たおれて動かない男を──自分が生まれて初めて殺した男を、いつまでも見つめていた。




「岩の街」ザーン。

　小国ザーンの首都であり、国名と同じ名を持つこの街は、アレクラスト大陸でも珍めずらしい半地下都市である。テーブル状じようの巨きよ大だいな岩山の内部に、四五〇〇人もの市民が生活しているのだ。岩山の内部を網あみの目のように走る立体的な通路に沿そって、大小様々な空くう洞どうが掘ほられ、住じゆう居きよや店てん舗ぽ、あるいは作業場として利用されている。近きん隣りん諸しよ国こくの住民はザーン人を「穴けつ居きよ人じん」と馬ば鹿かにするが、実じつ際さいのザーンは、外観からは想そう像ぞうもできないほど近代的な街だ。照明は外部の光を鏡で導みちびいたり、一部では魔ま法ほうも利用するなど、様々に工く夫ふうされている。厚あつい岩の壁かべは、外がい敵てきに対する最高の防ぼう備びであると同時に、夏は陽ひ射ざしをさえぎり、冬は熱を逃にがさず、内部は一年を通して過すごしやすい。

　その奥深く、秘ひ密みつのベールに包まれた区画が存そん在ざいする。長年暮くらしている市民でさえ、存そん在ざいは耳にしていても、正せい確かくな場所を知らないことが多い。ここに足を踏ふみ入れることが許ゆるされている者は、ごく少数なのだ。

　ザーン盗とう賊ぞくギルドの秘密会議室。

　隣国ドレックノールほどではないが、このザーンもまた、盗賊ギルドが大きな権けん力りよくを有する国である。アレクラストの他の多くの国と同様、盗賊ギルドは悪あしき存在とは考えられていない。特にこのザーンでは、市民の生活に深く密着し、親しまれてきた。商業ギルドや石工ギルドとも関係が深い。

　現げん国こく王おうギャスク五世は、花いじりが趣しゆ味みの無む能のうな君主で、ギルドの傀かい儡らいに近い存在である。ザーン王家を支し持じする国民など、ほとんどいない。この国の経けい済ざいを牛ぎゆう耳じり、国こく策さくを編あみ、治安を保たもち、外敵から守っているのは盗賊ギルドなのだ。

　この小さく質しつ素そな内ない装そうの会議室こそが、ザーンの内ない閣かくであり、ザーンの未来図はここで描えがかれるのである。今回は特に重要な議題であるため、盗賊ギルドだけでなく、魔ま術じゆつ師しギルドのメンバーも出席していた。

「……というわけで、海賊ギルドが魔ま獣じゆう創そう造ぞう実験の根こん拠きよ地ちを別の場所に移うつしたことは、ほぼ確実と見ていいでしょう」

　幹かん部ぶの一人、ギルドの国外諜ちよう報ほう活かつ動どうを担たん当とうする「コウモリの耳」ベイスンが報ほう告こくした。彼は何年も前から、コリア湾わん一帯を荒あらし回っている海賊ギルドにスパイを潜せん入にゆうさせており、その動向を探さぐらせていた。海賊といっても、コリア湾の海賊集しゆう団だんは、小さな国家に匹ひつ敵てきする軍事力を有する組そ織しきで、「西部諸国テン・チルドレンの十一番目の子こ供ども」と呼よぶ者もいる。ザーンにしてみれば、ドレックノールと並ならんで警けい戒かいしなければならない勢せい力りよくだった。

　一年前、ザーンで子供が何人も誘ゆう拐かいされるという事じ件けんがあった。それは海賊ギルドのしわざで、ボグラムという魔術師が海賊ギルドから援えん助じよを受け、孤こ島とうで魔獣創造実験を行なっていたのだった。子供たちはその実験材料として使われるところだったのだ。

　キマイラ、マンティコア、ミノタウロス、メデューサなど、現在のアレクラスト大陸には危き険けんな魔獣が多数存在する。それらの中には、もともと自然に存在していたものもあるが、古代王国時代の魔術師たちの忌いまわしい生命操そう作さ技ぎ術じゆつによって誕たん生じようしたものも多いとされている。その技術は古代王国崩ほう壊かいとともに失われていたが、近年になってその秘密があちこちの古代遺い跡せきで再さい発はつ見けんされ、禁きん断だんの実験に手を染そめる者が現あらわれていた。ボグラムもその一人だった。しかし、六人組の冒ぼう険けん者しやの活かつ躍やくによって、子供は救出され、ボグラムの研究も潰ついえたと考えられていた。

　報告を受け、テーブルを囲んでいる幹部たちは、不安げに顔を見合わせた。

「ボグラムは死んだのではなかったのか？」

「いや、弟のエフレムは『空飛ぶ船』が落ちて死んだらしいが、ボグラムの生死は確かく認にんされていない」

「生きていたのか、他の者が引き継ついだのかは不明です」とベイスン。「しかし、海賊ギルドの『七英えい雄ゆう』の一人、『ルビーアイ』キースが計画を積極的に進めているのは間ま違ちがいありません。子供を素そ材ざいに用いようとしているのは、人間型の魔獣の創造を目指しているからでしょう。もっとも、今のところ、研究はドレックノールの『闇の庭ガーデン・オブ・ダークネス』より大きく遅おくれているようですが」

「『闇の庭』か……」

　幹部の一人が、その名を憎にく々にくしげにつぶやいた。それは十数年前、ドレックノールの盗賊ギルドのギルドマスター、「地下王」ドルコンの指し示じによって誕生した秘密機関で、現在はドルコンの息子むすこ、「西部諸国一危き険けんな男」と呼ばれるジェノアによって運うん営えいされている。優ゆう秀しゆうな魔術師、薬やく剤ざい師し、賢けん者じやらを集め、人間を改造したり、人間に似にた魔獣や魔法生物を創造するという計画で、すでにいくつかの成功例があると噂うわさされているものの、実じつ態たいは謎なぞに包まれている。ベイスンも探りを入れてはいるが、「闇やみの王子」ジェノアのガードは予想以上に固かった。

「キースめ、ジェノアに対たい抗こうしているつもりか」

　ギルドマスター、「虎とらの涙なみだ」ダルシュは不ふ機き嫌げんそうに言った。彼は今年で六〇歳さい。盗賊ギルドを三〇年も支し配はいしてきた、いわばザーンの実じつ質しつ的な最高権けん力りよく者しやだ。その二つ名の示しめす通り、殺人や卑ひ劣れつな手しゆ段だんをいとわぬ冷れい酷こくな人物であると同時に、部下や一いつ般ぱん市民に対する人にん情じように厚あつく、多くの者に慕したわれている。

　今の彼にとって最大の敵はジェノアである。ザーンに対して見えない魔手を伸のばしてくる彼に対して、強い憎しみと警戒心を抱いだいていたが、同時に、彼の謀ぼう略りやくにかける才能、悪魔的な手しゆ腕わん、徹てつ底ていした冷酷さには、同じ謀略の世界で生きてきた者として、一種の畏い敬けいの念を抱いていた。それに比くらべれば小者でしかないキースが、こざかしくもジェノアのものまねをしているのが許ゆるせないのだ。

「海かい賊ぞくギルドだけではありません」ベイスンは注意をうながした。「秘ひ密みつ結社『死しに神がみ』はすでに『花の子供たちフラワー・チルドレン』というアルラウネ変へん異い体たいを生み出しているという情じよう報ほうもあります。また先日、プロミジーの盗賊ギルドが、プロミジーとタイデルの中間にあるデルヴァの森で、古代の魔獣創造施し設せつを手に入れようとしたそうです。幸い、『夜を壊す者ナイトブレイカーズ』という冒険者によって施設は破は壊かいされ、未み遂すいに終わったそうですが……」

「今の流行は魔獣創造か？」

　ダルシュの横に座すわっていたアルド・シータが、不細工な顔でせせら笑った。人オ食ーいガ鬼ーのようなごつい体たい格かくで、白い歯をむきだして笑うと、ぞっとするような迫はく力りよくがある。しかし、その容よう姿しとは裏うら腹はらに心こころ優やさしい男で、ギルドの教育係として若わかい後こう輩はいたちの育成に力を注いでいる。ダルシュもこの男に大きな信しん頼らいを寄よせていた。

「冗じよう談だんではないぞ、アルド」

　そう言ってたしなめたのは、ザーン魔ま術じゆつ師しギルドのギルドマスター、ヴリル・ウォーカットだ。この初老の魔術師は、魔法理り論ろんに関する知ち識しきは豊ほう富ふだが、ギルドに閉とじこもりきりであるせいか、頭でっかちで偏へん屈くつだという定てい評ひようがある。

「海賊、ドレックノール、『死神』、プロミジー……西部諸国内のいくつもの勢力が、古代の魔獣創造の秘法を復ふつ活かつさせようと企たくらんでいるのは確たしかなのだからな」

「ほう？」ダルシュはにやりと意地悪そうに笑った。「だから我われらも流行に乗れと言うのか？　ギャラントゥスの迷めい宮きゆうを探さがさせていたのは、そのためか？」

　ヴリルの表情がこわばるのが、誰だれの目にもはっきりと分かった。居いずまいを正し、わざとらしく咳せき払ばらいをする。

「か、隠かくしていたわけではない。報告を忘わすれていただけだ……」

　見えすいた言い訳わけだった。ヴリルは一年も前から、盗賊ギルドにも秘密で、魔術師ギルドのメンバーを西部諸国のあちこちに差し向け、ある迷宮の捜そう索さくを行なわせていたのだ。それはとっくにダルシュにばれているばかりか、すでにこの席に着いている全員が知っている。彼はダルシュの情報収しゆう集しゆう力りよくを見くびっていたのだ。ダルシュがこの背はい信しん行こう為いを強く糾きゆう弾だんしなかったのは、魔術師ギルドとの関係を悪化したくなかったことと、ヴリルの野望があまりにも幼よう稚ちすぎて、警けい戒かいするには当たらないと判はん断だんしたからだ。

「これは純じゆん粋すいに学がく術じゆつ的な興きよう味みで……」

「言い訳は必要ない」ダルシュは冷たく言い放った。「わしの目の黒いうちは、魔術師ギルドに独どく断だん専せん行こうはさせん」

　初老の魔術師は、はた目にも哀あわれなほどしょんぼりとなった。

「しかし、ダルシュ」ベイスンが割わって入った。「一理ある考え方ではないでしょうか。ドレックノールや海賊ギルドに対抗するためには……」

「却きやつ下かだ」ダルシュはぴしゃりと言った。「魔獣創造など論外だ」

「どうしてです？」

「第一に、技ぎ術じゆつ的な問題だ。この国の魔術師ギルドの水すい準じゆんは、悲しいかな、ドレックノールやベルダインに比べれば貧ひん弱じやくだ」

　ヴリルが不ふ愉ゆ快かいそうな表情を浮うかべるのを無む視しして、ダルシュは話し続けた。

「第二に、すでに大きく水を開けられている以上、今から資し金きんや労力を投入したところで、ドレックノールに追いつけんのは明白だ。我われ々われの規き模ぼや財ざい力りよくが、ドレックノールにはるかに劣おとることを忘わすれるな。それを魔獣創造に振ふり向けるのは、徒労であるばかりか、我々の力を削そぐだけの自殺行為だ。わしの見るところ、海賊ギルドもプロミジーも、その罠わなにはまっている。

　第三に、それは恐きよう怖ふを増ぞう大だいさせる。合わせ鏡のようなものだ。お互たがいに危き険けんな力を持ち合い、相手が持っている大きな力を目にして恐怖し、その恐怖から逃のがれようと、さらに大きな力を求める。それが繰くり返され、際さい限げんがない……」

　ダルシュは静かにかぶりを振った。

「いや、だめだな。そんな泥どろ沼ぬまに、一歩を踏ふみ出すわけにはいかん」

「しかし……」

「ああ、もちろん対抗手しゆ段だんは必要だ。海賊なりドレックノールなりが、魔獣を差し向けてきた場合の対たい策さくは立てておくべきだ。あるいは、こちらから先に妨ぼう害がいを仕し掛かけて、奴やつらの企たくらみを潰つぶすことも考えねばならん。そのためには、魔獣創造に関する情報がもっと欲ほしい」

　ベイスンは安あん堵どとも失望ともつかぬため息をついた。「それはもちろん」

「それと、古代王国の実験施し設せつや、魔獣創造に関する資料がまだどこかに眠ねむっているなら、見つけ出して闇やみに葬ほうむる必要がある。技術がこれ以上拡かく散さんすると厄やつ介かいだ」

「同感です」

　ダルシュはヴリルに顔を向けた。

「ボグラムはどこで資料を手に入れた？」

「ベルダインとガルガライスの間、ガドシュ半島にある砦とりでのようです。いちおう、我々も探たん索さくしましたが、すでに重要なものは持ち去られていました」

「まだ発見されていない施設は？」

「古代の文ぶん献けんには、魔獣創造実験を行なっていたとされる魔ま術じゆつ師しや賢けん者じやの名が何人も記されています。ガドシュ砦にいた女魔術師ヴァルゲニアもその一人です。他ほかにも、いまだ実験施設の発見されていないのは、シリース、マイアラ……そしてギャラントゥス」

「ギャラントゥス……」アルドが顎あごを撫なでた。「聞いたことがあるな。確たしか伝説の勇者に退たい治じされた邪じや悪あくな魔術師じゃなかったか？　おとぎ話に出てきたと思うが」

「おとぎ話ではない」自分の研究成果を茶ちや化かされたと思いこみ、ヴリルは露ろ骨こつに顔をしかめた。「ギャラントゥスの実じつ在ざいは文献によって証しよう明めいされている。その研究施設もどこかにあるはずなのだ」

「どこかとは？」

　ヴリルはばつが悪くなって、顔をそむけた。「このザーンから遠くない土地……ということしか」

　アルドは苦く笑しようした。「雲をつかむような話だな」

「しかし、探さがす価か値ちはある」

「そのギャラントゥスの研究は、なぜ重じゆう要よう性せいが高いのだ？」とダルシュ。

「他の者とは異ことなる方法を研究していたからです」

　ヴリルはそう言って、会議の資料として持ってきた古い書物のページをめくった。目的のページを開き、ダルシュに向けて押おしやる。

「これです」

「ふむ？」

　ダルシュはそれを見下ろし、顔をしかめた。紙は時代を経へてひどく変色している。どうやら古代の魔術師が残した覚え書のようなものらしい。子こ供どものいたずらのような乱みだれた筆ひつ跡せきで、ところどころかすれており、古代語を学んだことのあるダルシュにも判読しにくいものばかりだ。

「ギャラントゥスの構こう想そうを弟で子しが書き留とめたものです。その男は研究が完成する前に、その覚え書だけを持って、師し匠しようの元から逐ちく電でんしました。ギャラントゥスのやろうとしていることに恐おそれをなしたのでしょう」

「何だ？」

「その次のページを」

　ヴリルに言われて、ダルシュはページをめくった。そこには字だけではなく、絵が描えがかれていた。これもまた子供の落書きのような稚ち拙せつな絵だ。

「それがギャラントゥスの構想です」

　その瞬しゆん間かん、テーブルを囲んでいた者たちは、めったに見ることのできないものを目にした。

　ダルシュが狼ろう狽ばいしている。

　彼の顔から冷静さが消えていた。目を見開き、稚拙な絵を見下ろして、口をぽかんと開けている。老いた顔から血の気が引き、恐怖に襲おそわれているのは明らかだった。その大げさな反はん応のうは、絵を見せたヴリルにも予想外のことだった。

「ダルシュ？　どうされました？」

　ベイスンが心配になって声をかけた。

「夢ゆめではなかった……」ダルシュは震ふるえる声でつぶやいた。「あれはやはり、夢ではなかったのだ……」







　２　見覚えのある地図







　ザーンの内部はいくつもの階かい層そう、いくつもの区画に分かれている。東側の第二階層から第四階層を斜ななめに貫つらぬく、長いだらだらした坂道を登りきったところに、「月の坂道」亭ていはある。店の前の通路にある大きな明かり取りの窓まどから、夜になると月が眺ながめられることから、この名がつけられた。

　ここはいわゆる「冒ぼう険けん者しやの店」だ。冒険者たちの宿であると同時に、貴き重ちような情じよう報ほう交こう換かんの場でもあり、そして何より憩いこいの場である。その一階は酒場になっており、毎夜、十数人の男女がたむろしている。みんな命がけの宝たから探さがしや怪かい物ぶつ退治を生業なりわいとする荒あらくれ者たちだ。いつもは酒を飲んで歌ったり口こう論ろんしたり、夜よる遅おそくまで騒さわがしいのだが、今夜は少し様子が違ちがった。彼らはテーブルのひとつを取り囲み、きゅうくつそうに顔を寄よせ合って、酒とも賭かけ事とも財ざい宝ほうの噂うわさとも違う話題に夢む中ちゆうになっていた。

「うわあ、かわいいわねえ」

「へえ、目元がデインにそっくりだ」

「男の子だって？　将しよう来らいは冒険者か？」

　みんなの注目を集めているのは、母親の腕うでに抱だかれた、生後一ひと月つきにもならない小さな赤ん坊ぼうだった。新しん生せい児じ特有の、満月のようなふくよかな顔つき。くりくりした黒い眼めで、自分を覗のぞきこんでいる男女の顔を見上げ、不思議そうにしている。

「それにしてもレグ、その格かつ好こうは似に合あってねえなあ！」

「ほっとけ！」

　赤ん坊を抱いている若わかい母親は、幸福そうにはにかみ、揶や揄ゆを笑い飛ばした。

　レグディアナは南の国、ガルガライス出身の女戦士だ。これまで数えきれないほどの冒険を重ね、怪かい物ぶつや野獣を屠ほふってきた。男おとこ勝まさりのたくましい体たい格かくと、浅黒い肌はだ。顔には大きな刀かたな傷きずがある。喋しやべり方や物もの腰ごしも、ちっとも女らしくない。口が悪く、喧けん嘩かっ早いのでも有名だ。

　そんな彼女が赤ん坊を抱いてにこにこしているのだから、「似合わない」と言われるのも無理はない。

「名前はシイムだったっけ？」

「デインもいよいよ責せき任にん重大だな」

「俺おれはレグに母親が務つとまるかどうかより、デインに父親が務まるかどうかの方が不安だがなあ」

　デインはどう答えていいか分からず、「いや、そんなことは……」とどぎまぎしている。新にい妻づまと違って実直な性せい格かくなので、からかいの言葉をまともに受け止めてしまうのだ。

　ハンサムで頭も切れる好青年デインは、この街のチャ＝ザ神しん殿でんの神官長の息子むすこだ。レグやミスリルたちのパーティのリーダー格である。もっとも、冒険者をやっていたのはあくまで父の後を継ついで立りつ派ぱな神官になるための修しゆ行ぎよう、一種の社会勉強のはずだった。

　ところが今年のはじめにレグを妊にん娠しんさせてしまったもので、人生の軌き道どうがすっかり狂くるってしまった。案の定、父親に結けつ婚こんを猛もう反はん対たいされた挙あげ句くに勘かん当どうされ、今では下町に居きよを構かまえるしがない一冒険者である。

　当たり前の話だが、冒険者という職しよく業ぎようと、育児を両立させるのは難むずかしい。冒険の旅に赤ん坊を連れて歩くのは言語道どう断だんだが、誰かに預あずけるのも不安だ。今までは自分の生命だけを心配していればよかったが、これからは幼おさない子こ供どもを孤こ児じにしてしまうかもしれない危き険けんも背せ負おわなくてはならない。何かと金もかかるだろう。二人の前ぜん途とは多た難なんである。

　もっとも、本人たちはあまりそのことを苦にしている様子はない。むしろ生まれたばかりの我わが子に夢中で、他のことは目に入らないようだ。彼らを取り囲む連中にしても、口は悪いものの、冒険者仲間から幸せなカップルが生まれたことを喜び、心から祝しゆく福ふくしていた。

「本当に幸せそうね」

　しみじみとそうつぶやいたのは、少し離はなれた席に座すわっていた女おんな魔ま術じゆつ師しのフェニックスだった。デインとレグの共通の友人である彼女は、赤ん坊が生まれた直後から何度も目にしている。わざわざ人ひと垣がきに割わって入ってまで見ようとは思わなかった。

　フェニックスはハーフエルフである。ほっそりとした体格で、赤い髪かみを長く垂たらし、いつもおしゃれに気を遣つかう。冒険者らしからぬ穏おだやかな物もの腰ごしの美女だ。あらゆる点でレグと正反対だった。

「お前さんも子供が欲ほしくなったか？」

　そう言ってからかったのは、向かいに座ってビールを酌くみ交かわしているミスリルだ。エルフ族だが、ダークエルフの血が半分混まじっている彼は、黒い肌をしている。そのせいでよく好こう奇きや嫌けん悪おの視し線せんで見られ、迫はく害がいも受ける。サーラやフェニックスたち冒険者仲間は、何のこだわりもなく話し合える、数少ない友人だった。

「まさか」フェニックスはくすっと笑った。「まだそんな気はないわ」

「そんな気になったら、いつでも話に乗ってやるぜ」

「よしてよ、そんな下品な冗じよう談だん──だいたい、あなたこそ、父親になる覚かく悟ごなんてあるの？」

「うーむ、そう言われるとな」ミスリルは真ま面じ目めくさった顔になった。「俺の性格からすると、ガキができたなんて聞かされたら、とっとと逃にげ出すだろうな」

「それ見なさい」

「だからデインは立派だって言うんだ。逃げずにちゃんと責任を取りやがったものな」

「当たり前じゃない。世の中の父親の大半はそうよ。あなたの方が世間の常じよう識しきからはずれてるんだわ」

　ミスリルは肩かたをすくめた。「ま、それは生まれた時から身に染しみてるがな」

「ごめんなさい。そういう意味じゃ……」

「いいって、気にすんな」

　そう言いながらミスリルは、ふと苦く笑しようした。フェニックスたちとつき合うようになって、いったい何百回「いいって、気にすんな」と言っただろうか。肌の色をめぐるわだかまりは、まったくないというわけではなく、何日かに一度、ふとしたはずみで顔を出してしまう。それはデインやフェニックスたちのせいというより、自分が心の底でこだわりを捨すてきれないせいではないかと思う。

「悔くやしいが、俺にはまだ『家族』なんて重荷を背せ負おう覚悟がない」ミスリルは急に真しん剣けんな口調になった。「俺の親父おやじは、周囲の反対を押し切って、ダークエルフの女と結婚した。エルフ族の不ふ俱ぐ戴たい天てんの敵てきとだ。デインも親に反対されたが、俺の親父の前に立ちふさがった壁かべときたら、そんなものとは比くらべものにならなかったに違ちがいない。俺は親父の生き方を誇ほこりに思ってるが、いまだに親父の足あし許もとにも及およばない……」

　彼は言葉を切り、ぐいっとビールをあおった。

「……ある意味、デインが羨うらやましい。あいつは確たしかに俺より立派な野や郎ろうだ」

「もしかして、落ちこんでる？」

「まさかな」ミスリルは笑った。「人生はこれからだ。あれができない、これができないって、落ちこむにゃ早すぎる」

「確かにね」

「ただ、人生ってのはみんな違う。俺は決してデインみたいになれないし、デインも俺みたいになれない──それだけのことさ」

　ミスリルは肩をすくめ、この話題を打ち切った。

「それより、俺としちゃあ、あいつの方を心配すべきだと思うんだが」

　彼は声をひそめ、親指でこっそりと、店の隅すみのテーブルを指した。

　人の輪から離れ、サーラがぽつんと座っていた。赤ん坊には興きよう味みがない様子で、とっくに空になったジュースのカップをもてあそび、何か考えこんでいる。陽よう気きな喧けん騒そうに満ちた店内で、そこだけが別の空間のように感じられる。

「まだ立ち直れないの？」

「ああ」ミスリルはため息をついた。「あれから四日も経たってるってのに、まだああなんだ」

「慰なぐさめてあげた？」

「考えつくかぎりの言葉を並ならべたぞ。『気にすんな』『当然の報むくいだ』『すぐに忘わすれる』『誰だれでも通る道だ』『しっかりしろ』……」ミスリルはそう言いながら、指を折っていった。「だが、あまり効こう果かないみたいだ」

「分かるわ。私だって、初めて人を殺した時は、けっこうショックだったもの──あなたは？」

「俺？　俺は人殺しなんてしたことないぜ」

「とぼけないで」

　フェニックスはちょっときつい口調になった。ミスリルが物取りや恨うらみで人を殺したことがないのは知っているが、ならずもの相手の戦せん闘とうでは、数えきれないほど殺している。その戦い方には、まったく容よう赦しやがない。いっしょに何年も冒ぼう険けんをしてきて、それは何度も見てきた。

「初めての時、どう感じた？　震ふるえた？　怖こわくなった？」

「さあどうだったっけ。忘れたな。初めての女なら覚えてるが」

　フェニックスはあきれて、笑いながらかぶりを振ふった。「あなたってほんと、鈍どん感かんね。それじゃサーラの気持ちなんて分からないでしょ？」

「いや、あいつの方が繊せん細さいすぎるんじゃないか」ミスリルはちょっと眉まゆをひそめた。「もしかして、あいつ、冒険者には向いてないのかもな」

「優やさしすぎるから？」

「ああ。敵てきを倒たおすたびにいちいち落ちこんでたら、そのうち自分の心に押おし潰つぶされるぞ」

「でも、私たち全員、あの子に冒険者の素そ質しつがあると見こんだから、あの子を仲間にしたんじゃないの？」

　昨年の夏、ミスリルたち四人は、財ざい宝ほうが眠ねむる地下迷めい宮きゆうがあるという情じよう報ほうを聞きつけ、ザーンから遠く離はなれたハドリー村に出かけた。そこで怪かい物ぶつキマイラを退たい治じする仕事を引き受けたのだが、その際さい、案内役を買って出たのが村に住む少年サーラだった。最初は彼の存そん在ざいをうとんじていた一行だったが、地下での冒険で、サーラに人ひと並なみはずれた勇気や決けつ断だん力りよくがあることに気づいた。彼らは「英えい雄ゆうになりたい」というサーラの夢を叶かなえてやるため、ザーンに来て冒険者になるよう勧すすめたのだ。

「その通りだ。だから俺たちは、あいつの人生に責せき任にんがある」

　ミスリルの表ひよう情じようはいつになくきびしかった。

「もし、あきらめさせるなら、早い方がいい」




「おう、坊ぼう主ず、しけてるなあ！」

　どやしつけられるような大声で呼よびかけられ、サーラはびくっとして顔を上げた。メイガスが顔よりも大きなジョッキを持って、向かいの席に腰こしを下ろすところだった。

　このドワーフは半年前に仲間になったばかりだ。以前はデインをリーダーに、レグ、ミスリル、フェニックス、それにサーラでパーティを組んでいた。ところがレグが身み重おもになって一時的に戦えなくなったもので、戦力の補ほ充じゆうが必要になった。そこで〈月の坂道〉をふらりと訪おとずれたメイガスに声をかけ、仲間に加えたのだ。

　豊ゆたかな髭ひげに覆おおわれた顔は精せい悍かんだが、近くで見ると肌はだは荒あれており、小さなしわが目立つ。恥はずかしがって自分の歳としを明かそうとはしないが、長ちよう寿じゆのドワーフ族の中でさえ高こう齢れいの部類ではないかと思われた。ずっと東方の国に生まれ、若わかい頃ころから多くの土地を渡わたり歩いて冒険を重ねてきたとかで、戦いの経けい験けんも豊ほう富ふ、頼たよりになる戦力だった。デインはレグが復ふつ帰きしてもメイガスといっしょに冒険がしたいと考えているようだ。

「まだこの前のことでくよくよしてんのか？　え？」

「うん……」サーラは小さくうなずいた。

「お前さんがあのでかい奴やつを引き受けてくれたおかげで、俺は助かった。感かん謝しやしてるんだぜ」

「うん……」

　サーラはこのドワーフを嫌きらいではなかった。多少気き難むずかしいところがあり、最初はとっつきにくく感じたが、いったん打ち解とければ気さくに話せる相手だ。夜や営えいの際など、彼の冒険談を聞くのは楽しかった。

　だが、今日は話をする気分ではない。

「あんな野や郎ろうに同情なんかするこたあない。どうせ食い詰つめて山さん賊ぞくに鞍くら替がえした傭よう兵へいだろう。これまで旅の人間を何十人も殺してきたに違ちがいねえ。当人だって、戦いで死ぬ覚かく悟ごぐらいできてただろうさ」

　メイガスはそこまで喋しやべって、ジョッキを勢いきおいよく傾かたむけ、ビールを一気に半分ほど咽の喉どに流しこんだ。髭ひげが泡あわまみれになる。

「俺たちだって同じさ。冒険者なんて稼か業ぎようを選んだ以上、迷宮で罠わなにかかって死のうが、怪物に食われようが、誰かの剣けんにばっさりやられようが、文もん句くは言えねえ。それが俺たちの選んだ生き方だからな。殺した奴を恨うらむのは筋すじ違ちがいってもんだ。山賊だってそうだろう。あいつは殺されることを覚かく悟ごしてた。お前を恨うらんでなんか──」
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「もういいよ」ドワーフのお喋しやべりを、サーラはうるさそうにさえぎった。「そんなの、もう何度もミスリルに聞かされたよ」

「ほう？」

「……分かってるんだよ、僕ぼくだって」サーラは指を組み、うつむいた。「理り屈くつは正しいよ。悪い奴は殺されて当然だ、冒ぼう険けん者しやは戦うのが仕事だ、いちいち殺した相手のことを気にかけてなんていられない……頭では分かってるんだ。でも──」

「納なつ得とくできないか？」

「……うん」

　メイガスは口からビールの泡を飛ばし、がはははと豪ごう快かいに笑い出した。

「お前って奴ぁまだ純じゆん真しんだな、サーラ！」

　サーラは顔を赤らめた。「純真で悪い？」

「普ふ通つうは悪くねえ。しかし、冒険者は純真じゃやっていけねえぞ。『正々堂々とした戦い』だの『慈じ悲ひの心』だの、きれいごとを言ってたら、命がいくつあっても足りやしねえ。時には卑ひ劣れつに、時には冷れい酷こくに、自分が生き残ることを最さい優ゆう先せんに考える。それが冒険者ってもんだ──デインたちにそう教わらなかったか？」

「……教わった」

「だったらそれを実じつ践せんしろ。本気で冒険者になりたいならな」

　メイガスはまたひと口、ビールをすすってから、一転して静かな口調で言った。

「こんな説教をするのも、お前さんに親しみを覚えてるからさ。放ほうっておけねえんだよな。若わかい頃ころの自分を見てるみたいでよ」

　サーラは驚おどろいた。「メイガスも僕みたいだった？」

「ああ、そうさ」メイガスは笑って胸むねを張はった。「俺にだって、希望に燃もえる少年時代はあったさ──似に合あわねえか？」

「うん、まあ……」

　サーラは困こん惑わくした。髭ひげ面づらのドワーフの少年時代など、想そう像ぞうがつかない。

「まあ、とにかく、俺にも夢ゆめがあったのさ」

「どんな？」

「英えい雄ゆうになりたかった」メイガスは懐なつかしそうに眼めを細めた。「歴史に残る大物。吟ぎん遊ゆう詩し人じんの歌になって、後世まで語り継つがれるような野郎さ。でかい怪かい物ぶつを退たい治じするか、どこかの国の危き機きを救うか、あるいは目ん玉の飛び出るようなすごいお宝たからを見つけるか……とにかく、そんな奴になりたかった」

「へえ……」

　自分とは似ても似つかぬドワーフが、自分と同じ夢を抱いだいていたと知り、サーラは意外に思った。

「だがな……」メイガスの口調は急に元気を失った。「そんな夢を抱いていられるのは、若い頃だけだ。いくら戦いの腕うでを磨みがいたって、それだけじゃ英雄になれねえ。英雄になれるのはほんの一ひと握にぎりで、それには運が必要なんだ。俺にはそれがなかった。世界を渡わたり歩いたが、強い怪物にも、国の危機にも、すごいお宝にも、めぐり合えなかった。どこに行っても出くわすのは、すぐに忘わすれ去られるようなちゃちな事じ件けん、生きていくのにかつかつの仕事ばかりだ。

　それでも若い頃は『まだやれる』『いつか英雄になれる』と思ってた。だが、人生もなかばを過すぎちまったら、そんな風に自分をごまかすのも限げん界かいだ。いくらがんばったところで、英雄にはなれねえって悟さとっちまった。おそらくこれから死ぬまで、けちな儲もうけ仕事を探さがしてほっつき歩くだけの人生だろうよ。俺は決して吟遊詩人の歌にはならねえし、俺の名が語り継がれることもねえ。死んだらそれっきり、誰からも忘れ去られる……」

「そんな……そんなことはないよ！」

　サーラは思わず声を上げた。メイガスを慰なぐさめたくなったのはもちろんだが、それよりも、彼の言葉で自分の人生まで否ひ定ていされたように感じられたからだ。

「メイガスだってまだ英雄になれる機会はあるよ！」

「さあ、どうかな？」メイガスは自じ嘲ちようの笑えみを浮うかべた。「俺はな、サーラ、どうも英雄が俺の役じゃないって気がするんだ」

「役って？」

「芝しば居いの役さ。この世界が大きな芝居だと考えてみろよ。目に見えない筋書きがあって、それは世界が生まれた時から決まってる。『運命』とも言うな。どこかに主役が──つまり英雄や偉い人じんになる運命の奴やつがいる。世界はそいつら一握りの連中を引き立たせるためにある。俺たちは舞台の端はしに突つっ立ってるだけの名もない端は役やく、『その他た大おお勢ぜい』の一人にすぎない……」

　その考えに少年がショックを受けた様子なのを見て、メイガスは慌あわてて言った。

「いや、これはあくまで俺の考えさ。もしかしたら、お前は主役になれるのかもしれねえ。お前はまだ若いし、これから何があるかなんて分からねえしな」

「そんな考え方は嫌きらいだよ──運命が最初から決まってるなんて考え方は」サーラは食ってかかった。「それじゃあ、人がどんなに努力したって意味ないじゃない！」

「お前は運命を信じないのか？」

「信じない」

　サーラが迷まよわずに即そく答とうしたので、メイガスはまた笑った。

「そこがお前の若さだな。運命を信じない強さが──あいにくと、俺はもうそんなものはすり切れちまったな」

「じゃあ、メイガスは今、何を目的にして生きているの？」

「目的？　そんなものはねえ。若い頃から冒険者をやってきて、他ほかにやることがねえ。だからだらだらと続けてる。昔の夢の名残なごりをひきずってな」

「夢の名残？」

「ああ、自分が世界の主役に──いや、主役でなくてもせめて主役の相手役ぐらいにはなれるだろうって夢をな。もう叶かなう機会もないだろうと思ってるのに、未練たらしく捨すてきれねえ……おう、そうだ」

　メイガスはいつも大事に腰こしに提さげている革かわのバッグをごそごそと探さぐり、くしゃくしゃに折り畳たたまれた古い羊皮紙を二枚まい取り出した。

「見せてやろう」

「何なの？」

「俺の夢さ」メイガスは恥はずかしそうに言った。「ずいぶん昔、オーファンで、ある男から博ばく打ちのカタで手に入れた。とてつもない宝たから物ものが眠ねむってる地下迷めい宮きゆうの地図だ」

「とてつもない宝物？」サーラは興きよう味みをそそられた。

　メイガスは一枚の地図をとんとんと指で叩たたいた。大きな広間の中央に、黒い丸印が描えがかれている。

「『力の宝珠オーブ』──真っ黒い玉だそうだ」

「それがどうしてとてつもないの？」

「持ち主に大きな力を与あたえると言われてる」

「どんな力？」

「詳くわしいことは俺も知らねえ。とにかく、古代のすげえ魔ま術じゆつ師しが創そう造ぞうした宝たからだそうだ。手に入れれば一ひと財ざい産さんになる代しろ物ものらしい。俺はそれを二〇年以上も探さがしてきた」

「どこにあるの？」

「それが分からねえ」メイガスは苦く笑しようした。「俺が手に入れたのは、この二枚の図面だけだ。本物だという保ほ証しようもねえ。冒険者にインチキな情じよう報ほうを売りつける奴はいくらでもいるからな。世界のどこかにあるとしても、手がかりが何もねえ。世界は広い。悔くやしいが、俺の一生のうちにめぐり合える可か能のう性せいはほとんどねえだろうな」

「ふーん……」

　サーラは二枚の図面を見み比くらべた。よく見ると、黒い丸のある大広間が描かれた地図は、もうひとつの地図の右みぎ端はしの一部を拡かく大だいしたものであることが分かる。

「これが迷宮？　入り口は？」

「この右下にある丸い部屋のようだな。古代語でうっすらと『入り口』と書いてある。もうひとつ、地下の川から入るルートもあるようだ。ここの滝たきのところから、洞どう窟くつがこう横に延のびていて……」

　その地図を眺ながめているうち、サーラは突とつ然ぜん、奇き妙みような感覚に襲おそわれた。

（まさか、そんな……？）

　信じられなかった。自分の早とちりかと思った。だって、そんなものすごい偶ぐう然ぜんがあってたまるものか……。

　しかし、いくら見直しても、自分の記き憶おくとの相そう違い点てんは見つからない。細かい部分まで完かん璧ぺきに一いつ致ちしている。疑ぎ惑わくは急速に確かく信しんに変わった。

「メイガス！」

「何だ？」ドワーフは顔を上げた。

「僕、ここ知ってる！」

　サーラは他人に聞かれるのを警けい戒かいして声をひそめたが、口調はひどく興こう奮ふんしていた。

「これは僕の育った村──ハドリー村の近くにある洞窟だ！」







　３　魅み惑わくの闇やみ







　他の冒険者が何か重大な情じよう報ほうをつかんだことに気づいても、それについてあからさまに詮せん索さくしないのが、冒険者の間に自然に生まれた礼れい儀ぎである。「何を探してるんだ」「どこへ行くんだ」などとしつこく訊たずねるのは、お宝の横取りを狙ねらっているように思われ、相手に不ふ快かい感と不信感を与あたえるからだ。

　だから、興奮した様子のサーラから耳打ちされたデインが、何気ない口調で「すまない、ちょっと大事な話があるんだ」と言って、仲間をぞろぞろと連れて階かい段だんを上がって行っても、他の客は黙だまって見送るだけだった。ははあ、とピンときて、顔を見合わせた者たちはいたが、意味ありげな笑えみを交かわすだけで、デインたちがどんな儲もうけ話を嗅かぎつけたのかを話題にすることはない。冒険者というやつはたいてい夢ゆめが大きく、プライドが高い。自分はしけた仕事しかなくても、他人の成功をやっかむようなことを口にするのは格かつ好こうの悪いことなのだ。運も成功も自分でつかむものだ。他人が何を探していようとかまうものか。俺たちは俺たちのお宝を見つけるだけさ……。

　これまで半年間もいっしょにいながら、メイガスが宝の地図を持っていることをデインたちが知らなかったのも、デインたちがそんなことを訊ねなかったからだ。メイガスの方でもデインたちを信用しておらず、地図を見せようとはしなかった。サーラがメイガスと打ち解とけたからこそ、両者の持っていた情報がひとつになったのである。

「なるほどなあ……」

　ここはミスリルとサーラが寝ね泊とまりしている部屋。デイン、フェニックス、ミスリル、サーラの四人は、頭を寄よせ合って、小さなテーブルの上に広げられた地図を覗のぞきこんでいた。メイガスはテーブルに肘ひじをつき、小さな眼めを期待に輝かがやかせ、彼らを見上げている。レグは部屋の隅すみで、赤ん坊ぼうにお乳ちちをやっていた。

「確たしかにこいつは、あの洞窟だな」ミスリルが黒く細い指を地図の上に走らせる。「俺たちはこの地底の川を歩いてさかのぼったんだ。この地図では太く描かれてるが、俺たちが入った時は水位が下がってた。で、この滝が流れ落ちてる小さな湖みたいなところから、洞窟を東に進んで、ここでキマイラに出会った……」

「その先は？」メイガスは急せかした。

「行ってない」とデイン。「キマイラを倒たおすのに全力を使ってしまったし、サーラもいっしょにいたから、先には進めなかった。まだどんな危き険けんな罠わながあるか分からなかったし、僕ぼくたちが村人から依い頼らいされたのはキマイラ退たい治じだからな。いったんキマイラの首を村に持って帰って報ほう酬しゆうを手に入れてから、もう一度、奥おくの方を探たん索さくしてみようと思っていた……」

「なぜ行かなかった？」

「洞どう窟くつに棲すんでいたコボルドどもが、ここの──」と言って、地底湖を指さす。「堰せきを壊こわしたんだ。それで川が急に増ぞう水すいした。危あやうく溺おぼれそうになったが、ミスリルの精せい霊れい魔ま法ほうのおかげで助かった」

「おかげであたしゃ、鎧よろいをなくしちまったよ」レグがぼやく。

「その堰はもともと、コボルドのゾンビが造つくっていたものだった。キマイラが殺したコボルドをゾンビにして、操あやつっていたらしい。外に出るために川の水位を下げようとしたんだな。それが壊れたんで水位が元に戻もどった……」

「その川は舟ふねか何かでさかのぼれないのか？」

　デインは苦く笑しようした。「それなら僕たちがとっくに行ってるよ」

「そりゃそうか」

「流れは速いし、水位は天てん井じよう近くまである。長さもけっこうある。他の出入り口も分からない。しかたなく僕たちは、お宝をあきらめたんだ」

「他ほかにこの話を知ってる奴やつは？」

「僕たちより先に洞窟に入っていた冒ぼう険けん者しやがいた。たぶん、狙いは同じだろう。四人ともキマイラに殺されて、暗黒魔法でゾンビにされてたが」

　デインの言葉で嫌いやな光景を思い出してしまい、サーラはぞくっとなった。歩く死体などというものを見たのは、あれが生まれて初めてだった。

「そいつらも川を歩いて入ったのか？」

「いや、別の入り口からだろう──たぶん、こっちだ」

　デインが指差したのは、地図の左半分、地底湖から左方向に延のびた通路だった。しかし、通路は地図の端はしで切れていて、入り口らしきものは描えがかれていない。

「僕たちが探索した時は、湖の水位が上がっていて、水がこっちに流れ出していた。しかし、普ふ段だんは水は流れていないはずだ」

　メイガスは不ふ審しんそうだった。「こっちの右下にある入り口じゃねえのか？」

「そこは閉とざされてる。開けるのは無理だ」

「なぜ分かる？」

「外から開くような扉とびらなら、内からも開くはずだ。キマイラはそこから出てきていたさ。わざわざ川の水位を下げる必要はなかった。それにサーラの話じゃ、このあたりに地下迷めい宮きゆうの入り口らしいものはない──そうだったな、サーラ？」

「うん」サーラはうなずいた。

「たぶん、その入り口は崖がけ崩くずれか何かで埋うもれてるんだと思う」

「この左側の道から入れるってのか？　理由は？」

「僕はずっと考えてたんだ。この地方のコボルドは何十年も前、人間の迫はく害がいを逃のがれて地下に棲みついたらしい。とすれば、コボルドの通れる入り口がどこかにあったはずだ。キマイラがそこを通れなかったのは──」

「図ずう体たいがでかかったから」

「その通り。でも、四人の冒険者が入れたからには、人間やドワーフも入れるはずだ」

「しかし、かんじんのその入り口の場所が分からねえだろ？」

「手がかりはある──これだ」

　デインが指さしたのは、地図の左上隅に描かれた建物の絵だった。丘おかの上に建っているらしく、その下の斜しや面めんには墓ぼ標ひようのようなものがいくつも描かれている。

「この絵が描かれていた頃ころ──今から何百年も前には、この建物はまだ建っていた。でも、今は崩れて……」

「〝半月の丘〟の廃はい墟きよだね！」サーラが嬉うれしそうに声を上げる。「それに、丘の南の斜面にある白い岩！」

　サーラの脳のう裏りに記き憶おくが鮮あざやかによみがえった。〝半月の丘〟はハドリー村の子こ供どもたちがよく遊び場にしている場所だ。頂ちよう上じようには崩れ去った大昔の遺い跡せきがある。南の斜面は雑ざつ草そうに覆おおわれ、たくさんの白い石せつ灰かい岩がんが墓はか石いしのように突つき出していて、かくれんぼには絶ぜつ好こうの場所だった。

「そしてここ」

　デインはある一点を指さした。左に延びた通路から分ぶん岐きした細い道の一本が、上へ延びている。道はすぐに途と切ぎれていたが、その先に、縫ぬい目のような細いギザギザの線が描かれていた。見落としそうになるほど小さく、うっかりすると地図についた古い傷きずと勘かん違ちがいしてしまいそうだ。斜めに延びたギザギザの上じよう端たんは、四個この石が四角形に並ならんだ地点に通じていた。

「このギザギザは、おそらく階かい段だんだろう。この四個の石の中心に入り口があるんだと思う」

「そんなの、見覚えないよ」

「だから埋もれてるのさ。コボルドたちが内側からふさいだのかもしれないな。人間に見つからないようにな。僕たちはこれを見つけられなかった……」

「ということは」メイガスは明らかに興こう奮ふんしていた。「この四つの石が並んでるところを掘ほればいいわけだな？」

「掘る必要もないぜ」とミスリル。「場所さえ分かれば、俺おれの精せい霊れい魔ま法ほうで穴あなを開けられる」

「できるのか？」

　メイガスの疑うたがわしげな口調に、ミスリルは少しむっとした。

「俺だって精霊魔法の腕うでは磨みがいてるつもりだがな」

「掘れる深さはどれぐらいだ？」

「そう……この部屋の床ゆかから天てん井じようまでの五倍、というところかな」

　メイガスはうなった。「ということは、障しよう害がいになるのはコボルドだけか……」

「まあ、キマイラが他に何なん匹びきもいたら別だがな」

　メイガスは黙だまりこんで、しばらく何か考えていたが、やがて顔を上げ、デインたちを探さぐるような目でにらみつけた。

「で、あんたらはどこまで知ってる？」

「どこまでと言うと？」

「率そつ直ちよくに話そうじゃねえか。隠かくし事はなしだ。『力の宝珠オーブ』について、どれぐらいのことを知ってる？」

　デインとミスリルは、ちらっと視し線せんを交かわした。ミスリルが表ひよう情じようで（言っちまえ）と指し示じする。デインは言った。

「正直、ぜんぜん知らない。その名を耳にするのも初めてだ。僕たちが聞いた噂うわさは、ハドリー村の近くに古代の魔ま術じゆつ師しが造つくった地下迷宮があるらしいってことと、それを探さがしに行った冒ぼう険けん者しやが帰ってこなかったってことぐらいだ」

「そんな不ふ確たしかな情じよう報ほうで探しに行ったのか？」

「不確かでも、一発当たれば大きい。まだ荒あらされていない迷宮なら、お宝たからがあるに違ちがいないからな」

　古代王国時代の魔術師の中には、敵てきに襲おそわれたり、秘ひ密みつが露ろ見けんするのを恐おそれ、地下の施し設せつでひそかに研究を行なっていた者が少なくない。そうした施設は侵しん入にゆう者しやを防ふせぐために故こ意いに複ふく雑ざつな構こう造ぞうをしており、幾いく重えもの扉とびらや様々な罠わな、ガーゴイルやゴーレムやスケルトン・ウォリアーなどの疲つかれを知らぬ衛えい兵へいで守られていた。古代王国の崩ほう壊かいとともに、地上の建けん造ぞう物ぶつの多くは破は壊かいされ、あるいは風雨によって崩れ去ったが、地下迷宮には数百年後も原形をとどめているものが多い。

　無む論ろん、そうした場所で発見される宝ほう石せき類るいや美び術じゆつ品ひん、古こ文もん書じよ、魔ま晶しよう石せきなども、大きな価か値ちがある。しかし、何と言っても冒険者たちが狙ねらうのは、古代王国時代の高度な魔法技ぎ術じゆつの結晶だ。魔法のかかった剣けんや防ぼう具ぐ、雷らい撃げきを放つ杖つえ、空を飛べるマント、遠く離はなれた場所を見ることのできる水晶球──多くの魔法技術が失われてしまった現げん在ざいでは、それらは途と方ほうもない価値を持つのだ。

「こっちこそ訊たずねたいわ」それまであまり発言しなかったフェニックスが口を開いた。「その『力のオーブ』って何なの？」

　メイガスは気まずそうに顔をしかめた。「ああ……実は俺も詳くわしいことは知らねえんだ。ただ、その名の通り、持ち主に力を与あたえる玉だって話だ」

「権けん力りよく？　それとも魔力？」

「肉体的な力だ。それを手にした者は、普ふ通つうの人間の何倍もの力が出せるようになるそうだ」

「魔術師が肉体を強化する研究？」フェニックスは疑うたがわしげだった。「あまり聞いたことがないわね」

　一いつ般ぱんに魔術師は肉体労働を嫌きらうものだ。剣にも魔法にも秀ひいでた魔法戦士と呼よばれる者もいることはいるが、たいていの魔術師は、肉体を鍛きたえたり剣の腕を磨くよりも、魔法の技術を上げることを好む。それは現代でも、古代王国時代でも同じはずだ。

「だから言っただろう。俺だって詳しくは知らねえんだ」

「正体が何にしても」デインは地図に描えがかれた黒い丸印を見てつぶやいた。「古代王国時代の最高の魔法技術だとしたら、たいした金になるのは確かだ……」

「赤ん坊ぼうのおしめ代ぐらい出そう？」レグが茶ちや化かした。

「ああ、おしめが一〇万枚まいは買えるぞ」

　そう言ってから、デインはメイガスに視線を戻もどした。

「僕たちに秘密を明かしたってことは、売った儲もうけは全員で山分けってことでいいのかな？」

「売る？」サーラは驚おどろいた。「売っちゃうの、その玉？」

「まあ、魔術師ギルドの鑑かん定ていしだいだがな」

　古代王国時代の魔法技術は貴き重ちようなものではあるが、どんなものでもすぐに金になるというわけではない。遠見の水晶球のような便利な品なら、すぐに買い手はつく。厄やつ介かいなのは、使われている技術が高度でも、使い道のあまりない代しろ物ものだ。触ふれた者を動物に変える彫ちよう像ぞう、身につけた者の性せい格かくを変える装そう飾しよく品ひん、魔ま獣じゆうを封ふうじこめた壺つぼ──そういうものは、なかなか買い手が見つからないことが多いし、魔術師ギルドも引き取るのに難なん色しよくを示しめす。遺い失しつ魔法の研究をしている裕ゆう福ふくな魔術師が欲ほしがるぐらいだ。

　だが、サーラが気にかけているのは、そんなことではなかった。

「でも、メイガスはその宝たから物ものを手に入れるのが夢ゆめだったんでしょ？」

　パーティの人数で山分けとなると、メイガスの取り分は少なくなる。彼が何十年も探さがし求めてきた宝を横取りするようで、サーラは嫌いやな感じがした。

「しかたねえだろ」メイガスはやや不満そうに肩かたをすくめた。「どうもお宝は一個こしかねえらしいし、山分けするには、金に替かえるしかねえわな」

「それでいいの？」

「まあ、本当は全部欲しいところだが、そうもいくまい。みんなの協力がなきゃあ、迷めい宮きゆうを探たん索さくするどころか、地下に入ることさえできそうにねえからな。それに……」

「それに？」

　メイガスは恥はずかしそうに笑った。「考えてみりゃあ、俺にとっちゃ、お宝の価か値ちそのものより、お宝を見つけることの方が大事なような気もする──長年の夢が叶かなうってことの方が」

　そう言われると、サーラもそれ以上、何も言えなかった。

「よし、決まったな」

　デインは明るい口調で、サーラの肩かたをぽんと叩たたいた。

「どうだ、サーラ？　久ひさしぶりに故こ郷きように帰るか？」

「う……うん」

　サーラがうなずくのに、二秒ほどの迷まよいがあった。




「というわけで、ハドリー村に帰ることになったんだ」

　翌よく日じつ、サーラはデルにいきさつを話した。

　二人はザーンの外がい壁へきから突つき出たテラスのような場所に、並ならんで腰こしかけていた。視し界かいいっぱいに、雲ひとつない青空が広がっている。岩いわ棚だなの端はしから垂たらされた四本の細い足の下は、目もくらむほどの急な斜しや面めんで、そのはるか下に広がる森の樹き々ぎは、地面にへばりついている苔こけのように見えた。手すりも何もなく、落ちたら命はない。だが、二人ともしょっちゅうここに来ているのですっかり慣なれてしまい、恐おそろしさは感じなかった。むしろ足の下に何もないという落ち着かない感覚が、現世を離れて空に浮うかんでいるような印象を生じさせ、心地ここち良よかった。

　ここは彼らがいつも使っている秘ひ密みつの逢あい引びきの場所だ。元は岩山の外壁の一部を削けずって造つくられた階かい段だんだったのだが、ずいぶん前に一部が崩ほう落らくして通行不ふ能のうになったため、今では誰だれも近づかない。その存そん在ざいを知る者すらほとんどいなかった。だから若わかい恋こい人びとたちは、誰に気き兼がねすることなく、愛を語り合うことができる。

　南のコリア湾わんから吹ふき寄よせてくる風が、岩の壁かべにぶつかって斜しや面めんに沿そってゆるやかに吹き上がり、サーラの蜂はち蜜みつ色いろの髪かみとデルの闇やみ色いろの髪を揺ゆらす。西部諸国の南に位置するザーンの気候は、火の精せい霊れい力りよくが強いために比ひ較かく的温おん暖だんで、冬でも雪の降ふる日は少ない。それでもさすがに一〇月のなかばともなると、風に冷たいものが混まじりはじめていた。

「まあ、家出してこの街に来て、ちょうど一年だものね。いっぺん里帰りして、みんなに元気な顔を見せるのもいいかも」

　言葉とは裏うら腹はらに、サーラの口調には乗り気でない雰ふん囲い気きが漂ただよっていた。それに気づいているのかいないのか、デルは少年の肩に頭を預あずけ、風にかき消されそうな小さな声でつぶやいた。

「楽しみだわ。あなたの育った村……」

「そんなにいいところじゃないよ。話しただろ？」

　デルが無口なので、二人きりの時には、必然的にサーラが喋しやべることが多くなる。これまでのたくさんの逢おう瀬せで、少年は自分の生おい立ちを何もかも話し尽つくしていた。母親は村にふらりとやって来た吟ぎん遊ゆう詩し人じんに誘ゆう惑わくされ、駆かけ落ちしたこと。しかし、すぐに男に捨すてられ、赤ん坊ぼうのサーラを抱だいて村に舞まい戻もどってきたこと。その母は四年前に死に、村長である頑がん固こな祖そ父ふの家で育てられたこと……。

「それでも見てみたい。あなたのこと、もっと知りたいもの……」

「どうかな。がっかりするかもしれないよ」

　サーラはつまらなそうに言うと、近くに落ちていた小さな石のかけらを遠くに放ほうり投げた。石はたちまち空にまぎれ、見えなくなった。

「どうして？」

「村にいた頃ころの僕ぼくを知ったら、僕を嫌きらいになるかもしれない。昔の僕は弱虫で、喧けん嘩かも弱かった。いつも馬ば鹿かにされて、いじめられてたし、家でも厄やつ介かい者もの扱あつかいされてた……」

「今はそうじゃないわ」デルはそっと、少年の二の腕うでに手をやった。「今のあなたは、一年前よりずっと強い……」

「まあ、あの頃は君にこてんぱんにされてたからなあ」

　サーラは小さく笑った。デルも恥ずかしそうに微笑ほほえむ。盗とう賊ぞくギルドの訓練所に入った最初の日、サーラは先せん輩ぱいのデルと模も擬ぎ戦せん闘とうをやらされた。だが、格かく闘とう術じゆつの基き本ほんも知らない悲しさ、九回やって九回とも数秒で完敗した。その後、少しは上達し、二本に一本ぐらいは取れるようになったものの、デルもまた腕を上げているので、まだ凌りよう駕がするまでには至いたっていない。

「でも、自分ではあまり強くなった気がしない」サーラは自分の手を見つめ、自じ嘲ちようの笑えみを浮かべた。「僕はまだまだ半人前だ。戦いや鍵かぎ開あけの腕前もそうだけど、勇気とか、心の強さが……」

　悪人を一人殺したぐらいで落ちこむようじゃな、と心の中でつけ加える。

「そんなことない。あなたは見み違ちがえるぐらい変わったわ」

「そうかなあ……」

　デルに褒ほめられても、サーラはやはり気が重かった。本音を言えば、村に帰るのが嫌いやでたまらない。ザーンに来てからの毎日は楽しいが、ハドリー村には不ふ愉ゆ快かいな思い出しかない。またガキ大だい将しように名前のことでからかわれたり、祖父に叱しかられたりするかと思うと、憂ゆう鬱うつにもなろうというものだ。

「お祖じ父いさん、やっぱり怒おこってるかなあ……」

「お祖父さんに手紙は？」

「二度出した。去年の暮くれに一通、今年の春に一通。村に行く行商人に頼たのんで持って行ってもらったけど、届とどいたかどうか……返事がないから分かんないや」

「何を書いたの？」

「冒ぼう険けん者しやになりました。まだ新米だけど、何とかやってます。この街の人はみんないい人たちです。心配しないでください……そんなとこかな」

「私のことは？」

　デルのかすかにとがめるような口調に、サーラはたじろいだ。

「いや、だって……そんなこと書けないよ」

「どうして？」

「恋こい人びとができました、なんて書いたら、それこそ……」

「それこそ？」

　サーラは取り繕つくろう言葉を探さがした。「……噓うそだと思われる」

　デルが困こん惑わくし、今にも泣き出しそうな、あるいは怒り出しそうな複ふく雑ざつな表ひよう情じようになったので、サーラはさらに狼ろう狽ばいした。

「いや、つまりさ、お祖父さんも村のみんなも、僕をまだ子こ供どもだと思ってると思うんだ。そりゃ実じつ際さい、子供なんだし──だから君のことを書いても、突とつ拍ぴよう子しもなくて、信じてもらえないんじゃないかと思ったんだ。そうしたら手紙に書いた他のことも、みんな噓だと思われるんじゃないかって……」

　不意に、デルの顔から困惑の表情が消えた。いたずらっぽく微笑み、少年の唇くちびるにそっと人差し指を当て、早口のお喋りをさえぎると、ゆっくりと顔を近づけてゆく。

「……そんな必要があるの？」

「だって……」

「信じてもらう必要なんてないわ。私があなたを好きなことは、誰かに証しよう明めいしなきゃいけないようなことじゃない。あなたにだけ証明できれば、それでいい……」

　なおも何か言おうとしたサーラの口を、デルは優やさしく自分の唇でふさいだ。ごく自然に、少年の腰こしに腕を回し、上半身を押おしつけてきた。

　もう百何十回目のキスなのか、サーラは数えてみようとも思わなかった。初めての時に覚えた驚おどろきと、頭がしびれるような感覚はもうなかったが、それでも少女の温かい唇の感かん触しよく、しなだれかかってくるたおやかな体の重みは心地ここち良よかった。

　初めて会った時、「変な子だ」と思っただけで、何も感じなかったのが噓のようだ。他の少年たちと同じく、あの頃の自分の目は節ふし穴あなだったのだろう、とサーラは思う。こんなにも魅み力りよく的な少女だというのに。

　時おり、デルの存そん在ざいが重荷になることがある。彼女のわがままな性せい格かく、自分にべたべたつきまとってくる態たい度どを、うっとうしく感じることもある。彼女と知り合って以来、サーラの自由は大おお幅はばに失われた。この先、自分の人生はどうなるのだろうか──だが、そんな思いは長くは続かない。くちづけひとつで雲うん散さん霧む消しようする。こんなにも素す敵てきな子に好かれて幸せなのだと、あらためて実感する。
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　だが同時に、一いち抹まつの恐きよう怖ふも覚えている。

　やがてデルは唇を離はなすと、うっとりと眼めを細め、サーラの瞳ひとみを愛いとしげに覗のぞきこんだ。

「……証明完かん了りよう」

　ほんのりと濡ぬれた赤い唇から、ぞくっとするほど大人びた声が洩もれる。

　サーラはぎこちなく笑えみを返しながらも、魂たましいの奥おくの何かが震ふるえるのを感じていた。それは、暗い眼をした内気そうな少女が大だい胆たんにキスを求めてくる時、いつも覚える感覚だ。みんなが知っているデル、おとなしくて無口なデルは、世界との関かかわりを拒きよ否ひするための仮か面めんにすぎない。その裏うらには愛する人にしか見せないもうひとつの顔がある。いつも何かにおびえているような心細げな表情が、少女の表面から剝はがれ落ちると、自信に満ちた、妖あやしくも魅み惑わく的な笑みが浮うかび上がる。

　いくら否ひ定ていしようとしても、サーラはそれを「邪じや悪あく」と感じてしまう自分を抑おさえられない。

　ある意味、その印象は間違ってはいない。サーラしか知らないことだったが、彼女は暗黒神ファラリスの闇司祭ダークプリーストなのだ。人は自分の欲よく望ぼうに忠ちゆう実じつに生きるべきだという、ファラリスの教えを信しん奉ぽうしている。暗黒神の信者を「邪悪」と定てい義ぎするなら、彼女はまさに邪悪だ。

　しかし、サーラはそうは思いたくない。確たしかにファラリス信者に悪人は多いが、欲望に忠実に生きることがすべて悪というわけではない。欲望の中には邪悪なものも多いというだけだ。デルはファラリスの力を犯はん罪ざいに用いようとは思っていない。彼女の最も強い欲望は、いつもサーラの傍そばにいたいということ。彼に愛され、彼を守りたいということ。その想おもいが悪であるはずがない。

　そう信じたかった。

「で、でもさ」不安を振ふり払はらおうとして、サーラは無理に話題を変えた。「やっぱり、村には帰らない方がいいんじゃないかと思うんだ」

「どうして？」

　サーラは少しためらってから、心の中にわだかまっていた考えを吐はき出した。

「メイガスのことだよ。彼は何十年も、『力のオーブ』を探さがし続けてたんだ。夢ゆめだったんだよ。だからせめて、分け前を少しでも多くしてあげたいんだ。僕たちがついて行ったら、その分、分け前が少なくなるだろ？」

　デインは公正な性せい格かくなので、冒ぼう険けんに同行しているサーラとデルにも、きちんと報ほう酬しゆうを分配してくれている。もっとも、まだ冒険者として半人前なので、取り分は他の者の半はん額がく、二人で一人分だった。当然、今度の旅でもそうなるだろう。

　デルは苦く笑しようした。「あなたってほんとに純じゆん真しんね」

「メイガスにもそう言われた」

「でも、もしその玉がそれほど価か値ちのあるものなら、取り分が少し減へったとしても、やっぱりかなりの金額になるんじゃなくて？」

「メイガスは一〇〇万ガメルぐらいするかも、って言ってた」

「行くことが決まってるのは、デイン、ミスリル、フェニックス、メイガスの四人でしょ。私たちが行かなくても、メイガスの取り分は二〇万が二五万になるぐらいよ。たいして違ちがわないわ」

「そうだけど……」

「それに」デルは何か悪わる巧だくみでもしているかのように、そっとささやいた。「……いっしょに行けば、私たちだってお金持ちになれるのよ」

　それはサーラも考えなかったわけではなかった。一〇〇万の五分の一、二〇万ガメルとしても、何年も贅ぜい沢たくに遊んで暮くらせる金額だ。そそられないはずがない。

　だが、その金額の大きさこそが、サーラに後ろめたい思いをさせているのだった。

「あなたはいつも他人のことばかり考えすぎてるわ」デルは優やさしくとがめた。「ねえ、サーラ、もっと自分のことも考えて。あなたが地図に気がつかなければ、メイガスは死ぬまでオーブを見つけられなかったんじゃないの？」

「たぶんね」

「だったら、あなたは彼の手助けをしたんだから、分け前を貰もらう権けん利りがあるわ」

「そうかなあ……」

　サーラはまだ納なつ得とくできないでいた。

「それに、その迷めい宮きゆうに行った方がいい、もうひとつの理由がある……」

「え？　何？」

「キマイラの死んだところに行けば、呪のろいのことを知る手がかりが何か見つかるかもしれないでしょ？」

　サーラはぽかんとして少女を見つめた。

「……考えてなかった」

　意表を突つかれた。自分が呪いにかけられていることなど、ここしばらく、すっかり忘わすれていたのだ。

　生まれて初めての冒険──デインたちとともに潜もぐった地下迷宮で、サーラは魔ま獣じゆうキマイラに出会った。デインたちの活かつ躍やくでキマイラは倒たおされたものの、そいつは死の直前、自分の命を代だい償しようにして、サーラに呪いをかけたのだ。

　サーラがそれに気がついたのは、何か月も経たってからである。「闇やみの王子」ジェノアに捕とらえられた時のことだ。やはりファラリスの闇司祭であるジェノアは、サーラを束そく縛ばくしようとして、「いついかなる時も、我わが命令に逆さからうべからず」という呪いをかけようとした。だが、その呪いはかからなかった。そのため、すでにサーラが別の呪いをかけられていることが発覚したのである。

　厄やつ介かいなのは、それがどんな呪いなのか分からないことだった。普ふ段だんは何の異い常じようもなく、特定の何かがきっかけになって発動するものらしいのだが、何がきっかけなのか、どんなことが起こるのか、知るすべがない。チャ＝ザ神の司祭であり、様々な知ち識しきに精せい通つうしているデインでさえ、この問題には頭を抱かかえていた。

　暗黒魔法とは一種の神聖魔法ホーリー・プレイ──神に祈いのりを捧ささげることによって、神の力を借りるものなのだ。暗黒魔法か神聖魔法かは、力の源みなもとが暗黒神かそうでないかの違ちがいでしかない。高位の司祭になるほど、あるいは大きな犠ぎ牲せいを捧ささげるほど、より大きな力を神から引き出せる。

　すなわち、サーラにかかっている呪いは、キマイラ自身の力ではなく、キマイラの最後の祈りを聞き届とどけた暗黒神（おそらくはファラリス）の力なのである。だからキマイラが死んでも持続している。何百年も生き続けてきた魔獣が、自分の命を代償にした呪いだ。単たん純じゆんな解呪リムーブ・カースの儀ぎ式しきで解とけるようなものではないだろう。

　そもそも、呪いを二つもかけられた人間など、めったにいない。そのため、呪いというものはいくつも重ねてかけられるのかどうかも、よく分かっていない。しかし、原理的には、互たがいに干かん渉しようし合わない呪いなら、一人の人間にいくつでもかけられるはずだ。ジェノアの呪いがかからなかったのは、キマイラの呪いと矛む盾じゆんする内ない容ようであったためだと、デインは考えていた。先にかかっていたキマイラの呪いの方が強力だったため、ジェノアの呪いをはじいたのだろう。

　だが、いったいどんな矛盾なのだろうか。

　神がどこまで未来を見通せるかは、賢けん者じやの間でも意見が分かれている。神の啓けい示じの中には、未来を見通しているように思えるものもある。そのため、「神は時間を超ちよう越えつした存そん在ざいである」と唱える一いつ派ぱがある。その一方、未来は決まっておらず、人間の行動によって変化するという説もある。神々も全知ではなく、未来を見通せるとしても、それは限かぎられた範はん囲いにすぎないはずだ、というのだ。

　こうした話をサーラはデインから聞かされたが、ややこしくて途と中ちゆうで頭が痛いたくなってきた。要するに、ファラリスは近い未来にサーラの身に何が起きるかを知っており、ジェノアの祈りを聞き入れた場合、その先に起きることはキマイラの祈りと矛盾してしまうため、ジェノアの祈りを退しりぞけた──ということらしい。

　何にしても、そんな学問的な議ぎ論ろんは、キマイラの呪いの内容を推すい理りする役に立ちそうになかった。ファラリスがジェノアの祈りを聞き入れたら何が起きていたかなんて、神ではない身に分かるはずもないからだ。

　最初は不安におびえていたサーラだったが、呪いをかけられてから一年以上にもなるのに何の異変も起きないので、すっかり気にならなくなっていた。これまでデインたちとともに冒ぼう険けんを重ね、様々な体験をしてきたが、呪いが発動する気配はまったくない。どんな呪いであるにせよ、発動さえしなければ恐おそろしいことはない。だからサーラは、呪いのことなどすっかり忘わすれていたのだった。

「そうか……でも、どうなんだろう？」

　サーラは首を傾かしげた。地下迷宮の奥おくには、キマイラを創そう造ぞうした古代の魔ま術じゆつ師しの記録なども残っているかもしれない。そこからキマイラの考えそうなことを推理できるという可か能のう性せいは、確たしかにないでもない。呪いが解とけなくても、発動するきっかけさえ分かれば、それを避さけて生きればいいのだ。

　だが、それはあまりにも小さい可能性に思える。

「調べてみるべきよ。少しでも可能性があるなら」デルは静かな口調で力説した。「そうしてよ、サーラ」

　それでもまだ、サーラは迷まよっていた。「でも……」

「お願い、サーラ。私、未来に不安を残すのはいや」

　未来──その言葉にサーラは反はん応のうした。赤ん坊ぼうを抱だいているデインとレグの幸せそうな顔が思い浮うかぶ。一〇年ぐらい未来には、自分とデルも、あんなカップルになっているのだろうか？　想そう像ぞうもつかないが、ありえないことではない。

　そうだ、その時のためにも、不安は排はい除じよすべきだ。

「うん、そうかもしれない」サーラは考えた末に答えた。「僕ぼく、村に帰るよ」

「私もついて行っていいわよね？」

「もちろん」

「良かった」

　デルは再ふたたびしなだれかかり、キスを求めてきた。

　今度のキスはさっきより長く、激はげしかった。デルは獲え物ものに巻まきつく大だい蛇じやのように、少年の体に自分の体を大だい胆たんにからませ、悩なやましげにこすりつけてきた。こうなるとサーラはされるがままだ。十三歳さいの少女のほっそりした肉体は、服を着た状じよう態たいではまだ少年のようにも見えるが、その下にはすでに女じよ性せいとしての魅み力りよくが息づいていることを、サーラは知っている。こうして密みつ着ちやくしていると、それをいっそう意い識しきする。思春期の少年の心や体が、それに反応しないはずはない。全身が緊きん張ちようする。何かが体の奥で爆ばく発はつしそうになっているのを感じる。今すぐにでも彼女を押おし倒たおしたい衝しよう動どうにかられる。それをどうにかこらえていられるのは、サーラが人一倍、意い志しの強い少年だからだ。

　デルは確かに邪じや悪あくだ、とサーラは思った。だが、それは魅み惑わく的な邪悪だ。内気な仮か面めんの下で、熱い激げき情じようが静かに煮にえたぎり、暗い欲よく望ぼうがうごめいている。そのさらに奥には、大地に開いた巨きよ大だいな亀き裂れつのように、底知れぬ心の闇やみがかいま見える。それがどこまで深いのか、長くつき合っているサーラでさえ測はかり知ることはできない。

　その闇は自分を飲みこもうと狙ねらっているように、サーラには思えた。







　４　大人になるということは







　翌よく日じつ、一行はハドリー村へ出発した。レグもいっしょに行きたがったが、新しん生せい児じを預あずけるあてがなく、やむなくザーンに残ることになった。さすがに生まれたばかりの赤ん坊を連れて迷めい宮きゆうには潜もぐれない。

「おしめ代、稼かせいできてよ」

　彼女は陽気に手を振ふって夫を送り出したが、内心はまたフレイルを振り回したくてうずうずしているようだった。

　もう一人、ザーンの正門で一行を見送ったのは、デルの両親である。父のアルド・シータは盗とう賊ぞくギルドの幹かん部ぶであり、新人の教育係でもある。人オ食ーいガ鬼ーのようなごつい体たい格かくに似に合あわず、子こ供どもには優やさしい人物だ。デルは実の娘むすめでなく、妻つまの連れ子だったが、それでも実の子供のようにかわいがっている。

　デルが今のように無口な少女になったのは五年前から──実の父、バルティスが殺された日からだ。

　半年前、まだ十二歳の娘がサーラたちとともに冒険に出ると言い出した時、もちろんアルドとしては心配し、怒おこり、反対もした。だが、デルは「一時もサーラと離はなれたくない」と粘ねばり強く説得したのだ。内気で無口なだけと思っていた娘の思いがけない自じ己こ主張に、アルドの心は動かされた。ザーンに閉とじこもっていても、デルの心は開かない。多少の危き険けんを冒おかしてでも、外の世界を体験させ、多くの人と触ふれ合わせれば、昔のような明るい笑え顔がおを取り戻もどしてくれるのではないか──そう考えたのだ。

「デルを守ってやってくれよ、サーラ」彼は少年の肩かたを叩たたいて言った。「あの子はおとなしくて、とても傷きずつきやすい子だからな」

　サーラは「はい」と返事しながらも、内心とまどっていた。将しよう来らい、自分の義ぎ父ふになるかもしれない男に信しん頼らいを寄よせられていることもくすぐったかったが、最も身近にいるはずのアルドでさえデルの表面的な部分しか見ていないことが不思議だった。デルがどれほど情熱的な娘か知らないのだ。

　どうも本当のデルを知っているのはサーラだけらしかった。




　ザーンからハドリー村まで、徒歩で五日の行こう程ていだ。東のベルダインへと向かう街かい道どうを二日ほど進み、そこから北へ折れて、森林地帯を縦じゆう断だんする道を歩く。峠とうげに立つと、はるか前方の地平線に、青いもやに煙けむるクロスノー山脈が横たわっているのが見える。ハドリー村はその大山脈の西の端はし、穏おだやかな気候に恵めぐまれた平原にある。

　街道から離れると、宿しゆく泊はくできる村も少なくなる。旅の最後の一日は、森の中で野や営えいしなくてはならなかった。

　夜の間、六人が二人ずつ三交こう替たいで起きて、焚たき火の傍そばで番をする。狼おおかみや山賊の襲しゆう撃げきを警けい戒かいするのだ。飽あきてくるのを防ふせぐため、組み合わせや順番は毎まい晩ばん変わるが、サーラは決してデルとは組ませてもらえない。「お前たち二人だと、いちゃついて見み張はりにならないからな」というのがミスリルの言い分である。

　今夜の当直は、最初がサーラとミスリル、二番目がデインとメイガス、三番目がフェニックスとデルという組み合わせだった。




　故こ郷きように近い森の中で、焚き火を前にしていると、サーラにはどうしても家出した夜のことが思い出されてしまう。あの時は道から少しはずれた森の中で野宿したのだが、追っ手に見つかるのを恐おそれ、火も焚けなかった。たった一人、暗くら闇やみの中でうずくまり、狼が現あらわれたらどうしようとびくびくしていたものだ。

　村人が連れ戻しに来る気配がまったくないことに、ほっとする反面、失望もしていた。いっそ見つかって連れ戻されることを、心の片かた隅すみでは望んでいたのだ。お祖じ父いさんは僕がいなくなっても探さがしもしないんだ、僕はやっぱり大事にされていないんだ、という想おもいが、小さな胸むねを苛さいなんだ。寂さびしさや恐ろしさよりも、悔くやしさでサーラは泣いた。

　今になってみれば、あの時、連れ戻されなくて本当に良かったと思う。そうなっていたら、冒ぼう険けん者しやになるという夢ゆめは潰ついえ、ここでこうしてミスリルと並ならんで焚き火に当たり、語り合っていることもなかっただろう。

「別に重荷とは思っちゃいないぜ」

　自分とデルはパーティの足手まといではないのか、というサーラの質しつ問もんに、ミスリルは例によって陽気な口調で答えた。

「まあ、あんまり戦力にもなってないのは確たしかだが」

「でも、みんなの儲もうけをかすめてるよ」

「そんな言い方をするな。お前たち二人で一人分ぐらいの働きはしてるさ。それに、六人になったおかげで、野営がずいぶん楽になった」

　それはサーラも感じていた。五人しかいなかった頃ころは、三交替だと必ず一人で番をしなければならない者が出てきてしまう。話し相手もおらず、眠ねむ気けをこらえながら時間を潰つぶすのは、寂しくて気が滅め入いり、戦せん闘とうよりもつらく感じられる。サーラはつい居い眠ねむりしてしまって、叱しかられたこともあった。

「四人でやってた頃はもっと大変だったぜ。二人ずつ二交替じゃ眠る時間が短くなるし、一人ずつ四交替ってのもしんどいし」

「それで六人のパーティが多いんだね」

「たぶんな。少なすぎると戦力不足だし、魔ま法ほう使つかいや司祭がいなくて苦労することがある。多すぎても統とう制せいが取れなくなる。六人ぐらいがちょうどいい人数なのかもしれん。まあ、うまくやっていけるかどうかは相あい性しようしだいだが。性せい格かくが合わなくて分ぶん裂れつしたパーティもよくある」

「うちはうまくいってる方だよね」

「まあ、デインとレグはうまくいきすぎた例だがな」

　自分で言った冗じよう談だんでミスリルは笑った。サーラもいっしょに笑う。

「もっとも、あんまりいいことでもないんだがな。冒険者同士が〝仲間〟以上の親しい関係になるってのは」

「どうして？」

「第一に、いざという時に恋こい人びとのことを優ゆう先せん的に考えちまって、パーティのチームワークを乱みだすかもしれない。戦闘の時にそんなことが起きたら最悪だ。第二に、二人のべたべたぶりを見せつけられて、他の者が気分を害することもある……」

　サーラはどきっとした。「もしかして……？」

「いや、お前らのは見てて微笑ほほえましいってもんだ」ミスリルは笑い飛ばした。「誰だれも嫉しつ妬としたりはしない。安心しろ」

「うん……」

「実じつ際さい、お前とデルは、たいして役には立たなくても、いっしょにいるだけで俺おれたちの気分を癒いやしてくれる。それだけでも価か値ちはある」

　それは「マスコットだ」と言われているのと同じではないかと思い、サーラはちょっとだけ傷きずついた。

「デインとレグはどうなの？」

「あいつらは熟じゆく練れんした冒険者だ。個こ人じん的な問題と仕事をきちんと分けられる。感かん情じように流されて、仲間を危き険けんにさらすような真ま似ねはしない。げんに連中、ああいうことになってからもずっと、いつもとぜんぜん変わらずに振ふる舞まってたじゃないか」

　サーラも同感だった。実際、レグの妊にん娠しんが発覚するまで、デインとレグがそういう関係になっていることに、サーラもミスリルもまったく気がついていなかったのだ。旅の間は単なる仲間として通し、夜の見張りもさぼらなかったのは間ま違ちがいない。妊娠したのはザーンに帰ってきてから、大おお晦日みそかの乱らん痴ち気き騒さわぎで二人とも飲みすぎたせいらしい。

「でも、最近のデインはなんだか落ち着きがないよ」

「まあ、ガキが生まれりゃ、親は誰でもああなるんだろ。じきに直るさ」

「レグも変だよ。あのレグがあんなまともな母親になるなんて、想そう像ぞうもしてなかった」くすっと笑って、「すごく変──でも幸せそう」

「まあ、自分の子こ供どもに自分みたいな思いはさせたくないんだろ。両親の愛情に餓うえてたみたいだからな」

　レグの両親は傭よう兵へいで、娘むすめに何ひとつ女らしいことを教えず、愛情も注がなかった。彼女は十二歳さいで親とけんか別れして、放ほう浪ろうの旅に出たのだ。

「そうか──そうだよね」

　レグの境きよう遇ぐうを自分の身の上に重ね合わせ、サーラはしんみりとつぶやいた。

「自分が不幸せだったからこそ、子供は幸せにしなくちゃいけないんだね……」

　そこで話題が途と絶だえた。二人はしばらく黙だまったまま、炎ほのおの中ではぜる枯かれ枝えだを見つめていた。

「……サーラ」

「うん？」

「デルとはもう、したのか？」

　突とつ然ぜんの質しつ問もんに、サーラは動転した。顔が熱くなったのは、焚たき火に当たりすぎたせいではない。

「しっ……してないよ！」

「声が大きい」

　ミスリルに小声で注意され、サーラは慌あわてて周囲を見回した。いちばん近くにいたのはメイガスだが、二人に背せ中なかを向けて寝ね転ころんでおり、サーラの声に目を覚まされた様子はない。デインはその向こうで寝ているし、デルとフェニックスは少し離はなれた茂しげみの中で眠ねむっているはずだった。

「……何でそんなこと訊きくのさ？」

「いや、お前が『子供は幸せに』なんて言ったもんだから、もしかしてそこまで進んでるのかと思ったんだが……気を回しすぎか？」

「回しすぎだよ」サーラはむくれた。「子供だなんて……そんなの、遠い先の話だよ。僕まだ十二だよ？」

「それぐらいで筆下ろしを済すます男も珍めずらしくないがな」

「してないってば……」

「すまん」

　それっきり、また沈ちん黙もくが降おりた。今度のは気まずい沈黙だった。サーラは本当のことを言ってしまいたくてたまらない。ミスリルがさらに追つい及きゆうを続ければ、頑かたくなに否ひ定ていを続けられたかもしれないが、彼が沈黙したので、かえって否定しづらくなってしまった。胸むねにたまっている秘ひ密みつを吐はき出してしまえと、無言でせっつかれている気がするのだ──ミスリルが本当にそこまで見み抜ぬいていたかどうかは疑ぎ問もんだが。

「……実を言うとね」サーラは思い切って口を開いた。

「ん？」

「寸すん前ぜんまで行ったことがある……」

「ほう？　いつ？」

「二か月ほど前……」サーラはもじもじした。「ある場所で……二人とも裸はだかで……その……」

「押おし倒たおしたのか？」

「いや、僕ぼくの方が押し倒された」

「そいつは……」ミスリルは目を輝かがやかせた。「お前、果か報ほう者ものだな、サーラ」

「からかわないでよ」

「いや、マジだぜ。好きな女に押し倒されるなんて、男として最高の名めい誉よだろ？」

「そうかもしれないけど……」

「ふうん、デルにそんな積極的な面があったとはねえ。見かけによらないもんだ」ミスリルはしきりに感心してから、サーラに向き直って、「しかし、その据すえ膳ぜんをお前は蹴けったんだな？　どうしてだ？」

「どうしてって……」

　サーラは返答に困こまった。あの決定的な瞬しゆん間かん、崖がけっぷちで自分を踏ふみとどまらせた衝しよう動どうが何だったのか、自分でもうまく説明できないのだ。

「強しいて言うなら、こわかったから……かな」

「こわかった？」

「だって、まだ早すぎるもの。ついこの間まで、僕は何も知らない子供だったんだよ。今でも子供だけど──それが急に……早すぎるよ」

「まあ、分からないでもないが……」

「ここで踏み出したら、もう後あと戻もどりできない──そう考えると、すごくこわかったんだ。それに、間ま違ちがって赤ちゃんでもできたら、それこそ面めん倒どうなことになるし……」

　そう説明しながらも、サーラの心には違い和わ感があった。そうじゃない──あの時は頭が混こん乱らんしていて、妊にん娠しんの可か能のう性せいなんてこれっぽっちも考えていなかったし、「まだ早すぎる」という言葉も、デルの誘ゆう惑わくの前にはたいした抑よく止し力りよくにはならなかった。噓うそをつくつもりではないのに、明めい快かいに説明しようとすればするほど、噓になってゆく気がする。

　じゃあ何が真実なのか、自分でもよく分からない。

「でも、誤ご解かいしないで。僕、したくなかったわけじゃないんだ。すごくしたかったんだよ──心も体も」

「そりゃあ、男なら当たり前だ」

「デルが言ったんだ。『私が裸で出てくる夢ゆめを、見たことがないとでも言うつもり？』って。僕、何も言えなかった。だって、その通りだったから」サーラは自じ己こ嫌けん悪おを覚え、膝ひざに顔を埋うずめた。「ひと月に一回ぐらいはそういう夢を見ちゃうんだよ……」

「ああ、まあ……」ミスリルは苦く笑しようし、指で頰ほおを搔かいた。「俺も覚えがあるな……」

「あんなことがあってからは、夢を見る回数が増ふえてるし……もう、デルのせいで、気が変になりそうだよ」

　顔を上げ、すがるような目でミスリルを見つめる。

「ねえミスリル、どうすればいい？」

　ミスリルは腕うで組ぐみをし、うなった。「お前の思うようにすりゃあいい……という助言は、さすがに無む責せき任にんだろうな」

「無責任だよ」

「だがな、がまんしたいというのも、お前の思いなんだろう？」

「そうなんだけど……いつまでもがまんできないよ」

「最大の……と言うか、唯ゆい一いつの問題は、お前もデルもまだガキだってことだな。大人同士なら、何の問題もない」

「当たり前じゃない」

「じゃあ、早く大人になればいい。違うか？」

　サーラは失望した。「それも無責任な答えだと思うな」

「……お前、はっきり言うね」

「言うよ。だって、早く大人になれないことが問題なんじゃない。だいたい、大人っていつなるの？　何なん歳さいから？　いつ大人になったって分かるの？　ここからここまでは子こ供どもで、ここからは大人っていう線が、どこかにあるの？」

　ミスリルは笑った。「俺に言わせりゃ、お前は頭の中だけは、もういっぱしの大人なんだがな」

「そんなことないよ」

「いや、お前はちょくちょく、俺たち四人よりずっと頭が回ることがある。そうやっていろいろ悩なやむのも、頭がいいからさ。頭の悪い奴やつは悩んだりしないもんだ。デインとレグの件けんにしたって、お前のおかげでうまく納おさまったみたいなもんだしな。時々、俺たちの方がガキっぽいんじゃないかって思うぜ」

　褒ほめられてもサーラはあまり嬉うれしくなかった。

「それはデルとしていいってこと？」

「お前はしたい理由が欲ほしいのか？　しちゃいけない理由が欲しいのか？」

「どっちでもいい」サーラは投げやりに言った。「どっちかはっきりした理由が欲しい。こんな宙ちゆうぶらりんな気分は嫌いやだ」

「うーん、そんな気分のうちは、まだ早いのかもしれんな……」

　考えこんでいるうち、ミスリルはいい言葉を思いつき、急に明るい声になった。

「大人になるってのは、その宙ぶらりんな気分が失うせて、『自分は大人だ』って確かく信しんできた時じゃないのかな？　年ねん齢れいの問題じゃない。そう確信できないうちは、まだガキなんだ。うん」

「じゃあ、『自分は大人だ』って確信できたら、していいってこと？」

「まあ、責任が取れる自信があるならな」

「じゃあ、『自分は大人だ』って確信するにはどうすればいいの？」

「それは……自分で考えろ」

　サーラは肩かたを落とした。「やっぱり無責任だ」

「そう言うなよ」ミスリルは少年の肩を優やさしく叩たたいた。「俺だって何もかも知ってるわけじゃない。言われたことを何でも鵜う吞のみにするんじゃないぞ。俺の助言だって間ま違ちがってることがあるかもしれん。最後に判はん断だんするのはお前自身だ」

「ミスリルはいつ確信したの？　自分は大人だって」

「さあ、そいつは難むずかしい問題だな」

　ミスリルは苦笑し、遠い目で月を見上げた。

「正直言って、自分はまだガキなんじゃないかって思えることもある。いや、俺たち冒ぼう険けん者しやってのは、みんな心の中はガキなのかもしれん。そうだろ？　お宝たから探さがしとか、怪かい物ぶつ退たい治じとか、冒険とか、ガキっぽいものにうつつを抜ぬかしてるんだからな。分別のある大人はこんなことしねえさ。どこかの村か街に腰こしを落ち着けて、畑をたがやしたり、壺つぼを作ったり、酒を売ったりして、地道に稼かせいで、女によう房ぼうやガキを食わせていく……それが本当の大人ってもんだろう？」

「うん……」

　サーラはその言葉を嚙かみ締しめた。自分が選んだ道は正しかったのかと、あらためて自分に問いかける。冒険者になんか憧あこがれなければ、ごく普ふ通つうの大人になり、田舎いなかの村で、平へい凡ぼんだが安楽な一生を送れただろう。危き険けんにさらされることもなく、手にかけた悪人のことでいつまでもうじうじと悩むこともなかっただろう。

　冒険者になるということは、それ以外のすべての喜びを捨すて去るということなのだ。

　でも──と、サーラは思う。冒険者になるためにザーンに行かなければ、デルと出会えなかったことも、また事実ではないか。

　何を迷まようことがある、とサーラは弱気な自分を叱しかりつけた。ありえたかもしれないもうひとつの人生が、今の人生より良かったはずがないではないか。どんなに苦しくても、冒険者をやめるという選せん択たく肢しは、自分の中にはないはずだ。

「でも、ミスリル……」

「何だ？」

「やっぱり僕の質しつ問もんに答えてないよ」

「ははあ、ばれたか」ミスリルはおどけてみせた。「お前が都合の悪い質問ばかりするから、どうやって言い逃のがれようかって、さっきから必死なんだ」

「そんな……」

「なんたって俺おれは、ガキに説教できるようなご立りつ派ぱな立場じゃないからな。何かもっともらしいことを言うたびに、自分にはね返ってくる。お前に忠ちゆう告こくしてることは、自分じゃ守れないことばっかりだ──だいたい、もし俺がお前だったら、とっくにデルと行くとこまで行っちまってるぜ？」

「まあ、そうだろうね……」

「それをお前は、寸すん前ぜんで止とめた──いや、止められた。そこがお前らしいところだと思うんだがな」ミスリルはここぞとばかりに力説した。「俺とお前は違うんだ。ドウトクとかカチカンとかコセイとかいうものが、根本的にな。だから俺の助言はあてにするなって言うんだ。お前にゃきっと、お前にふさわしい助言ってもんがあるのさ」

「それはきっと」サーラはため息をついた。「自分で探さなくちゃいけないんだね」

「そういうことだな」

　結局、話は一いち巡じゆんし、同じところに戻もどってきた。何の解かい決けつにもなっていない。サーラは失望した反面、ミスリルに秘ひ密みつを打ち明けたことで、ちょっとだけ心の重荷が軽くなったように感じた。

　夜も更ふけてきて、眠ねむ気けが強くなってきた。サーラはつい、あくびを洩もらした。

「さあて」梢こずえにかかる月の位置を確かく認にんして、ミスリルは腰を上げた。「そろそろ交こう替たいしてもらって、俺たちは寝ねるとするか」

　彼はぶらぶらとデインに近ちか寄よっていった。サーラはメイガスににじり寄って、そっと揺ゆさぶった。

「メイガス、起きてよ」

「ん？　おお」

　ドワーフはぱっと目を開け、体を起こした。

「何か変わったことは？」

「ないよ」

「そうか。じゃあ寝てくれ」

「そうするよ。おやすみ」

　サーラは毛もう布ふにくるまり、寝転がった。目を閉とじ、意い識しきがゆっくりと眠りに落ちてゆくのにまかせる。

　明日はハドリー村だ。







　５　いくつかの再さい会かい







　翌よく日じつの昼前、一行はハドリー村に足を踏ふみ入れた。

　森を抜ぬけると、うろこ雲が流れる秋空の下、青く煙けむるクロスノー山脈を背はい景けいに、なだらかな起き伏ふくの牧草地帯が広がっていた。秋は深まってきたとはいえ、草はまだ緑に染そまっている。暖あたたかな陽ひ射ざしを浴び、牛が草を食はむのどかな光景が見られた。

「また変へん装そうの時間か」

　ミスリルはいつものようにぼやきながら、手に長い革かわ手て袋ぶくろをはめはじめた。魔ま術じゆつ師しのような灰はい色いろのローブをまとい、頭から深くフードをかぶって、顔を隠かくす。街でもそうだが、こうした山村では特にダークエルフに対する偏へん見けんが強い。トラブルを避さけるため、ミスリルは村を訪おとずれる際さいには肌はだを見せないことにしているのだ。今のような涼すずしい季節ならいいが、真夏はかなり暑苦しい。

　一行は牧草地を横切る道を歩いていった。遠くに牛を世話している牧童の姿が見える。秋が終わる前に、牧草を刈かり入れてサイロに貯ちよ蔵ぞうする作業が行なわれるのだが、それはまだ何週間か先だ。サーラはそれを懐なつかしく思い出した。刈り入れは村の女おんな子こ供どもも総そう出でのにぎやかな作業で、牧場を一日に一軒けんずつ回ってゆき、八日間も続くのだ。牧場主の方はそのお返しに、農家の畑の耕こう作さくや収しゆう穫かくに、人手と家か畜ちくを貸かし出す。

　ここではみんな助け合って生きている。サーラの知る限かぎり、この村で大きな争いが起きたことはない。

　村長である祖そ父ふの家に向かう道すがら、懐かしさと不安が入り混まじった複ふく雑ざつな感かん情じようが、サーラの胸むねを締しめつけた。知っている誰だれかに見られたら気まずいという心理や、祖父にどやしつけられるのではないかという恐おそれが、少年を落ち着かなくさせている。

「素す敵てきね……」

　そんなサーラの心理に気づかないのか、道の横に広がる平和な牧場を眺ながめ、デルはうっとりとつぶやいた。

「ここがあなたの育った牧場？」

「いや、ここはまだお隣となりのラインさんの土地だよ。うちの土地はあの柵さくから向こうさ。ほら、あそこがラインさんの家」

　サーラが木もく造ぞうの家を指さした、ちょうどその時、家の扉とびらを開けて一人の少女が出てきた。きびきびとした歩調でこちらに歩いてくる。青い釣つり鐘がね形がたのスカートを履はき、白いエプロンをつけて、大きな籐とうの籠かごを抱かかえていた。サーラと同じような明るい金きん髪ぱつを、青いリボンでまとめている。

「あ……」サーラは気がついた。

「誰？」

「フレイヤだよ。ラインさんの娘むすめ……」

　近づいてきたフレイヤは、見み慣なれないよそ者たちに気がつき、ちょっと立ち止まって不思議そうにこちらを見つめた。しかし、すぐにその中にサーラの姿を認みとめ、ぱっと顔を輝かがやかせた。

「サーラ！　サーラじゃないの！」

　少女は嬉うれしそうに駆かけ寄よってきた。サーラよりひとつ年上で、背も頭半分ほど高い。柵の手前で立ち止まり、くりくりとした快かい活かつそうな瞳ひとみでサーラを見下ろす。

「帰ってきたの？」

「あ、うん……」

「噂うわさは聞いてるわ。へえー、すごい。本当に冒ぼう険けん者しやになったのね」

　フレイヤは好こう奇き心しんに目を輝かせ、もじもじしているサーラを、上から下まで観察した。サーラは隠れたくなった。小さな体に革かわ鎧よろいをまとった自分の姿が、幼おさななじみの少女の目にどう映うつっているかと想そう像ぞうすると、何とも落ち着かない。
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　もうひとつ、サーラを困こん惑わくさせたのは、フレイヤが美しくなっていることだった。

　幼い頃ころからしょっちゅう顔を合わせているが、それほど親しかったわけではない。サーラにとっては、ちょっと優やさしい近所のお姉さんという程てい度どの存そん在ざいにすぎなかった。村では男の子は男の子、女の子は女の子ばかり集まって遊ぶのが普ふ通つうなので、いっしょに遊んだこともあまりない。無む論ろん、恋れん愛あいの対象として見たことなど、一度もなかった。

　一年ぶりに会うフレイヤは、絶ぜつ世せいの美女とまではいかなくても、明るい笑え顔がおを振ふりまく思春期の少女で、サーラをどぎまぎさせた。一年でこんなに変わるものかと驚おどろいたが、すぐに思い違ちがいに気がついた。

　フレイヤはあまり変わっていない。いくら成長期とはいえ、一年やそこらで劇げき的てきに外見の印象が変化するはずがない。変わったのは自分の方だ──デルとの出会いで、女の子を見る目が大きく変化したのだ。

「どこかに行くところ？」

「パンを焼いたから、ルーエさんのところに届とどけに。この前、お野菜を分けてもらったお返しに」

　籠からは茶色く焼けた太い棒ぼう状じようのパンがいくつも突つき出し、焼きたての心地ここちよい香かおりをほんのりと漂ただよわせていた。

「この人たちは？」

「僕ぼくの仲間だよ。デイン、フェニックス、メイガス、ミスリル……それにデル」

「よろしく」

　デインとフェニックスは笑顔で少女にあいさつした。メイガスはいつもの仏ぶつ頂ちよう面づらでうなずき、ミスリルは顔を隠かくしたまま、無言で片かた手てを上げた──デルはというと、探さぐるような目つきでフレイヤを見つめている。

「去年、怪かい物ぶつ退たい治じに来た人たちよね？　もう一人、ごつい女の人がいなかった？」

「ああ、レグはちょっと用事があって来られない」

「そう……」

　フレイヤの好奇の視し線せんは、黒い服に身を包んだ少女に集中した。無む邪じや気きで快活な青い瞳が、かすかな敵意を秘ひめたデルの暗い瞳とぶつかり合う。その敵意の意味に気がつき、フレイヤはにんまりした。さりげなくデルに歩み寄って、

「あなたも冒険者？」

　デルは無言でうなずく。

「怪物と戦ったりするの？」

　またうなずく。

　二人の少女のぎくしゃくしたやりとりを、サーラははらはらして見守っていた。二人は同い年で、身長もほとんど変わらないが、並ならんで立つと、その印象は正反対だ。フレイヤが青空に輝く太陽、野原に咲さく大輪の花なら、デルは夜空に浮うかぶ孤こ独どくな月、闇やみに舞まう美しい毒どく蛾がだ。どう見てもデルの方が分が悪い。

「ふうん、その若わかさでねえ。すごいんだ」フレイヤは軽く感心してみせてから、「で、サーラとどんな関係？」

「あ、えっと」サーラは慌あわてて割わって入った。「友達──友達だよ」

　その言葉を聞いた瞬しゆん間かん、デルが不服そうな視線を自分に向けたので、サーラはさらに狼ろう狽ばいした。

「そっか。友達なのか」

　フレイヤは楽しそうに微笑ほほえみ、気がつかないふりをした。

「これから家に帰るの？」

「あ、うん」

「そっか、立りつ派ぱになった姿すがたをみんなに見せなくちゃね」フレイヤはいたずらっぽく笑って、声をひそめた。「男の子たち、あなたのことでずいぶんひどい噂うわさしてたわよ。ザーンじゃ毎日、誰かにこき使われて、泣いて暮らしてるに違いない。きっとそのうち泣いて帰ってくるだろうって」

「そんなことだろうと思った……」

「負け惜おしみ言ってるだけよ。あなたが自分たちにできないことをやったから。まあ、立派になったところを見せてやれば、ぐうの音ねも出ないでしょうけど」

　そうであればいいんだけど、とサーラは心の中でため息をついた。

「あっ、いけない。おつかいを忘わすれるところだった──じゃあね、サーラ。また後で」

「うん、また後で」

　フレイヤはスカートをひるがえし、歩き出した。一〇歩ほど歩いたところで、思い出して振り返り、

「冒ぼう険けんの話、聞かせてね」

　サーラは小さく手を振り、ぎこちない笑みを返した──隣となりに立つデルの嫉しつ妬との視線が、頰ほおに突き刺ささるのを感じながら。




「お前は後で入って来い」

　家の近くまで来たところで、デインはサーラに言った。まず自分たちが村長のところに行って、事じ情じようをひと通り説明する。お孫さんを危き険けんな目に遭あわせて申し訳わけないとか何とか謝しや罪ざいしたうえで（無む論ろん、自分たちが家出をそそのかしたことは伏ふせてだが）、彼には素す晴ばらしい素そ質しつがあるのでこれからも冒険者を続けさせてやってほしい、本人もそう願っているからと説得する。サーラ自身の口から説明させようとすると、祖そ父ふの前で萎い縮しゆくしてしまって、うまく言えないかもしれないから──と。

　サーラはほっとして、その段だん取どりに同意した。いちばん面めん倒どうな仕事をデインが引き受けてくれるのはありがたい。自分たちを残して家の中に入ってゆくデインたちの姿を、期待半分、不安半分の心しん境きようで見送った。

　サーラは柵さくにもたれかかり、デルはその横にしゃがみこんで、時間を潰つぶした。しばらくは空を見上げる以外、何もすることがない。

　うろこ雲が漂ただよう秋空は、吸すいこまれそうなほどに高く、まるで天上からはるか眼がん下かの海面を見下ろしているような錯さつ覚かくさえ覚えた。カラスが一羽、輪を描えがいて舞まっている。平和な風景だった。風がかすかに草を揺ゆらす音と、時おり聞こえる牛の鳴き声以外、何も聞こえない。

　その静せい寂じやくが、サーラには気き詰づまりだった。

「さっき……」地面を歩く蟻ありの列を見つめながら、デルがぽつりと言った。「どうして『友達』って言ったの？」

　やっぱりそう来たか、とサーラは思った。

「ちょっと……恥はずかしかったんだ」

「私が恋こい人びとだってことが？」

「いや、恋人がいるってことが──だって、そんなのひけらかすことじゃないだろ？　君だって『誰かに証しよう明めいする必要なんかない』って言ったじゃないか」

「それはそうだけど……」デルは小声をさらに小さくして、「ちょっと悔くやしい……」

　サーラは微笑んだ。デルの嫉妬深い性せい格かくは厄やつ介かいだが、すねる姿は少し愛いとしい。

「ごめん。今度はちゃんと、恋人だって紹しよう介かいするから」そう言ってから、ふと思いついて、つけ加える。「フレイヤとは何でもないよ。本当にただの幼おさななじみだから」

「どうしてそんなこと言うの？」

「いや、君が気にしてるといけないし……」

「気にしてないわ」

「噓うそつけ」

「…………」

「フレイヤを嫌きらいになって欲ほしくないんだよ。いい子なんだから。できれば仲良くして欲しいんだ。親しい人同士がいがみ合うのって、見たくない」

「…………」

「そうしてよ。ね？」

　かなり経たってから、デルはしぶしぶうなずいた。

「そうする……」

「良かった」

　サーラがほっとした、その時──

「おう、サーラじゃねえか！」

　背はい後ごからの少年の声が、サーラの心しん臓ぞうをつかんだ。ついに来るべきものが来た、という気がする。

「くそ……」

　小声で毒づきながら、ゆっくりと振ふり返った。道の向こうから歩いてくるのは、見み慣なれた懐なつかしい顔ぶれだ。ロブ、ダリオ、ジョアン、キース、アル……よくいっしょに遊んだ村の男の子たちである。

　懐かしい？　いや、懐かしくなんかない。彼らとは嫌な思い出しかない。できれば顔を合わせたくなかった。このまま通り過すぎて欲しかった。

　だが、そんなサーラの願いとは裏うら腹はらに、五人の少年は彼を取り囲み、珍ちん妙みようなものでも見るかのようににやにやと笑った。

「おやまあ！　俺おれたちの英えい雄ゆう様さまのご帰き還かんらしいぜ！」

　いちばん年上でリーダー格のロブが、わざとらしく驚おどろいたふりをしてみせた。サーラより半年だけ早く生まれており、少女みたいな愛らしい顔のサーラとは対照的に、角ばった男らしい顔をしている。フレイヤと違ちがって、一年経っていても記き憶おくの中の印象とほとんど変わっていないことに、サーラはかえって驚いた。この村では時間が止まっているかのようだ。

「何だよ、その格かつ好こう？　仮か装そう行列か？」

　ロブはサーラの革かわ鎧よろいをつついた。

「ぜんぜん様になってねえなあ！」

「鎧着てても、中身はへろへろのまんまだぜ」

「ちっとも変わってねえじゃねえか。一年も何やってたんだよ？」

「やっぱりあきらめて帰ってきたのか？」

「そりゃ、サーラに冒ぼう険けん者しやなんか無理だよな！」

　他の少年も口々に嘲ちよう笑しようの言葉を浴びせる。サーラは恥ずかしさで逃げ出したかったが、唇くちびるを嚙かんでそれに耐たえた。言い返しても無む駄だだということは分かっている。小さい頃ころからずっと、この髪かみの色や名前のことでからかわれてきたのだ。もう馬ば鹿かにされるのは慣れっこだった。

　それでも悔しいことには変わりないのだが。

「怪かい物ぶつを一匹ぴきでも退たい治じしたのか？」

　そう言ったのはダリオだった。サーラよりひとつ年下だが、体格はひと回り大きい。サーラはいつもこいつに喧けん嘩かで負けていた。

「……したよ」サーラは小声でそれだけ言った。

「ほう、ドラゴンか？　デーモンか？　巨きよ人じんか？」

「ネズミじゃねえの？」

　キースの言葉に、子こ供どもたちはどっと笑った。サーラは答えなかった。むきになって反はん論ろんすれば、かえって馬鹿にされるだけだ。この一年間でどんな冒険をしてきたか、話して聞かせたって、彼らは信じようとしないだろう。

　サーラは黙だまって屈くつ辱じよくに耐えるつもりだった──ダリオがその言葉を口にするまでは。

「何だよ、こいつ、女だぜ！」彼は攻こう撃げきの矛ほこ先さきをデルに向けたのだった。「男みたいな格好してやがるな！」

　デルがびくっと緊きん張ちようするのが、サーラには分かった。確たしかに村の少女たちのスカート姿すがたしか見たことのない彼らにしてみれば、真っ黒なシャツとズボンというデルの姿は、奇き異いに映うつるだろう。サーラ自身、初めて出会った時はそう思ったのだから。

「ほんと、変な女！」

「なんか気持ち悪いぜ、こいつ！」

「おい、何か言ってみろよ」

　他の子供たちもダリオに同調して、はやしたてる。デルはますます身をすくめ、サーラの後ろに隠かくれようとする。サーラの頭の中が、かっと熱くなった。

「……取り消せ」

「あん？」

「デルのことを悪く言うな！　取り消せ！」

　サーラは精せいいっぱいすごんだ。だが、その声は一年前とほとんど変わらない。以前の印象しかない少年たちにしてみれば、〝弱虫サーラ〟が女の子の前で強がってみせているようにしか見えない。

「取り消せだと⁉」ダリオが鼻で笑った。「誰だれに向かって言ってるんだよ？」

「お前ら全員だ」サーラは怒いかりをこめ、ダリオの顔をにらみつけた。「僕のことはどうとでも言え。でも、デルの悪口だけは許ゆるさない！」

「ほう？　そいつはお前の恋こい人びとか？」

　一いつ瞬しゆんだけためらってから、サーラは力をこめて答えた。

「そうだ！」

　少年たちはあっけにとられ、続いて爆ばく笑しようした。

「恋人だってよ！」

「ああ、おかしい！」

「女みたいな男に、男みたいな女か、お似に合あいだな！」

　サーラの心から恥はずかしさや気き後おくれが消えた。こいつら全員をぶん殴なぐりたいという衝しよう動どうが、むらむらと湧わき上がる。しかし、右みぎ腕うでを握にぎり締しめているデルの手の感かん触しよくが、かろうじてそれを思いとどまらせた。

「……どうとでも言え」サーラの声は震ふるえていた。「行こう、デル」

　サーラはデルの手を引いて家の方に向かおうとした。しかし、ロブが笑いながら、その肩かたをつかんで引き止める。

「おい、待てよ。冒ぼう険けんの話ぐらい聞かせろや」

「嫌だね」

「何？」

「お前らに話すようなことは何もない」

　ロブの顔から笑いが消えた。

「……街でそんな生意気な口を覚えたか」

　彼は肩を引っ張ぱり、強ごう引いんにサーラを振ふり向かせた。サーラはその手を払はらいのけ、ロブをまっすぐににらみつけた。

「お前こそ、何も変わってないな……」

「あん？」

「成長してないって言ってるのさ」

　サーラの感かん情じようは、さっきまでの熱い怒りから、冷たい怒りに変わっていた。殴りたいという衝動に代わって、恥はじをかかせてやりたいという意地の悪い衝動が芽生える。その冷笑の視し線せんに、ロブはたじろいだ。

「てめえ……」

「やめとけ。怪け我がするぞ」

「何だと⁉」

　ロブは逆ぎやく上じようし、殴りかかってきた。

　サーラはひょいと身を沈しずめ、その攻撃をよけた。目標を見失い、たたらを踏ふむロブ。サーラはその腕の下をすり抜ぬけざま、膝ひざの裏うら側がわを蹴け飛とばした。軽い一撃だったが、バランスを崩くずしていたロブは膝を折り、ぶざまにひっくり返った。

　見守っていた四人の少年が、信じられない光景を目にして、息を吞のむのが感じられた。

「こいつ……」

　ロブは立ち上がってきた。やはり驚おどろいてはいるものの、今のはまぐれだと信じたがっているようだった。〝弱虫サーラ〟に自分が負けるなんてことが、あるはずがない……。

　今度はつかみかかってきた。サーラはわざと襟えり首くびをつかませるように誘さそいこむと、逆にその手首をつかみ、自分の体を一回転させながら相手の背はい後ごに回りこんだ。腕をねじり上げられ、ロブは悲鳴をあげる。サーラはその手を放しながら、尻しりを蹴飛ばした。ロブは前方に転がった。

　ロブはむきになって何度もかかってきたが、何度やっても同じだった。サーラは巧たくみによけ回り、相手の攻こう撃げきの勢いきおいを逆用し、死角から急所を打った。その動きには無む駄だがなく、必要最さい小しよう限げんの動作で、着実にロブからダウンを奪うばう。少年たちにしてみれば、魔ま法ほうを見ているようだった。

　サーラ自身も驚いていた。こいつはこんなにのろかったのか──いや、自分の方が速くなったのだ。筋きん力りよくや敏びん捷しようさ自体はそれほど上がってはいないが、技わざの切れが決定的に違ちがう。盗とう賊ぞくギルドで受けた訓練の成果が発はつ揮きされているのだ。

　多くの人は正しい体の動きというものを知らず、筋肉を無駄に使っている。動作のひとつひとつを改良することで、人は自分の筋肉から最高のスピードと最大の力を絞しぼり出せる。敵てきの攻撃を正せい確かくに見切り、それをかわしながら素す早ばやく効こう果か的に攻撃を繰くり出して、最小限の力で決定的な打撃を与あたえられる──それが盗賊ギルドでサーラの学んだことだった。

　今のサーラの目には、ロブの動きはまったく隙すきだらけに見えた。筋力からすればロブの方が上回っている。村の少年の中でいちばん喧けん嘩かが強いのは確かだ。だが、それはしょせん子こ供どものお遊びにすぎない。サーラが叩たたきこまれたのは本物の格かく闘とう術じゆつ──実戦で人を殺すために開発されたテクニックなのだから。

「まだやるか？」

　七回目のダウンの後、草地に膝をついてへばっているロブに、サーラは声をかけた。手て加か減げんしていたから怪け我がはないものの、ロブのプライドはずたずただった。

「お前らはどうだ？」

　サーラは突つっ立っているダリオたちに声をかけた。はあはあ言っているロブと違い、ほとんど呼こ吸きゆうを乱みだしていない。

「あと二人ぐらいなら来てもいいぞ。三人がかりぐらいで、ちょうど互ご角かくだろうから」

　少年たちはおびえた様子で後ずさった。サーラの強さ自体にではなく、一度として喧嘩に勝ったことのない〝弱虫サーラ〟のあまりの変へん貌ぼうぶりに恐きよう怖ふを覚えているのだ。

　その時、家の方から「おーい、サーラ」とデインの呼よぶ声がした。

「話はついたぞ。入ってこーい」

　サーラにしてみれば、ちょうどいいタイミングだった。ロブたちの方でも逃にげ出したくなっているだろうし、自分もこれ以上やりたくなかった。

　これ以上やったら、弱い者いじめになってしまう。

「行こう」

　サーラはデルの手を取り、家に向かって歩き出した。ロブたちはぽかんとそれを見送るだけだった。

「ほら」デルが少年の脇わき腹ばらをつき、得意そうにささやく。「あなた、強くなったでしょ？」

「うん。強くなった」

　サーラは長年の劣れつ等とう感が消え、自信が湧わいてくるのを感じた。

　いい気分だった。




　だが、その気分も、祖そ父ふジェリドの前に出ると吹き飛んでしまった。

「ふん……」

　一年ぶりに再さい会かいした白はく髪はつの老人は、孫に「お帰り」すら言わなかった。記き憶おくの中の印象と同じく、たくさんのしわが刻きざまれ、怒おこりっぽくて偏へん屈くつそうな顔をしている。頭の中まで入りこんでくるような鋭するどい視し線せんで、部屋の反対側の端はしからサーラを凝ぎよう視ししていた。サーラは緊きん張ちようし、気をつけの姿し勢せいで、金かな縛しばりの魔法にかかったかのように立ちつくしていることしかできない。これから何が起きるのかとびくびくしている。勝手に家出し、危き険けんな冒ぼう険けんを重ねてきたのだ。叱しかられるのは当然だろう。殴なぐられるかもしれない。

　しかし、そんなことは覚かく悟ごしている。サーラが何よりも恐おそれているのは、冒険者をやめさせられることだった。

　デインたちも壁かべ際ぎわに並ならび、固かた唾ずを吞んで、二人の対決を見守っていた。

「冒険者か……」

　ジェリドは吐はき捨すてるように言って、鷹たかのような眼めを不ふ愉ゆ快かいそうに細め、サーラの全身を上から下へ、下から上へ、舐なめ回すように観察した。一年前よりいくらか筋肉のついた手足。何度かの実戦を経けい験けんし、傷きずのついた革かわ鎧よろい。腰こしには黒い鞘さやに入った短剣ダガー──しかし、その顔はまだ幼おさなさの残る少年で、母はは親おや譲ゆずりの美しい金髪には少しのくすみもない。

「この人たちといっしょに、冒険をしてきたそうだな？」

　サーラは無言で、こくりとうなずいた。

「怪かい物ぶつを倒たおしたことはあるのか？」

　またうなずく。

「何を殺した？」

　サーラは考えこんだ。誇こ張ちようした話を祖父にしたくはなかった。ありのままの真実を話して、理り解かいしてもらおうと思った。

　だが、何を話せばいい？　ガドシュ砦とりでで百手巨人ヘカトンケイレスを倒したのは、魔ま法ほうの薬の助けがあったからで、実力のうちに含ふくめたくはない。ザーンの地底で、デルを救うためにゾンビやジャック・オー・ランタンと戦ったのも、自分の力ではなかった。他の多くの戦いも、デインたちを脇わきからサポートしていただけだ。あらためて思い起こしてみると、この一年、自分だけの力で成し遂とげたことがどれほど少ないかと思い知らされる。

「コボルドを一匹ぴき……」サーラはおずおずと答えた。

「他ほかには？」

「後は大ジガバチと、毒どく蛇へびと、スケルトン、それに……」

「それに？」

　サーラは思いきって言った。

「人を殺しました」

　しわの合間に刻きざまれた亀き裂れつのようなジェリドの眼が、わずかに見開かれるのが分かった。

「キャラバンを襲おそってきた山さん賊ぞくです」サーラはできるかぎり平板な口調で続けた。「僕ぼくがこのダガーで刺さして、殺しました」

　ジェリドはしばらく何も言わなかった。口を気き難むずかしそうに結んだまま、孫から視線をそらせ、壁を、床ゆかを、天てん井じようを、ゆっくりと見回す──自分が次に発すべき言葉がどこかに落ちていないか、探さがしているかのように。

　たっぷり数十秒にも及およぶ沈ちん黙もくの末、いきなりジェリドはテーブルを叩たたいた。サーラは飛び上がりそうになった。

「ええい！」老人は腹はら立だたしそうに言った。「叱しかる材料が見つからん！」

「え？」

　サーラは問い返そうとしたが、老人はもう話すことなどないとでも言うように、サーラの横をすり抜ぬけ、部屋から出て行こうとする。デインがその背せ中なかに声をかけた。

「今夜は集会所に泊とめていただいてよろしいでしょうか？」

「勝手にしろ」

　小声で言うと、ジェリドはばたんと扉とびらを閉しめた。その足音が廊ろう下かを弱々しそうに遠ざかってゆく。

　フェニックスはサーラに向き直り、微笑ほほえんだ。

「どうやらお祖じ父いさん、あなたのことを許ゆるしたみたいよ──お祖父さんなりの表ひよう現げんでね」







　６　思い出の捨すて場所







　サーラにとって少しショックだったのは、使用人のユリアナから「あんたの部屋はもうないよ」と聞かされたことだった。

「あんたが出てって半年ぐらいはそのまんまだったんだけどね」

　太った中年女は、サーラの記き憶おくの中と同じく、むっつりした表ひよう情じようで、無ぶ愛あい想そうな喋しやべり方をした。一年ぶりの再さい会かいを歓かん迎げいしている様子も、迷めい惑わくがっている様子もなく、どんな感情を抱いだいているのかよく分からない。

「ある日、ジェリドさんが急に『部屋を片かたづけろ。物置にしてしまえ』って言ってね。ベッドは斧おので叩き壊こわして、タンスや布ふ団とんは使用人に払はらい下げて、古着は雑ぞう巾きんにして、それ以外のガラクタはまとめて燃もやしちまって……今じゃ部屋は物置になってる」

　サーラは胸むねが詰つまった。半年前と言えば、ちょうど二通目の手紙を出した頃ころだ。あの文面のどこかに、孫は二度と帰ってこないと老人に確かく信しんさせるものがあったのだろうか。

「お祖父さん、やっぱり怒おこってた？」

「大声で怒ど鳴なり散らしやしなかったさ。ぶつぶつ言うことはあったけどね。最初のうちは、あんたがじきに戻もどってくると思ってたみたいだ。『いい薬になる。外の世界のきびしさを叩きこまれりゃいい』とか何とか言って」

「それで？」サーラは気になって追つい及きゆうした。「僕が帰ってくる気がないって気がついて、その後は？」

「あん？　別にどうもしやしないさ。もともとジェリドさんは、あんたを牧場の後あと継つぎにはしたくなかったみたいだし。メリン村に弟の孫が──つまり、あんたのまたいとこがいるから、あんたを勘かん当どうして、そいつに継がせるってさ」

「そうか……」

　サーラは沈しずみこんだ。また自分の家の自分の部屋で眠ねむれることを期待していたわけではないし、牧場を継ぎたいとも思わない。勘当も覚かく悟ごしていた。しかし、ここにはもう自分の帰る場所はないのだと思い知らされるのは、やはり寂さびしかった。

　もう自分には、冒ぼう険けん者しやとして生きるしか道はないのだ。

「ああ、でも、一回だけ──」

「え？」

「ジェリドさんがね、あんたのことで荒あれたことが一回だけあるよ。部屋を片づけるのを命じる前の晩ばんにね。珍めずらしく酒を飲みすぎて、乱みだれちまって。『どうしてみんな、わしを置いて行ってしまうんだ』って泣き出してさ。あの時はみんな、気まずかったねえ」

　サーラははっとした。「みんな」というのは、早くに死んだ自分の妻つま、吟ぎん遊ゆう詩し人じんと駆かけ落ちした娘むすめ、それにその娘の子であるサーラのことだろう。

　内心、祖父も寂しかったに違ちがいない。

「ああ、そうそう」

　ユリアナは急に何かを思い出したらしく、厨ちゆう房ぼうの戸と棚だなをごそごそとかき回しはじめた。しばらくして、猫ねこが入るぐらいの大きさの布ぬの袋ぶくろをひきずり出し、「ほらよ」と乱らん暴ぼうに放ほうり投げた。受け取った瞬しゆん間かん、袋の中のものが、からんと乾かわいた音を立てた。困こん惑わくしながら袋を開けてみたサーラは、さらに困惑した。

　中に入っていたのは、見覚えのある木もく製せいのあやつり人形──サーラが持っていた数少ないおもちゃである。人形と言っても、木の円柱を紐ひもでつないで人の形にしただけのもので、眼めも口もない。乱暴に遊んだためにあやつり紐は何度も切れ、そのたびに結び直したので、いくつもの結び目ができ、ひどく不細工だった。もう何年も遊ばなくなっていたが、なんとなく捨てそびれ、部屋に置きっぱなしにしていたのだ。

「勝手に捨てちゃまずいかと思って、それだけはとっといてやったんだ。感かん謝しやしなよ」

「あ、うん、ありがとう……」

　サーラは口では礼を言いながらも、困惑を隠かくせなかった。確かに九歳さいぐらいまで、この人形で一日に何時間も遊んだものだ。裏うら庭にわを荒こう野やに、石や木ぎれを怪かい物ぶつに、人形を勇者に見立てて、即そつ興きようの人にん形ぎよう劇げきを演じたのだ。演者も観客も自分一人。捕つかまえたカエルと人形を戦わせたこともあるし、城しろのセットを作るために、厨房からたくさんのコップを持ち出して並ならべたために（空想の中では、それは大広間に並ぶ円柱だった）、ユリアナにこっぴどく怒られたこともある。

　本当の冒険をするようになった今では、もうこんな人形に愛着などはなく、持っていたことさえ忘わすれていたぐらいだが、ユリアナはそうは思わなかったらしい。人形を捨てずにおいたのは、彼女なりのサーラに対する思いやりなのだろうか。彼女の中では、サーラは今でも、裏庭で人形遊びをしている孤こ独どくな子こ供どもなのだろう。

（もう要いらないのにな……）

　サーラは人形を見下ろして思案に暮くれたが、それを口に出すことはできなかった。




　その日は旅の疲つかれをとるためにゆっくり休み、探たん索さくは明日から開始することになった。

　午後になって、村の子供たちが集会所にサーラを訪たずねてきた。フレイヤを筆頭とする女の子たちと、年少の男の子たちだ。ロブたち年長の少年は、あんなことがあった後ではさすがに顔を合わせられないらしく、姿すがたを見せない。

　小さい男の子たちにはそんなこだわりなどはなく、サーラの冒ぼう険けん談だんを熱心に聞きたがった。サーラは、デインたちがワイバーンを倒たおすのを手伝ったことや、魔ま法ほうの薬で変身して百手巨人ヘカトンケイレスを倒したいきさつなどを話して聞かせた。子供には退たい屈くつだと思えるくだりは適てき当とうに省しよう略りやくしたが、話を誇こ張ちようすることはしなかった。面おも白しろおかしく脚きやく色しよくするほどの技ぎ量りようがないこともあるが、ほらを吹ふくのはプライドが許ゆるさなかったのだ。

　それでも子供たちにとっては魅み力りよく的だったらしい。とりわけ、四つ年下のショーンという少年は、すっかり話に引きこまれ、目を輝かがやかせていた。僕にあこがれて冒険者になるために家出したらまずいな、とサーラが心配になったくらいだ。

　女の子たちは集会所の反対側の隅すみで、デルの周囲に群むらがり、街の暮らしや風ふう俗ぞくについて聞きたがった。ザーンにはどんなお店があるの？　岩の中で暮らすってどんな感じ？　女の子はどんな服を着てるの？　どんなおしゃれが流は行やってるの？……しかし、口下手であるうえに、おしゃれに興きよう味みのないデルには、うまく答えられない質しつ問もんばかりだった。好こう奇き心しんいっぱいの女の子たちに押おされ、すっかりたじたじとなっている。

　サーラは男の子たちに話をしながら、合間合間にちらちらとデルの様子をうかがっていた。ザーンでは、デルには同世代の女の子の友達などいなかった。彼女にとって、女の子同士の会話というのは、扉とびらの鍵かぎ開あけよりも厄やつ介かいで、山さん賊ぞくとの戦せん闘とうよりも大変なことに違いない。それでもサーラに言われたことを守って、何とかフレイヤと仲良くしようと悪戦苦闘しているようだった。やがてフレイヤの方が、この無口で暗い少女をリードしはじめた。サーラにはよく聞こえなかったが、デルに何か講こう義ぎしているようだった。

　ヘカトンケイレスとの戦いのクライマックスを一気に語り終えた時、サーラはいつの間にかデルや女の子たちの姿が消えていることに気がついた。みんなでどこかに遊びに行ったのだろうか？

「ねえねえ、サーラ。もっとお話ししてよ！」

「お話！　お話！」

　デルを追いかけたかったが、男の子たちに熱心にねだられてはそうもいかない。サーラは初めてザーンに着いた日に巻まきこまれた事じ件けん──人さらいに捕つかまって売り飛ばされそうになったことを話して聞かせた。

　さらに二つばかり冒険談を披ひ露ろうすると、もう子供の喜びそうな話のネタはあまり残っていなかった。デルと恋こいに落ちたザーンの地下での出来事や、彼女とザーンの空中庭園に忍しのびこんだことなどは、プライベートな内ない容ようなので話すわけにはいかない。

　見かねてデインが助け舟ぶねを出した。自然に話を引き継つぎ、サーラと知り合う前の冒険を語り出す。サーラはほっとして身を引いた。喋しやべりすぎて、咽の喉どがからからになっていた。

　水を飲んで休んでいると、フレイヤが集会所に顔を出した。

「サーラ。裏うらでデルが呼よんでるわよ」

　笑い出したいのを懸けん命めいにこらえている表ひよう情じようだ。何か企たくらんでるな、とサーラはぴんときた。急に不安になってくる。まさかデルが女の子たちにいじめられているのではないだろうか……。

　早足で集会所を出ると、建物の裏手に回りこんだ。角に立っていた鮮あざやかな赤いスカートの少女の横を通りすぎ、あたりを見回す。小さな空き地になっていて、野や生せい動物の侵しん入にゆうを防ふせぐ木の柵さくがあり、その向こうはもう森だ。デルの姿は見当たらない。

「サーラ……」

　消え入りそうなデルの声に、サーラはびっくりして振ふり返った。

　赤いスカートの少女はデルだった。スカートは膝ひざ下したまであり、ふんわりと円えん錐すい形けいに広がっている。上は白いブラウスと青いベスト。肩かたも大きくふくらみ、反対に腰こしは細く絞しぼられていて、全体として砂すな時ど計けいのようなシルエットを構こう成せいしている。黒い髪かみには白い花を飾かざっていた。

　サーラはぽかんとなった。デルのスカート姿など初めてだったのだ。

「あの……フレイヤが……貸かしてくれたの……」

　デルは顔を真っ赤にし、つっかえながら喋った。腕うでを腹はらの前で交差させ、もじもじしている──以前、彼の前で裸はだかになった時は、ちっとも恥はずかしそうではなかったのに。

「もっとおしゃれした方がいいって……似に合あう？」

　正直言えば、似合っていなかった。やはりデルに似合うのは黒だ。でも、そんなことは口に出せない。

「あの……似合ってるよ。すごく」

　その言葉で、デルの緊きん張ちようが少しほぐれたようだった。

　彼女の背はい後ご、建物の向こうから、フレイヤと女の子たちが顔を突つき出し、楽しそうに様子をうかがっていた。サーラが軽くにらみつけると、フレイヤは「後はご自由に」とでも言いたげにウインクして首をひっこめた。他の少女たちも、くすくす笑いながら姿を消す。とりあえず、悪意はなさそうだ。

「えーと……」

　サーラは困こまってしまった。フレイヤたちが気を利きかせてくれたのはいいが、こういう場合に何を話していいか分からず、間が持たない。まだ少女たちがどこかから覗のぞき見しているかもしれないので、キスするわけにもいかない。
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「あの……どこか散歩に行こうか？　晩ばんごはんには、まだ時間あるし」

　デルはこくりとうなずく。

「そうだ。ちょっと待ってて」

　サーラは家の方に取って返すと、布ぬの袋ぶくろを持って戻もどってきた。

「何なの？」

「うん、ちょっとね──行こう」

　サーラは柵の木戸を開け、デルの手を取って、森の中の小道に分け入っていった。




　森は記き憶おくとちっとも変わっていなかった。樹き々ぎはあまり密みつ生せいしていないが、張はり出した枝と木の葉が頭上を覆おおっていて、やや薄うす暗ぐらい。あちこちに夕方の陽ひ射ざしが斜ななめから差しこみ、黄金色のビームとなってきらめいていた。鼻び孔こうを刺し激げきする腐ふ葉よう土どの匂においも、どこか懐なつかしい。

　曲がりくねった細い道を何分か歩くと、もう村は樹々の向こうに見えなくなった。板を渡わたしただけの簡かん素そな橋のかかった小川に出たが、橋は渡らず、川岸に沿そって上流に向かう。水面に突き出た石の上をジャンプして進まねばならない場所もあり、スカートのせいで難なん渋じゆうするデルを、サーラは手を引いて導みちびいてやった。

　見覚えのあるテーブル状じようの大きな岩があった。ベッド二つ分ぐらいの広さがあり、上の面が柔やわらかい苔こけに覆われていて、夏に水浴びした後など、ここに裸はだかで横たわるのが気持ちよかった。

　そこから川をそれ、背せの高い樹が立ち並ならぶ道のない斜しや面めんを登る。傾けい斜しやはけっこう急で、手を使わないと登れなかった。デルはフレイヤに借りたスカートを汚よごさないように気を遣つかっている。

「どこまで行くの？」

「もう少し──秘ひ密みつの場所があるんだ」

　サーラはそれ以上、説明しなかった。デルも黙もく々もくとついて来る。

「ここだ」

　小川から五分ほど登ったところで、サーラは立ち止まった。斜面から突き出した太い樹の根元だ。土が崩くずれて根の一部が露ろ出しゆつしている。見たところ、そんな特別な場所のようには見えない。

「ここが？」

「そうさ」

　サーラは雑ざつ草そうをかき分け、根の間にはさまった子こ供どもの頭ぐらいの石を引き抜ぬいた。その奥おく、巨きよ木ぼくの下の地中には空くう洞どうがあった。びっしりと生えている細いひげ根が土を支ささえているので、穴あなが崩れないのだ。さらに土をかき出し、入り口を広げる。

「……誰だれか来るわ」

「え？」

　サーラは作業の手を止めた。なるほど、たった今登ってきた斜面から、落ち葉や雑草を踏みしめる音が、かすかに聞こえてくる。樹々の合間にちらっと人ひと影かげが動くのも見えた。フレイヤたちがつけてきたのだろうか？

「隠かくれよう」

　サーラはデルの手を引いて、巨木の後ろに回りこんだ。子供二人ぐらいなら隠れられる太さがある。デルは目立つ赤いスカートをたぐり寄よせ、樹の蔭かげからはみ出さないようにした。

　足音は着実に近づいてくる。一人だけのようだ。サーラたちはざらざらした樹の肌はだにへばりつき、息をひそめた。

　樹の向こう側を通り過すぎる時、尾び行こう者しやが「ふー」と息を吐はくのが聞こえた。フレイヤの顔を予想していたサーラは、思いがけない男の声に驚おどろいた。

「メイガス⁉」

「ああ？」

　ドワーフは仰ぎよう天てんして振ふり向いた。ひどく狼ろう狽ばいしている。ベテランの冒ぼう険けん者しやである自分が後ろを取られるとは、思ってもいなかったのだろう。

「何してるの、こんなとこで？」

「ああ、いや、ちょっと散歩さ」

　あまりにも見えすいた言い訳わけに、サーラは脱だつ力りよくした。道もない山の中を散歩するのも不自然なら、何の目的もなしに歩いていて偶ぐう然ぜんに自分たちの歩いた道をたどるというのも不自然だ。

「……つけてきたんだね？」

　サーラに軽けい蔑べつの目で見られ、メイガスは言い逃のがれできなくなった。ばつが悪そうに頭を下げる。

「いや、すまん。おまえらが森の中に入って行くのを見たもんでな。どこに行くのか気になって、つい……」

「だからって、つけなくても」

「いやあ、おまえらがいかがわしいことをしようとしてるなら、叱しかりつけてやろうかと思ってな。その、ほら……まだ早すぎるだろ？」

　サーラはあきれて肩かたを落とした。「そういうのを余よ計けいなお世話って言うんだよ」

「すまんすまん──で、こりゃ何だ？」

　メイガスは巨木の根元に目をやり、露ろ出しゆつした黒っぽい土──サーラの作業途と中ちゆうの形けい跡せきに気がついた。サーラはがっかりして、怒おこる気も失うせてしまった。

「あーあ、これで秘ひ密みつじゃなくなっちゃったよ」

「秘密？」

「これさ」

　サーラは空洞の中に腕うでを突つっこみ、ひと握にぎりの硬いものを探さがし当てた。腕を引き抜き、手を広げて、デルとメイガスに見せる。

「ほう、水すい晶しようか？」

　メイガスは少年の土まみれの手に握られた三個この透とう明めいな結晶を見つめたが、あまり興きよう味みをそそられた様子はなかった。水晶はどれも子供の手の平より小さく、ひびが入っていたり曇くもっていたりして、上等とは言えない。売っても菓か子し代だいぐらいにしかなるまい。

「昔はよく、そこの小川で水晶を探してたんだ。それをここに隠しておいたんだよ。ここなら誰にも取られないから」

「それを取りに来たのか？」

「いや」

　サーラは水晶をなかば投げ捨すてるようにして穴の中に戻もどした。人形と同様、幼おさない頃ころは大切な宝たから物ものだったが、本物の宝探しをやっている今では、馬ば鹿からしくて大事にしようとは思わない。

「これを隠しに来たんだ」

　持ってきた袋ふくろの口を広げ、中に入っていた人形を二人に見せる。メイガスはますます怪け訝げんな顔をした。

「木の人形なんかそんなとこに入れたら、湿しつ気けで腐くさっちまうぞ？」

「いいんだ。捨てるんだから」

　そう言って、袋ごと空洞の中に押おしこんだ。

「小さい頃、よく遊んだおもちゃだったんだ。でも、もうこんなので遊ぶ歳としじゃないし。だからって、そこらに捨てるのも何となく……」

「愛着がある？」

「まあね」

　サーラは曖あい昧まいな返事をした。この感かん情じようを説明するのは難むずかしい。大事に保ほ管かんしようという気はまったくないのだが、ただ捨てるのも心苦しい──生命も心も持たない、ただの人形だというのに。

「だからここに隠すんだ」空くう洞どうの入り口に元通りに石をはめこみながら、サーラは説明した。「僕ぼくだけの秘密の場所で、ひっそりと腐っていってくれればいい」

　それは道みち端ばたに捨てるのとどう違ちがうのか、と問われれば、答えに窮きゆうする。サーラにとっては違いがあるのだ。

「まあ、分からねえでもないな。俺おれにもガキの頃、そういう場所があったからな」メイガスは懐なつかしそうに言うと、のんびりとあたりを見回した。「ここはいい場所だ」

「そう？」サーラは石と根のすきまに土を詰つめる作業に熱中していた。

「ああ。道からも離はなれてるし、目立つ印もねえ。埋うめて何週間かすりゃあ、跡あとは目立たなくなる。山にはこれだけたくさんの樹きがあるんだし、誰かが偶ぐう然ぜんに掘ほり出すことなんて、百万にひとつもねえだろうよ」

「うん」

　サーラはうなずいた。そう思ったから、ここを選んだのだ。

「俺はいつも不思議に思うんだ。何で古代王国の奴やつらは、手間かけて地下迷めい宮きゆうなんか建けん設せつして、宝を隠したのかって。そうだろ？　迷宮があればそこに宝があると分かるから、どんな罠わなを仕し掛かけようが、いずれ誰かに奪うばわれちまう。盗とられたくなけりゃ、場所を知られないこった。こういう山の中に埋めちまって、何の目印も残さないのが一番さ」

「それだと、自分も隠し場所を忘わすれちゃうんじゃない？」

「何の違いがある？　どっちみち、あの世まで宝は持って行けねえんだ。誰かに盗られるのも、土の中で腐ってゆくのも、同じことさ」

「そうだね」

　作業を終わらせると、サーラは立ち上がり、手についた土を払はらった。まだ土の色が周囲と少し違うが、メイガスの言う通り、じきに落ち葉や草に覆おおわれ、目立たなくなるだろう。

「他の人に言わないでよ」

「言うもんかい！」ドワーフは髭ひげを揺ゆらして笑った。「だいたい、そんなガラクタ、欲ほしがる奴なんていやしねえだろ？」

「まあね」

「……ほんとにいいの？」デルが小声で訊たずねた。「大切にしてたものだったんでしょう？」

「いいんだ。あいつの役目はもう終わったんだ」

　名もない人形に別れを告げると、サーラは二人とともに坂を下りはじめた。

　隠し場所から遠ざかるにつれ、それまで感じなかったかすかな痛いたみが胸むねを苛さいなみはじめた。ほんのりと温かい、幸福感にも似にた痛みだ。ある時期、あの人形と遊んだ時間は、生身の人間とつき合っている時間より長かったかもしれない。それほど人生の中で大きな位置を占しめていた人形だったのだと、あらためて気がついたのだ。

　名前をつけなかったのは、友達ではなかったからだ。サーラはいつも、人形を未来の自分だと夢む想そうして遊んでいた。空想の中ではどんな冒ぼう険けんも自由自じ在ざいだ。たくましくなった未来の自分は、広い世界を回って冒険する。迷宮を探たん索さくし、悪人や怪かい物ぶつをやっつけ、宝ほう物ものを手に入れ、みんなから英えい雄ゆうとして賞しよう賛さんされる……。

　孤こ独どくな子こ供どもの幼よう稚ちな現げん実じつ逃とう避ひだ。だが、小さな世界に閉とじこもっていたからこそ、大きな世界にはばたく夢ゆめが育はぐくまれたのかもしれない。ささやかな現実に満足している者は、夢など見ないだろうから。あの頃ころの自分の幼稚な人形遊びが、今の自分を形成したと言えるかもしれない。

　ふと奇き妙みような感覚に襲おそわれ、サーラは自分の手を見下ろした。そこに見えない紐ひもが結ばれているような気がしたのだ。紐の端はしは空の上、遠い時の彼方かなたへ伸のびていて、そこでは幼い自分が紐を引き、今の自分を操あやつっている……。

　いや違う、とサーラはその感覚を否ひ定ていした。今の自分は、幼い時に空想していた未来の自分ではない。本物の冒険が子供の空想とはまるで違うことを知っている。この手はすでに人を殺した手だ。たとえ悪人でも、人を殺すというのは重苦しく、胸が痛む行こう為いであることを知っている──それはあの頃の自分が、決して空想できなかったことだ。

　サーラは歩きながら乱らん暴ぼうに手を振ふり、想そう像ぞう上じようの紐を引きちぎった。同時に、何かがふっ切れたような気がした。

　子供の頃の夢は、しょせん夢にすぎないのだ。そのまま現実になることなどありはしない。英雄なんて簡かん単たんになれるものではない。それでもサーラは、夢が破やぶれたとは思わなかった。現実の冒険がどんなものか知ったことで、新たな夢が生まれた。今はその夢を追って生きている。

　これがミスリルの言う「自分は大人だ」と思える瞬しゆん間かんなのだろうか。

「そうだ、デル」

　帰り道、ふと思いついて、サーラは話しかけた。メイガスはずっと先を歩いているので、聞かれる心配はない。

「何？」

「ごめん、さっきのは噓うそだ」

「え？」

「その服が君に似合うと言ったのは噓だ。君らしくない。いちばんきれいなのは、やっぱりいつもの格かつ好こうの君だ」

「…………」

「確たしかに君は変わってる女の子だ。でも、僕はそういう君が好きなんだ。無理に普ふ通つうの女の子みたいに振ふる舞まわなくていい。そのままの君でいい」

　デルは歩きながら少しうつむき、黙だまりこくっていた。やはりその横顔は読みにくい。感動しているようにも、悲しんでいるようにも見えるのだ。機き嫌げんを悪くしたんだろうか、とサーラは心配になった。デルも本当は、普通の女の子のようにおしゃれをしてみたかったのではないか……。

　村が見えてきた頃、ようやくデルは口を開いた。

「……ありがとう」少女の声は震ふるえていた。「私も、そう言ってくれるあなたが好き」

　彼女が気分を害していないと知り、サーラはほっとした。

「でもサーラ、まだ噓ついてる」

　サーラはびっくりして立ち止まった。「え？　何のこと？」

　デルも立ち止まり、腕うで組ぐみをして、真正面から挑ちよう戦せん的な視し線せんを投げかけてきた。

「私がいちばんきれいなのは、いつもの格好じゃないはずよ」

「え？」

「いちばんきれいなのは──」

　デルは声を低くした。眼めを眠ねむたげに細め、猫ねこのように軽く舌したなめずりをして、なまめかしく微笑ほほえむ。たったそれだけのことで、その表ひよう情じようは一瞬にして大人の女のそれに変へん貌ぼうした。

「何も着ていない私のはずよ。そうでしょ？」

　予想していなかった直ちよく撃げきをくらい、サーラは絶ぜつ句くした。デルの変貌はほんの数秒のことで、またすぐに無む邪じや気きな少女の顔に戻もどる。「ふふ」と笑うと、真っ赤なスカートをひるがえし、呆ぼう然ぜんと立ちすくんでいる少年を置き去りにして、村の方へ駆かけ出していった。







　７　地底へ







　翌よく朝あさ、探索が開始された。

　問題の地下迷めい宮きゆうへの入り口は、あっけないほど簡単に見つかった。〝半月の丘おか〟の西側のふもと、草に覆おおわれた斜しや面めんが森と溶とけ合うあたりに、あの地図の通り、子供の背せ丈たけほどの高さの角ばった白い石せつ灰かい岩がんが四つ、正方形の頂ちよう点てんを成す配置で地中から突つき出している場所があったのだ。四つの石の中央では、斜面から土が瘤こぶのように不自然に盛もり上がっていて、草に覆われていた。

　サーラがそれを覚えていなかったのも無理はない。ここを遊び場にしている村の子こ供どもたちにとって、そんなものは慣なれ親しんだ風景の一部にすぎず、まったく気に留とめなかったのだ。

「見な。土の質しつが違ちがう」

　斜面にかがみこみ、表面の土を軽く掘ほり返して、メイガスが指し摘てきした。なるほど、草の下から覗のぞいている土は、やや色が薄うすいうえに、大量の小石が混まじっていて、丘を構成している黒っぽい土とは異ことなるようだ。しかし、そんなことは言われなければ気がつくものではない。

　デインも石ころをいくつかつまみ上げ、しげしげと観察した。

「確かにこれは、どこか他から持ってきたもののようだな」

「誰だれかが穴あなを埋うめたってこと？」とサーラ。

「たぶん、コボルドのしわざだろう。穴に入った後で、内側から土を埋めてふさいだに違いない。人間が入ってこないように──どれ、掘ってみるか」

　村から借りてきたスコップで土を掘り返してみると、すぐに石に突き当たった。人工的に切り出された平らな石が、横に並ならべられている。さらに掘り進むと、その奥おくに同じような石の列が、一段だん低く並べられていた。

　階段だ。

「よし、俺にまかせろ」

　ミスリルがそう言って進み出た。階段の傾けい斜しや角かくを確かく認にんし、「方向はこんなものかな」とつぶやくと、小声で精霊語サイレント・スピリツトを唱える。土の精霊ノームに呼よびかけ、石や地面に穴を開ける魔ま法ほうだ。

　サーラは目をみはった。ミスリルの「トンネル」の魔法を目にするのはこれが初めてではないが、見るたびにわくわくする。土の表面が内側にくぼみ、黒い穴が現あらわれたかと思うと、瞳どう孔こうが開くように大きくなってゆくのだ。人間が通れるほど大きくなった穴は、さらに階段の傾斜に沿そって、ぐんぐん深くなっていった。円えん筒とうの容よう器きの底から水が抜ぬけるように、土が奥へ奥へと退ひいてゆくのだ。

　ほんの数秒で、地下に向かう斜ななめ四五度のトンネルが完成した。断だん面めんは完全な円形で、下の方にはえぐられた階段の断面がノコギリ状じように見えている。土だけでなく硬かたい石までもが消しよう滅めつしてしまうのは、サーラには不思議だった。草や木の根はノーム系けいの精せい霊れい魔法には反はん応のうしないため、トンネルの天てん井じようからは根がびっしりと垂たれ下がっていた。

「ほう。どうやら一発でうまく貫かん通つうしたようだな」

　真っ暗なトンネルを覗きこんで、メイガスが感心した。ドワーフは闇やみを見通す能のう力りよくがあり、洞どう窟くつの中でも明かりなしで行動できる。サーラたちには暗くてよく見えないトンネルの底まで見えるのだ。

「底はどうなってる？」

「部屋か通路のようだが、よく分からん。降おりてみねえとな──この穴、どれぐらい持つ？」

「ゆっくり一〇〇数える間ぐらいは、充じゆう分ぶんに」とミスリル。

「よし。まず、俺が潜もぐろう」

　メイガスは手早くロープを自分の腰こしに結びつけ、端はしをデインに渡わたした。

「悲鳴が聞こえたら引っ張ぱり上げてくれよな」

　そう言って、トンネルに足から飛びこんだ。ざらざらという音を立てて、尻しりを使って滑すべってゆく。その丸っこい姿すがたはたちまち闇に溶とけこみ、見えなくなった。デインはロープを繰くり出しながら、勢いきおいがつきすぎないよう調整する。その間にサーラたちは、火ほ口くち箱ばこからランタンに火を移うつし、地下に潜る準じゆん備びをした。

　ロープが半分あたりまで伸のびたところで、急に強く引っ張られたかと思うと、手ごたえがなくなった。同時に「あうっ！」という声が穴の奥から響ひびく。メイガスが底に着いたに違いない。

「だいじょうぶか？」

「ちょっと尻しり餅もちをついただけだ──ちょっと待って」

　一〇秒、二〇秒……サーラたちが緊きん張ちようして待っていると、穴からまた声がした。

「いいぞ、みんな降りて来い。最後に尻餅をつかないようにな」

　デインはロープの端を石に結びつけた。それを伝ってミスリルが滑り降りてゆく。続いて、杖つえの先に魔法の光を点ともしたフェニックス。サーラとデルもランタンを持ってそれに続く。しんがりはデインだ。

　真っ暗なトンネルを地底に向かって滑り降りるのは、不安な気分だった。ましてこの穴あなは一時的なものなのだ。通つう過かする途と中ちゆう、何かの原げん因いんで魔ま法ほうが解とけて、地中に生き埋うめになるのではと考えると、サーラは空気がたっぷりあるにもかかわらず息苦しさを覚えた。ミスリルは「穴はゆっくりと元に戻もどるから、中の人間は外に押おし出されるだけさ」と説明してくれたことはあるのだが……。

　斜ななめのトンネルの最後は、垂すい直ちよくの落とし穴になっていた。メイガスが尻餅について警けい告こくしたのは、このためだったのだ。もっとも、すぐ下に通路の床ゆかが見えていて、飛び降りるのはたいして難むずかしくはなかった。サーラは先に降り、デルが天井から降りてくるのを手助けした。

　最後にデインが降りてくるのを待つ間、サーラはランタンを高く掲かかげ、あたりの状じよう況きようを確かく認にんした。未知の場所に来た場合、常つねに周囲に目を配り、危き険けんな兆ちよう候こうを見み逃のがさない──それが冒ぼう険けん者しやの鉄てつ則そくだ。

　天然の洞窟に手を加えた通路のようだった。壁かべや天井は自然の岩いわ肌はだがほぼそのまま利用されている。二人が並ならんで歩けるぐらいの幅はばしかなく、天井も低い。床は歩きやすいように平へい坦たんに削けずられていたが、元の洞窟の形状に合わせて左右にうねりながら、奥おくに向かってゆるやかに下ってゆくのが分かる。

　そこは上に向かう通路の突つき当たりだった。奥の壁には階かい段だんがあったらしいが、岩や石ころがびっしり詰つめこまれてふさがれている。例の落とし穴は頭上にあった。ミスリルが魔法で開けたトンネルの角度が浅く、通路の天井に出口が開いてしまったのだ。さほど大きな失敗とは言えない。角度が深かったり、少しでも左右にそれていたら、もう一度魔法をかけ直さなくてはならなかったところだ。

　ついに来たんだ──サーラは胸むねが高鳴るのを覚えた。初めての冒険でやって来た場所、自分が冒険者としての人生をスタートさせた場所に、また戻ってきたのだ。

　デインが降りてきて少しすると、トンネルがしだいに縮ちぢまりはじめた。奥の方から岩がせり出してきて穴を埋め、やがてすっかり元の岩肌に戻ってしまった。取り残されたロープだけが、岩の中に埋めこまれ、木の根のように天井から垂たれ下がっている。

「もしもお前さんが死んだら」メイガスはミスリルに笑いかけた。「俺おれたちはここから出られなくなるわけだな」

「その時は自分で穴でも掘ほってくれ。ドワーフなら得意だろ？」

「はは、そりゃ願い下げだな──どれ、行くとするか」




　一行はメイガスとミスリルを先頭にして歩きはじめた。しんがりはデインとフェニックス。半人前のサーラとデルは、彼らにはさまれている。

　これは洞どう窟くつや迷めい宮きゆう、狭せまい山道などを進む際さい、彼らがいつも用いる隊形だった。メイガスの暗あん視し能力とミスリルのオーラ感知能力が敵てきの出しゆつ現げんを警けい戒かいする一方、ミスリルは盗賊としての鋭するどい観かん察さつ眼がんで罠わながないか探さがす。デインたちは後ろからの奇き襲しゆうに備そなえる。いざ戦せん闘とうになれば、フェニックスは背せの低いデルやメイガスの頭あたま越ごしに魔法を飛ばして援えん護ごできる。強敵のようなら、デインが前に出てミスリルと交こう替たいする……。

　あのキャラバンの夜襲のように、広い場所での戦闘でないと、サーラたちの出番はまずない。自分たちがお荷物ではないかと感じるのは、こういう時だった。

　通路はゆるやかに傾けい斜しやし、地下深くへと続いていた。曲がりくねり、前方が見通しにくい。極きよく端たんに狭くなって、一人ずつ体を横にしないと通れないところもある。そういう場所で待ち伏ぶせを食くらったら危き険けんなので、たびたび歩みを止めては、ミスリルかメイガスが斥せつ候こうとして先行した。危険がないと判はん断だんすると前進を再さい開かいする。パーティは止まったり動いたりを繰くり返し、なかなか進めなかった。

「なるほど、キマイラがこっちの道から出たくなかったのも分かるぜ」

　狭い場所を苦労して進みながら、メイガスがぼやいた。彼の横に広い体形もさることながら、愛用の長いハルバードは、洞窟の中ではひどくじゃまだった。

　やがて、別の広い洞窟に出た。天てん井じようはそれまでの倍ほどの高さになり、丸みを帯びた底には、ひとすじの地下水がちょろちょろと流れている。

「ねえ、あの音って……」

　フェニックスが注意をうながした。それは他の者たちもすでに気づいていた。ずっと上流の方から、ごうごうという水音が響ひびいてくるのだ。明らかに地下水が流れるだけの音ではない──膨ぼう大だいな量の水が落下する音だ。

「ああ、間ま違ちがいない」デインは自信たっぷりに微笑ほほえんだ。「あの地底湖だ」




　地底湖への道に、障しよう害がいはほとんどなかった。途と中ちゆう、コウモリを食っていた数すう匹ひきのコボルドに出くわしたが、メイガスがハルバードを振ふり回して大声で威い嚇かくすると、あっさり逃にげ出した。

「あいつら、僕ぼくたちのこと、覚えてるのかな？」

　サーラが素そ朴ぼくな疑ぎ問もんを口にすると、メイガスは豪ごう快かいに笑った。

「俺は新顔だぜ？　連中、俺様のこれに恐おそれをなしたのさ」

　そう言って、得意げにハルバードを振りかざす。

「そいつをお前さんの首だと思ったのかもな」ミスリルがからかった。「丸い胴どう体たいに細長い首のついた変な怪かい物ぶつが現あらわれたと思って、びっくりしたんだぜ」

　サーラたちは笑ったが、メイガスだけはむっとしていた。無む論ろん、軽い冗じよう談だんであり、ミスリルに悪意などないのは、みんな承しよう知ちしている──容よう姿しのことで揶や揄ゆされる辛つらさを、誰よりもよく知っているのはミスリルなのだから。

「油ゆ断だんするなよ。仲間を呼よびに行ったのかもしれん。たかがコボルドでも、数が多くなると厄やつ介かいだからな」

　デインはそう注意したが、それ以後、コボルドはまったく現われなかった。人間から逃のがれて洞窟で長く暮くらすうちに、すっかり臆おく病びような性せい格かくになったのだろうか──あるいは、本当にデインたちのことを覚えていて、キマイラを殺した恐ろしい連中がまたやって来たとおびえているのかもしれない。

　上流に向かって歩くにつれ、滝たきの音はだんだん大きくなってきた。やがて前方に見覚えのある青い燐りん光こうが見えた。それに元気づけられ、サーラたちは足を速めた。

　唐とう突とつに、広大な空間に出た。ごうごうという水音が洞窟全体に反はん響きようし、耳が痛いたい。サーラたちにとっては二度目の来らい訪ほうだが、初めて目にするメイガスは「おお」と驚おどろきの声を上げた。デルも目を丸くしている。
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　家が何なん軒けんもすっぽり入ってしまいそうな大だい空くう洞どうだ。全体としてパンケーキのような形をしており、天井からは無数の鍾しよう乳にゆう石せきが垂たれ下がっている。ザーンの中央広場に比くらべると、幾き何か学がく的な正せい確かくさには欠けるし、大きさの点でも見み劣おとりするのは否いなめない。しかし、ザーンには決してない美しさが、そこにはある。この洞窟には人の手がまったく加わっていない。驚きよう異い的な偶ぐう然ぜんが生み出した純じゆん粋すいに天然の造ぞう形けい物ぶつなのだ。

　洞窟の底には、ほぼ円形をした小さな湖があった。水底にある大量の鉱こう石せきが、青く神しん秘ぴ的な燐光を放ち、洞窟全体を薄うす明あかりで包んでいる。湖の中央には透とう明めいな水の柱が高くそそり立っていた。天井の中央の裂さけ目から、澄すんだ地下水が垂すい直ちよくに落下しているのだ。水柱の基き部ぶからは水すい煙えんが上がり、それが水底からの燐光に青く彩いろどられて、幻げん想そう的な光景をいっそう不思議なものに見せていた。滝を中心として、湖には同心円えん状じようの波が常つねに発生しており、水底の光を妖あやしくゆらめかせている。

　湖の周囲は三日月状の岸辺になっていた。針しん葉よう樹じゆ林りんがまるごと魔ま法ほうで石化されたかのように、人の背せよりも高い何百もの石せき筍じゆんが林立する様は、少し不気味である。湖からあふれ出した水は、三日月の欠けた部分から、別の細い洞窟へと流れ出していた。前回、サーラたちはそっちから入ってきたのだ。

「きれい……」

　デルがサーラの耳に口を寄よせ、うっとりとささやいた。サーラも無言でうなずく。

「あの青い石をいくつか持って帰りたいところだな」水音に負けないよう、デインが大きな声で言った。「前回は忘わすれていたが、性せい質しつを調べれば何か分かるかもしれない」

「何かって？」とサーラ。

「何か、だよ。分からないから調べてみるんだ」

「調べたら分かるの？」

「何か分かるか、それとも何も分からないか、それこそ調べてみるまでは分からない。だから調べるんだ」

　いかにもデインらしい言い方に、サーラの顔はほころんだ。レグの出産前後、ひどくおろおろして取り乱みだしていたデインだったが、最近になってようやくいつもの調子が戻もどってきたようだ。

「おう、あの穴あなだぜ」

　ミスリルが石筍の森の向こうにある横穴を指差した。サーラはそれに見覚えがあった。

　キマイラと出会った場所に通じる穴だ。




　一行は地底湖の岸辺で休きゆう憩けいすることにした。持ってきた干ほし肉とパンで昼食をとる。ここまで歩き詰めだったし、ここから先、迷めい宮きゆうの奥おくまで、休む場所がないかもしれない。どんな敵てきが現あらわれるかも分からない。それに備そなえて、今のうちに体力を回かい復ふくしておく必要があった。

「ねえ、サーラ……」

　食事中、デルが耳に口を寄せ、ささやきかけてきた。滝の騒そう音おんのせいで、近くにいる他の者にも、二人の会話は聞こえない。

「ん？　何？」

「メイガスの様子が変よ」

　サーラはメイガスの方に目をやった。ドワーフは離はなれた場所に座すわり、干し肉をかじりながらこちらを横目で見ていたが、サーラに見られると慌あわてて視し線せんをそらした。

「今朝から、やけに私のことを見てる気がするの。ゆうべ、つけてきたのだって……」

「君に気があるのかな」

「まさか」

　もちろんサーラも本気で言ったのではなかった。ドワーフが人間の女性に、それも年とし端はもいかない少女に惚ほれるなど、聞いたこともない話だ。ドワーフと人間では審しん美び眼がんが根本的に異ことなっている。人間には不細工に思えるドワーフの女性が、ドワーフの男性には美しく見えるのだ。

「本気で僕たちのこと、心配してるのかもしれないね」

「だとしたら本当に、余よ計けいなお世話だわ」

「うん。ドラゴンに食われろだ」

　サーラは笑って、その話題を打ち切った。メイガスは荒あらっぽい反面、堅かた物ぶつなところのある男だ。若わかい恋こい人びとたちのことを彼なりに気にかけているが、それを器用に表現できなくて、ぎこちない行動を取ってしまうのだろう──サーラはそう想そう像ぞうした。




　食事を終えると、一行はまた隊列を二列に組みなおし、横穴に入っていった。前回の探たん索さくで、迷まようような横道などなく、途と中ちゆうに罠わななどないことも分かっていた。コボルドに高度な罠を仕し掛かけるような知ち恵えもないはずだ。それでも用心に越こしたことはない。先頭を歩くメイガスとミスリルは、警けい戒かいを怠おこたらなかった。

　キマイラと戦った場所が近づくにつれ、サーラはトンネルを滑すべり降おりる時に感じた息苦しさが、また戻ってくるのを感じた。もうキマイラはいない。だから恐おそれることはないはずだ──そう思っていても、キマイラの毒どく蛇へびの尻尾しつぽが首にからみついた時の嫌いやな感覚を思い出し、つい首に手をやってしまうのだ。

「サーラ、どうしたの？」

　デルが小声で問いかけた。

「あ、いや、たいしたことない」

　サーラは慌あわてて首から手を離はなした。

（そうだ、あの時より僕は強くなってるんだぞ）少年は自分に言い聞かせた。（今度、キマイラか、キマイラみたいな怪かい物ぶつが現われたら、今度こそデインたちの足手まといにならない。ひと太た刀ちでもいいから浴びせてやる……）

　気がつくと、前方にまた青い光が見えた。前回の終着点に近づいているのだ。

「ここだったな……」

　洞どう窟くつの出口付近の少し広くなった場所で、ミスリルが立ち止まった。床ゆかには人間のものではない骨ほねが散さん乱らんしている。一同はそれを取り巻まいた。

　メイガスがしゃがみこみ、自分の身長ほどもある湾わん曲きよくした骨を拾い上げ、しげしげと眺ながめた──キマイラのあばら骨だ。

「ほう？　さすがに一年も経たつと、すっかり骨になってるな……」

「何が肉を食べちゃったんだろう？」サーラはおそるおそる疑ぎ問もんを口にした。「コボルドかな？」

「それなら死体ごと巣にひきずって行くんじゃないか？」とデイン。

「じゃあ、何？」

「洞窟にも小動物は棲すんでるさ。ネズミとか虫とか……そういうのが少しずつかじっていったんだろうな。後は自然に腐くさって分ぶん解かいして……」

「このドクロは？」メイガスが細長い頭ず蓋がい骨こつを拾い上げた。「馬か羊の頭みてえだが……そうか、キマイラってのは、背せ中なかに山や羊ぎの頭がついてるんだったな」

　それを見て、サーラはぎょっとして立ちすくんだ。一いつ瞬しゆん、頭蓋骨のうつろな眼がん窩かが自分を見つめ、嘲あざ笑わらったような気がしたのだ。あの山羊の頭だ。あいつが僕に呪のろいをかけたんだ……。

「ああ、僕たちはライオンの頭だけを切り取って、村に持って帰ったんだ」デインが説明する。「他の部分は必要なかった」

「確たしかにな。山羊の頭なんて役に立たねえや」

　メイガスは笑って、頭蓋骨を床に無む雑ぞう作さに放ほうり投げた。頭蓋骨は床にぶつかり、乾かわいた音を立てて割れた。もうこちらを見つめてはいない。サーラは視し線せんから解放され、ほっとした。

　これで呪いも解とけるといいのだが──いや、そんなうまくはいかないだろう。呪いを解くには、キマイラ以上の強い魔ま力りよくか、ややこしい儀ぎ式しきが必要だと聞いている。山羊の頭を砕くだいたぐらいで、どうなるものでもあるまい。

　一行はまた広い空洞に出た。今度は人の手が加わった場所だった。一方の壁かべにはあの燐りん光こうを放つ鉱こう石せきが埋うめこまれた石柱が等とう間かん隔かくに並ならび、空洞全体を青く照らし出している。反対側の壁には大量の石がうず高く積み上げられ、土手を形成していた。土手は人の視線よりもずっと高く、その向こうは見えない。

「ここだ」デインは土手の上を指さした。「あそこからキマイラが現あらわれて、戦せん闘とうになった。だから僕たちは、あの向こうには行ってない」

「ここより未知の土地ってわけか？」メイガスはにやりと笑った。「ぞくぞくするねえ。行ってみようじゃねえか」

　よほどお宝たからとの対面を待ちわびているのだろうか、デインたちの同意を待たずに、メイガスは土手をよじ登りはじめた。しかたなく、他の者も後に続く。

　石は崩くずれやすく、慎しん重ちように一歩ずつ足場を確かく認にんしながら登らなくてはならない。体重があるうえ、金きん属ぞく鎧よろいに身を包み、片かた手てに長いハルバードを抱かかえたメイガスよりも、こういう場合はサーラの方が有利だ。先に土手の上に達し、敵てきがいないのを確認すると、ハルバードをつかんで、難なん渋じゆうしているメイガスをひっぱり上げてやった。

「すまんな、坊ぼう主ず」

　メイガスは礼を言うと、その場の状じよう況きようを確認した。土手の頂ちよう部ぶは少し平へい坦たんになっていて、奥おくの壁には四角い入り口があった。

　その頃ころには他の者も全員、土手を登ってきていた。

「やっぱりな」推すい理りが当たったので、デインは得意そうだった。「あれが迷めい宮きゆうの裏うら口ぐちだ。迷宮を掘ほり進む際さいに出た土や石ころを、ここに捨すててたんだ。おそらく最終的には裏口もふさぐつもりだったんだろうが……」

「ということは、この迷宮は未完成なの？」とサーラ。

「ああ。作っていた魔ま術じゆつ師しが何らかの理由で計画を放ほう棄きしたか……」

「それとも」フェニックスがささやいた。「志こころざしなかばで殺されたか……」

「たぶんな」

　サーラははっとした。「迷宮の主が殺されたとしたら、迷宮も荒あらされてるってことじゃないの？　もう宝は残ってないんじゃ……？」

「いや、そうは思えん」とデイン。「だとしたら、キマイラが残っていた理由が分からない。たぶん、あいつは留る守す番ばん役だったはずだ。つまり、迷宮の主は外出していて死んだんだと思う。殺されたのか、あるいは自然死したのか……」

「殺されたのよ」

　フェニックスの静かだが自信にあふれた口調に、ミスリルは怪け訝げんな顔をした。

「なんでそんなことが分かる？」

　フェニックスは曖あい昧まいに肩かたをすくめた。

「そんな気がするの──何となく」







　８　罠わなを抜ぬけて







　四角い入り口から入ってしばらく歩いた。最初は岩がん盤ばんをくり抜いただけの、岩いわ肌はだがむきだしになった粗そ雑ざつな横よこ穴あなだったが、すぐに石いし造づくりのちゃんとした通路に変わった。ここでも壁に等間隔に鉱石が埋めこまれ、うっすらと明るい。それでも細部を見分けられるほどの明るさはなく、ランタンや魔法の明かりが欠かせなかった。

　通路はすぐにドアに突つき当たった。鍵かぎはかかっていない。まずミスリルが室内に入り、罠がないのを確認して、他の者を招まねき入れた。正方形の部屋で、家具も何もなく、がらんとしている。ドアは奥の壁にひとつ、右側の壁にひとつ。左側の壁には、侵しん入にゆう者しやを威い嚇かくするかのように、角の生えた悪魔の顔のレリーフがあった。フェニックスは「悪あく趣しゆ味みね」と一いつ蹴しゆうした。

　メイガスは持ってきた古い地図を広げ、部屋の構こう造ぞうと見み比くらべた。これまでのところ、確かに地図の通りのようだ。

「こっちのドアが」と、メイガスは右のドアを指差した。「迷宮の入り口に通じてる。あっちのドアが奥だ」

　さっそく奥のドアに向かうメイガスを、デインが引き止めた。

「まず入り口の方から調べておこう」

「どうして？　何か罠があるかもしれねえぜ」メイガスは奥に行きたくてうずうずしているようだった。「不必要な危き険けんを冒おかすこたぁねえだろ」

「いや、迷宮を守る怪かい物ぶつが入り口に配置されていたら、そいつに後ろから襲われる危険がある。先に潰つぶしておいた方がいい。それに、もし入り口を内側から開ける方法があれば、帰りはそこから出られるしな」

　メイガスは少し考えてから、しぶしぶ「よし、そうしよう」と言った。

　入り口に通じるドアにも鍵はかかっていなかった。ミスリルは罠がないのを確かく認にんし、ノブを回した。廊ろう下かを少し歩くと、問題の部屋があった。

「ここが入り口か？」

　光の精霊ウイル・オー・ウイスプを飛ばして室内を照らし、ミスリルは不ふ審しんそうに言った。さっきの部屋と同じぐらいの広さだが、床ゆかは円形をしており、やけに天てん井じようが高い。おまけに湿しめっぽく、石を積み上げて作られた壁へき面めんには苔こけが生えていた。まるで井い戸どの底のようなのだ。床には一面に黒い鋳い物ものの鉄てつ格ごう子しがはまっている。その下は暗くて見えにくいが、一階下にもうひとつ部屋があって、湿った土が堆たい積せきしているようだ。

　床の中央には奇き妙みような石せき像ぞうが立っていた。ほぼ等身大で、上半身がミミズク、下半身が山や羊ぎの姿すがたをした悪あく魔まの像である。やや人間のそれに似にた顔には、人を小こ馬ば鹿かにしたような嫌いやらしい笑えみが刻きざまれていた。これも長いこと雨あまざらしになっていたかのように、全身に汚よごれがこびりつき、苔むしている。

「地図にはそう書いてあるんだがな」メイガスが首を傾かしげる。

「しかし、それらしいものがないぞ」

　そう、部屋には彼らが覗のぞきこんでいるドア以外、ドアが見当たらないのだ。

　ミスリルはかがみこんで床の鉄格子に顔を近づけた。拳こぶしで叩たたいてみたり、揺ゆらしてみたりして、しっかり固定されていることを確認する。

「落とし穴じゃないな」彼は困こん惑わくしていた。「だいたい落とし穴なら、わざわざ下に別の部屋があることを見せはしないだろうし」

「この鉄格子が開いて、下の部屋から外に出られるとか」

「いや、これは開くようになってないし、下の部屋にもドアらしいものがない」

「あの土の中に怪物が隠かくれてるってことは？」

「どうかな。生命のオーラは見えない。虫が何なん匹びきかいるぐらいだ」

　精せい霊れい使つかいであるミスリルは、生物の発しているオーラを見ることができるのだ。もっとも、土の中に隠れているものまでは見えないし、ガーゴイルやゴーレムのように魔法で創そう造ぞうされた生物はオーラを発していない場合が多く、油ゆ断だんはできない。

「だが、あの土はそんなに厚あつみがないように見える。潜ひそんでいるとしても、大きなやつじゃなさそうだ」

「あの変な像はガーゴイル？」

　二人の脇わきから室内を覗のぞきこんで、サーラがささやいた。前に別の迷宮でガーゴイルに出会ったことがあるが、ずいぶん形が違ちがっている。

「調べてみるわ」

　フェニックスが杖つえをかざし、「魔法感知センス・マジツク」の呪じゆ文もんを唱えた。

「間違いない。あの像には魔法がかかってるわ」

「じゃあ、やっぱりガーゴイル？」

「さあ、そこまでは分からない」

　魔法感知センス・マジツクの呪文は、物品に魔法がかかっているかどうかを見分けられるだけで、魔法の種類までは分からないのだ。

「近ちか寄よって確たしかめるしかねえか……」

　メイガスはハルバードを構かまえ、室内に足を踏ふみ入れた。鉄格子の上をそろそろと歩き、像に近づいてゆく。デインとミスリルも後に続く。ガーゴイルとは前にも戦ったことがあり、たいして強くないことを知っている。三人がかりなら簡かん単たんに倒たおせるだろう。フェニックス、サーラ、デルの三人は、万一に備そなえて、彼らの後方で援えん護ごする態たい勢せいだった。

　しかし、予想に反して、三人が接せつ近きんしても、像は微び動どうだにしなかった。鉄格子の下の部屋から怪物が起き上がってくることもない。

　メイガスがハルバードの先で像を小こ突づいてみたが、硬かたい音がしただけだった。

「これは……ただの像だな」

　彼らは拍ひよう子し抜ぬけした。同時に、この部屋の謎なぞが再さい浮ふ上じようしてきた。いったいこの像にかかっている魔法は何なのか。それに、地図には確かに「入り口」と書いてあるのに、どうして突き当たりなのか……。

「隠し扉とびらがあるんじゃないの？」

　サーラが言ったが、デインはかぶりを振ふった。

「隠し扉というのは、外からの侵しん入にゆう者しやを防ふせぐためのものだ。内側から隠す必要はない」

「あの穴あなは？」

　フェニックスは鉄格子越ごしに下の部屋を覗きこみ、壁と床の隙すき間まに開いた狭せまい穴を発見していた。穴は床の周囲に全部で四つあり、どれも頑がん丈じような鉄てつ格ごう子しがはまっている。堆積した土にふさがりかけているものもあった。

「排はい水すい口こうだろう。あんなところから出入りできるのはネズミぐらい……」

　そう言って、デインは自分の言葉にはっとなった。

「排水口？　どこから水が流れてくるんだ？」

　デインは周囲を見回した。壁かべの石組みはきわめて緻ち密みつで、どこにも水が出てきそうな隙間や穴がない。それなのに、こんなに湿しめっぽく、苔こけまで生えているのはどうしたことか。それに像が雨ざらしになっているように見えるのは……？

　彼はしゃがみこみ、あらためて鉄格子を観察した。

「ぜんぜん錆さびてないな。何かの魔ま法ほう的てきな処しよ理りがされているのかも……ん？」

　彼は鉄格子にこびりついていた小さな黒いものをつまみ上げた。

「落ち葉……？」

　それはかなり腐ふ食しよくしてはいるが、確かに落ち葉の断だん片ぺんだった。

「ねえ……」デルが天てん井じようを見上げて、ぽつりと言った。「鳥の声が聞こえる……」

　一同ははっとして頭上を見た。人の背せの一〇倍近くはあろうかという高さにある天井は、岩がん盤ばんがむきだしになっている。たとえそのすぐ上が地上だとしても、厚い岩の壁を通して鳥の声が聞こえるはずがない……。

　にもかかわらず、デルの言う通り、かすかに鳥の声がするのだった。

「なあ、フェニックス……」天井を見上げながら、メイガスが言った。「この悪魔の像……名前を知ってるか？」

「いいえ」とフェニックス。

「俺おれは知ってる。何年か前、古文書で読んだことがある。レッサー・デーモン──マリグドライだ」

　そのとたん、何かが爆ばく発はつしたように、天井全体が真っ白に輝かがやいた。サーラたちは思わず顔を覆おおう。その瞬しゆん間かん、誰だれもが死を意い識しきした。

　しかし、覚かく悟ごした痛いたみも衝しよう撃げきも訪おとずれなかった。おそるおそる顔を上げてみる。室内は明るく照らし出されていたが、まぶしいほどではなかった。強きよう烈れつな光の炸さく裂れつのように見えたのは、迷めい宮きゆうの薄うす暗ぐらさに慣なれた目が、突とつ然ぜんの明るさに順じゆん応のうできなかったからだ。彼らはぽかんとなって天井を見上げた。

　天井は消しよう滅めつしていた──頭上はるかに、青く平和な秋空が見える。

　メイガスは笑い出した。

「……どうなってるの？」サーラがきょとんとして訊たずねる。

「天井なんてありゃしなかったのさ！　マリグドライは──」

　メイガスがその単語を口にしたとたん、青空が消え、室内は闇やみに沈しずんだ。目が薄暗がりに慣れるのに、また何秒かかかった。

「……幻げん覚かくを得意とする悪魔なんだ」

「天井が幻覚だったのか⁉」デインは驚きよう嘆たんした。

「そういうことだ。この悪魔の像が幻まぼろしを投とう影えいしてるんだろう。合言葉を口にすることで、消したり出したりできるんだ。外側はたぶん、岩に偽ぎ装そうしてあるんだろうよ。誰もそこが入り口だとは気づかねえわけだ」

　サーラは意外な真相に声も出なかった。部屋の中が雨ざらしになっていた理由が、これで分かった。わざわざ床ゆかを鉄格子にしたのも、雨が溜たまらないようにするために違ちがいない。風に運ばれてきた土や落ち葉も下の部屋に落ちて、ほとんどが雨といっしょに排水口から流れていっただろうが、それでも数世紀のうちに厚あつく堆たい積せきしていたのだ。

「だが、どうやって出入りする？」

「腕うでのいい魔ま術じゆつ師しなら、空を飛べて当然だわ」フェニックスは最初の衝撃から立ち直り、すっかり感心していた。「たいした技ぎ術じゆつの持ち主ね、この迷宮の主あるじは」

　サーラはあることに思い当たり、「あっ」と声を上げた。

「それでキマイラはここから出られなかったんだね？　空を飛べないから」

「そういうことね」

「入り口なんて普ふ通つうに作りゃいいじゃないか」

　ミスリルはぶすっとしていた。仕し掛かけを見み抜ぬけなかったのが悔しいのだ。

「それこそ簡かん単たんに発見されてしまうわ。崖がけのてっぺんとか、急きゆう斜しや面めんの途と中ちゆうとか、人が近づかない場所に穴あなを開けて、さらに幻覚でそれを隠かくす──うまい手だわ。げんに五世紀も発見されなかったんだし」

「いや、納なつ得とくいかん」ミスリルは床の鉄格子をブーツの底でかんかんと蹴けった。「こんな構こう造ぞうにしなくても、屋根をつければ済すむことだろう？　意味がない」

「それがこの迷宮の主のこだわりだったんじゃないの？　きっと彼なりの美学なのよ。人と違うことを考えつくのが」

「ただのひねくれ者だ」ミスリルは腰こしに手を当て、憤ふん然ぜんとした口調で断だん言げんした。「迷宮の仕掛けには造つくり手の性せい格かくが反はん映えいされる──これを造ったのは絶ぜつ対たい、性格の歪ゆがんだ奴やつだ」




　一行は最初の部屋に戻もどり、もうひとつのドアに入ってみることにした。

　通路は左に二回折れ、さらに右に折れて、奥おくに続いていた。両側にはいくつかのドアが並ならんでいる。これも地図の通りだ。ドアには鍵かぎのかかっているものもあったが、ミスリルの腕前なら開けるのはたやすかった。

　寝しん室しつ、書しよ斎さい、厨ちゆう房ぼう、便所……人が生活するための区画だ。ベッドがひとつしかないところを見ると、この迷宮の主は一人で生活していたらしい。

　あいにく、めぼしい収しゆう穫かくはなかった。迷宮の主は芸術に興きよう味みがなかったらしく、内部は殺風景で、美術品の類たぐいはまったく見当たらない。装そう飾しよくらしきものといえば、通路のところどころにある悪魔の顔のレリーフぐらいのものだ。おまけに入り口から湿しつ気けがじわじわと侵しん入にゆうしていたせいか、木もく製せいの家具はかなり傷いたんでおり、棚たなの書物もぼろぼろになっていた。

　荒こう廃はい、という言葉がサーラの頭に浮うかんだ。この迷宮は何世紀も、帰らぬ主人を待ち続けているのだ。

「迷宮の主は、そんなに長く外出するつもりじゃなかったらしいな」デインが推すい理りを口にした。「何年も留る守すにするなら、もっと戸と締じまりを厳げん重じゆうにして、湿気の対たい策さくもしただろう」

　たった一人でどうやってこんな迷宮を建けん設せつできたのか──という謎なぞは、通路の奥のドアを開けたら、あっさりと解とけた。両側の壁かべに、何十体もの人じん骨こつが並んでいたのだ。ミスリルが室内に首をつっこんだとたん、そいつらはもぞもぞと動きはじめた。

「アンデッドじゃない！」とミスリル。「ボーン・サーバントだ！」

　ボーン・サーバントは人間の骨から作られた小型のゴーレムだ。スケルトンに似にているが、複ふく雑ざつな命令をこなせるため、作業に適てきしている。アンデッドではないので、デインの神しん聖せい魔法はあまり役に立たない。

「下がって！」

　フェニックスの声に、ミスリルは素す早ばやく後こう退たいしてしゃがみこんだ。フェニックスはその頭あたま越ごしに「氷の嵐ブリザード」を撃うちこむ。一いつ瞬しゆん、空気が真っ白に染そまったかと思うと、激はげしく渦巻きはじめた。轟ごう音おんとともに、小石ほどの氷の破は片へんを含ふくんだ竜たつ巻まきが室内を荒あれ狂くるう。ボーン・サーバントたちは無数の氷の矢に撃たれて、ダンスのように手足をばたつかせ、何体かはばらばらに砕くだけ散った。冷気はサーラたちのいる通路にまで流れこんできた。

　嵐あらしが去った後、霜しもで白く染まった室内には、まだ二〇体以上のボーン・サーバントがうごめいていた。しかし、ほとんどがひどい損そん傷しようを受けている。腕が欠け落ちているもの、脚あしが折れて動けないものも多かった。

「もう一発、行く？」とフェニックス。

「いや、魔法を無む駄だ使づかいするな」

　デインたちは白い霧きりの漂ただよう室内に飛びこみ、残っているボーン・サーバントの掃そう討とうをはじめた。数が多いとはいえ、ボーン・サーバントは動きが鈍にぶいので、熟じゆく練れんした戦士にとってはたいして強きよう敵てきではない。包囲されないように注意していればいいだけだ。

　デイン、メイガス、ミスリルの三人が、半円形の陣じんを組んで前進してゆく。デインのレイピアやメイガスのハルバードが振ふり下ろされるたびに、ボーン・サーバントは確かく実じつに一体ずつ潰つぶされていった。魔ま法ほうで授さずけられたかりそめの生命の火が消えると、人骨は結合力を失い、ばらばらになって床ゆかに散らばった。

　サーラとデルも戦いを手助けした。陣形の両りよう翼よくからちょこまかと出入りし、敵がデインたちの背はい後ごに回りこまないよう守りつつ、倒たおれている敵にとどめを刺さすのだ。すでにかなり傷きずついていたボーン・サーバントは、少年が蹴け飛とばすだけで簡かん単たんに崩くずれ去った。ボーン・サーバントはみんな武ぶ器きを持っておらず、攻こう撃げきも単調で、よけるのは簡単だった。一度だけ、肩かたを殴なぐられたぐらいだ。

　ほんの数分で戦せん闘とうは終しゆう了りようした。サーラははあはあと犬のように息をしながら、室内を見回した。

　床一面に膨ぼう大だいな量の骨ほねが散さん乱らんしていた──これだけの人骨を、迷めい宮きゆうの主がどうやって調達したのか、あまり想そう像ぞうしたくない。これらがすべて、かつては生きている人間だったと思うと、気分が悪くなる。自分が死後もこんな風に使し役えきされるところを想像すると、恐きよう怖ふとともに憤いきどおりを覚える。ボーン・サーバントを元の骨に還かえしてやるのは、死者に対する慈じ悲ひと言えるだろう。

　デインが呼こ吸きゆうを整えながら、全員を見回した。「怪け我がはないか？」

　五人はうなずいた。サーラは殴られた肩が少しうずいたが、こんなものは傷のうちに入らない。

「よし、奥おくに進むぞ」




　その先の通路は、あからさまに怪しかった。両側の壁にずらりと、小さな悪魔の顔のレリーフが並ならんでおり、床には黒と白の市松模も様ようにタイルが敷しき詰つめられているのだ。正方形のタイルの一枚まい一枚は、ちょうど足を載のせられる大きさだった。

「サーラ、ちょっと来てみろ」

　通路の手前に這はいつくばって床を調べていたミスリルが、サーラを呼んだ。サーラは彼の隣となりに腹はら這ばいになった。

「この黒いタイルを押おしてみろ──軽くだぞ」

　言われた通り、サーラは黒いタイルの表面に手を当て、軽く力を加えた。わずかだが、吸いこまれるような感覚がある。

「……沈しずむね」

「白い方はどうだ？」

　白いタイルに手を当て、同じように押してみる。

「沈まない」

「そう。黒が危き険けん、白は安全ってわけだ」

　サーラは顔を上げ、壁かべのレリーフに目をやった。悪魔の顔はどれも、大きく口を開けて笑っている。

「黒を踏ふむと、あの口から何か出てくるんだね？」

「ああ。物ぶつ騒そうなものがな。どこかに解かい除じよする仕掛けがあると思うんだが、さすがにそこまでは分からん」

　ミスリルは立ち上がり、胸むねについた埃ほこりを払はらった。

「白いタイルを踏んで行こう。先頭は俺と──」

「俺は後こう衛えいに回らせてくれ」とメイガス。「そそっかしいから、前から何か出てきたら、うっかりタイルを踏んじまうかもしれん」

「よかろう」ミスリルはうなずいた。「じゃあ、サーラ、前に出ろ」

「いいの？」

「不服か？」

「いや、そうじゃなくて……」

　不服どころか、前衛に出してもらえるのが嬉うれしいのだ。だが、そんな心しん境きようを説明するのも気き恥はずかしい。

　サーラはミスリルと並んで、通路の手前に立った。緊きん張ちようし、ごくりと唾つばを飲みこむ。通路の長さは、普ふ通つうの歩は幅はばならほんの二〇歩ほど。すぐにドアに突つき当たる。しかし、その通路が今は途と方ほうもなく奥行きがあるように感じられる。

「いいか。一歩ずつだぞ。足の裏うらの感かん触しよくを確かく認にんして進むんだ」

「うん」

「絶ぜつ対たいに悪魔の口の前で立ち止まるな。それと、何かあったら白いタイルだけを踏んで駆かけ戻もどる──できるか？」

「と思う──いや、できる」

「その意気だ。行くぞ」

　二人は深呼吸して、そろそろと最初の一歩を踏み出した。




　ただ歩くだけなのに、それは緊張し、神しん経けいをすり減へらす難なん業ぎようだった。白いタイルは安全らしいが、油ゆ断だんは禁きん物もつだ。一歩ずつ、爪つま先さきでタイルに少しずつ体重をかけ、沈まないことを確認して進むのだ。同時に、左右に並ぶ悪魔の口にも注意を払う。もし罠わなが作動し、口から何かが飛び出してきたら、直撃だけは避さけなくてはならない。

　慎しん重ちように、慎重に──少年の動作はゆっくりと落ち着いているように見えたが、小さな心しん臓ぞうは激はげしく鼓こ動どうし、呼こ吸きゆうも乱みだれていた。ほんの小さな失敗が死に直結するのだ。心の中は恐きよう怖ふでいっぱいで、今にも叫さけび出したい気分だ。

　これは罠との戦いじゃない──と、サーラは悟さとった。自分の心との戦いだ。緊張に負けてパニックに陥おちいれば自じ滅めつする。

　ミスリルが前衛に出してくれた理由が分かる。これは試練だ。冒ぼう険けん者しやとして生きる以上、こうした緊きん迫ぱくした状じよう況きようには何度も遭そう遇ぐうするだろう。それを克こく服ふくするだけの強い心がなければ、生きのびることはできないのだ。サーラはそれに気がつき、弱音を吐はきそうになる自分を叱しつ咤たし、いっそう気を引き締しめた。

　二〇歩ほどの距きよ離りを進むのに、五分はかかっただろうか。サーラにとっては何時間にも匹ひつ敵てきする長丁場だった。ようやく通路の端はしのドアにたどり着いた時には、ふらふらで気を失いかけていた。だが、まだ気を抜ぬくわけにはいかない。ドアの向こうに何があるか分からないのだ。

　ミスリルがドアの鍵かぎを開け、隙すき間まから中を覗のぞきこんだ。

「怪かい物ぶつはいないようだ。床ゆかは──」

　しゃがんで床を調べる。

「よし、罠はない。入っていいぞ」

　サーラはほっとして、転がりこむように室内に入った。恐怖から解放されると同時に、試練をやり遂とげた歓よろこびがどっと押し寄よせてくる。

「みんな来ていいぞ。白は安全だ」

　ミスリルの呼びかけに、デインたちも通路を歩いてきた。念のために、一人ずつ、白いタイルを踏んで進む。デイン、フェニックス、デルと続き、しんがりはメイガスだった。

「研究室のようだな」

　室内を見回し、デインが感想を述のべた。部屋の中央には大きな机つくえがあって、ガラスでできた形も大きさも様々な容よう器きが並ならんでいる。中には薬品が入っていたらしいが、とっくに乾かん燥そうして、灰はいのようになっていた。

　念のためにフェニックスが「魔法感知センス・マジツク」の呪じゆ文もんをかけたが、魔ま法ほうの品らしいものは見つからない。

「この奥おくだ」メイガスは地図と見み比くらべて言った。「この奥にもうひとつ部屋がある。宝珠オーブはそこにある」

　進むしかないようだ。ミスリルは部屋の奥にあるドアを開けた。その向こうの通路には、また市松模も様ようの床、それに悪魔の顔のレリーフがあった。長さもさっきの通路とほとんど同じだ。

「変わりばえのしない罠わなだな。芸がない」

　床を調べて、ミスリルがせせら笑った。

「やっぱり白が安全だ──行くぞ、サーラ」

　さっきと同じように、サーラはミスリルと並んで進みはじめた。要よう領りようが分かったので、歩調も少しだけ速い。一度突とつ破ぱした罠だけに、さっきよりは気は楽だ。

　だが、サーラの心には割わり切れないものがあった。魂たましいの奥で何かが警けい鐘しようを鳴らしている。あまりにもうまくいきすぎる──あっさりと罠を突破できたことで、かえって気分がもやもやするのだ。

「ねえ、ミスリル」

　新たな白いタイルに足を載のせながら、サーラは小声で言った。二人はすでに、通路の真ん中あたりまで来ている。

「何だ？」

「さっき、迷めい宮きゆうの仕し掛かけには造つくった人の性せい格かくが反はん映えいされるって言ってたよね？」

「ああ、それが？」

　ミスリルの返事は上うわの空だった。十数枚まい目めの白いタイルに体重をかけ、次のタイルを足で探さぐっている。

「この迷宮を造ったのは、悪い奴やつだと思うんだ。あちこちに悪魔の像ぞうやレリーフがあるし、キマイラは暗黒魔法を使ってた。人間の骨ほねをあんなふうに手下にしてたのだって……」

「たぶんな」

　サーラは少し口ごもってから言った。

「あの……気を悪くしないでよ」

「何だ？」

「悪い奴って、たいてい黒が好きなんだよね」

　ミスリルの黒い顔が、一瞬ひきつった。次のタイルに踏み出しかけていた足が、ぴたりと止まる。

「……お前の言う通りだ」しばしの沈ちん黙もくの後、ミスリルは不気味なほど静かな口調で言った。「白が正せい解かいってのは、しっくり来ない」

　振ふり返って、タイルの数を数え直した。端から端まで三六列。今載っているタイルはその中間、一八列目だ。

　ミスリルはあらためて右足を前に出し、一九列目の白いタイルにそっと爪つま先さきを載せた。しかし、踏み出そうとしない。サーラはミスリルの横顔がひどく無む表ひよう情じようで、見たこともないほどこわばっているのに気がついた。

　肌はだが黒くなければ、顔が蒼あおざめているのが分かっただろう。

「……気がついて良かった」

「やっぱり？」

「ああ、罠だ」

　ミスリルはそろそろと足をひっこめた。今度は黒いタイルを探り、沈まないことを確かく認にんして足を載せる。

「ここからは黒が正解なんだ。ずっと白が正解だったから、油ゆ断だんして調べるのがおざなりになってた。白は安全だと思いこませて、白を踏ませるためのトリックなんだ」ミスリルは歯ぎしりした。「まったく、陰いん険けんな野や郎ろうだ」

　そこから先、二人は黒いタイルを踏んで進んだ。しかし、最後の三列に差しかかったところで、またミスリルは足を止めた。

「ちくしょう！」

「どうしたの？」

「ここだけ、また白が正解だ！」

　ミスリルは今や、会ったこともない迷宮の主に、激はげしい怒いかりを燃もやしていた。

「こいつは絶ぜつ対たい、歪ゆがんでやがる！」







　９　迷めい宮きゆうの守しゆ護ご者しや







　六人は最後の部屋に足を踏み入れた。

　これまでのどの部屋よりも大きな部屋だった。天てん井じようも高い。奥おくの壁かべには悪あく魔まか暗黒神を象かたどったものらしいグロテスクな石像が立っている。大きな翼つばさを持ち、背せ丈たけは人間の三倍はあった。頭部はドラゴンのようで、冷れい酷こくそうな眼めで侵しん入にゆう者しやを見下ろしている。左右の壁には、あの青い鉱こう石せきを埋うめこんだ石の円柱が並ならび、神しん殿でんのような雰ふん囲い気きだ。財ざい宝ほうを守る番人との戦せん闘とうを予期していたが、動くものは何もなかった。

　静かすぎるぐらい静かだ。

　石像の手前には祭さい壇だんのようなものがあった。大きな直方体形をしており、人間の背よりもいくらか高く、手前には階かい段だんがある。祭壇の上には燭しよく台だいのような形の金きん属ぞく製せいの台だい座ざがあり、黒い球体が載のっていた。

　サーラは息を吞のんだ。球体は真っ黒ではなく、かすかに赤くきらめいている。ランタンの光を反はん射しやしているのではなく、内側から光が洩もれているのだ。以前に見た、ザーンの水すい源げんを維い持じしている魔法のオーブと、大きさも色も違ちがうが似にた雰囲気があった。素人しろうとの目にも魔法の品だと分かる。

　じっと見ていると、説明のつかない畏い怖ふを覚える。子こ供どもの頭ほどしかない球体が、なぜか巨きよ大だいなものであるかのような圧あつ迫ぱく感を発しているのだ。内部に封ふうじこめられた力が、魂たましいにじかに伝わってくるようだ。

「あれが『力の宝珠オーブ』……」

「そのようね」

　確認のため、フェニックスは「魔法感知センス・マジツク」の呪じゆ文もんを唱えた。

「あの玉は間違いなく魔法の品ね。かなり強い反はん応のうがある」室内をぐるりと見み渡わたして、「他ほかには魔法の反応はないわね」

「あの彫ちよう像ぞうは？」とデイン。

「魔法はかかってないわ。ただの彫像よ」

「そりゃ良かった」メイガスはほっとした。「あの大きさのゴーレムとは、さすがに戦いたくねえからな」

　ミスリルは祭壇に歩み寄よった。階段を慎しん重ちように調べる。

「罠わなはないようだな……」

「そうか。じゃあ、ちょっくら──」

　階段を上ろうとするメイガスを、ミスリルが止めた。

「待て。まだ何かあるかもしれん」

　メイガスは笑った。「用心深いんだな！」

「そうじゃない。この迷宮の主の性せい格かくを信用できないだけだ。これで終わりってことはないはずだ」

　そう言って、階段の三段目に足をかけ、背せ伸のびをする。ちらっとだけ祭壇の上を覗のぞき見て、すぐに頭をひっこめた。

「水すい槽そうになってる」

「水槽？」

「ああ。オーブの台座より奥は、大きな穴あなになってるんだ。祭壇全体が空っぽで、中に水がたまってる」

「水は澄すんでたか？」デインが訊たずねた。

「ああ、澄んでるように見えた。危あぶなそうだから、中まで覗きこまなかったが」

「ということは、新しん鮮せんな水を供きよう給きゆうする仕し掛かけがあるんだろうな。そうでなかったら、とっくに蒸じよう発はつしてるはずだし」

「罠なの？」とサーラ。

「どうだろうな。何かの儀ぎ式しきに使うのかもしれないが……」

「いや、罠だ」ミスリルは断だん言げんした。「そう考えるべきだ」

「罠だとしても、どんな罠だ？」

「そこまでは分からん。俺おれもこんな仕掛けは初めてだ。だが、罠だと考えて間違いない」

　ミスリルは祭壇をにらみ、思案した。

「どんな罠なんだ……」

　何分もの沈ちん黙もくが続いた。ミスリルはもちろん、サーラたちも、この部屋に隠かくされた最後の罠を見み破やぶろうと、懸けん命めいに思考をめぐらせている。メイガスだけは、目の前にある財宝を早く取りたくていらいらしていた。

「俺の考えでは」ミスリルがようやく口を開いた。「何か侵入者をおびえさせる仕掛けがあるんだと思う」

「おびえさせる？」とサーラ。

「怪かい物ぶつなのか、幻げん影えいなのか、毒ガスか、それは分からん。侵入者は恐きよう怖ふに陥おちいって、逃にげ出そうとする。もちろん、出口はひとつしかない──あの罠のある通路だ」

「だが、罠があることはもう知ってるぞ」メイガスが反はん論ろんする。

「ああ。しかし、慌あわてふためいた状じよう態たいで、それを覚えていられるか？　覚えていたとしても、走りながら正せい確かくにタイルを踏ふめるか？　最初の三列は白、次の一五列は黒、最後の一八列は白だ。どうだ？」

　メイガスはうなった。「確たしかに難むずかしいな……」

「だろ？　逃げようとする者は、そこにあると分かってる罠にひっかかることになる。この迷めい宮きゆうの主の性格からして、そういう皮肉なことを考えてやがると思うんだ」

「じゃあ、どうするの？」とサーラ。「このまま帰るわけにもいかないでしょ？」

「もちろんだ。お宝たからを目の前に引き下がるなんて、盗とう賊ぞくのプライドが許ゆるさん」

「その推すい理りが正しいとして」デインの表ひよう情じようはいつになく引き締しまっていた。「僕ぼくたちにできる最さい善ぜんの方法は、何が起きても逃げ出さずに、この部屋にとどまることだな。怪物が現あらわれても、踏みとどまって戦うんだ」

「毒ガスだったら？」とフェニックス。

「その場合は余よ裕ゆうがある。息を止めて、ゆっくりと通路を後こう退たいすればいい」

「ミスリルの推理が間違ってたら？　何か別の仕掛けだったらどうするの？」

「もちろんそういう可か能のう性せいはあるさ。でも、考えていてもしかたない。ミスリルの推理に賭かけてみよう」

　フェニックスは眉まゆをひそめた。「ミスリルを信じないわけじゃないけど、勝しよう率りつの分からない賭けに乗りたくはないわ」

「俺は乗るぜ！」メイガスが誇ほこらしげにハルバードを振ふり上げた。「ここまで来て、びびって引き下がれるかよ！」

「だって……」

「僕だって、正直言えば気が進まない」デインはフェニックスを説得しようとする。「生まれたばかりの息子むすこを父ててなし子ごにはしたくない。だが、これぐらいの危き険けんは覚かく悟ごしないと、冒ぼう険けん者しやとしてやっていけないじゃないか」

　それから、サーラとデルの方を振り返って、

「お前たちは出てていいんだぞ。危険をともにする必要はない」

　サーラは少女の手がぎゅっと握にぎり締めてくるのを感じた。横を向かなくても、隣となりに立つデルがどんな表情を浮うかべているかは分かる。彼女が何を考えているのかも──自分も同じ心しん境きようなのだから。

　不必要な危険を冒おかす必要はない、と理性は言っている。未知の恐怖から逃げ出したいという気持ちもある。自分が死ぬこと以上に、恋こい人びとを巻まきこんで死なせてしまうことも恐おそろしい。部屋の外で待つ決断をしても、誰だれも臆おく病びようだと非ひ難なんしたりはしないだろう。すべての判はん断だん材料は、部屋を出るべきだと告げている。

　それでもサーラは言った。

「ここに残る」

「どうして？」

「仲間……だから」

　その言葉を口にするのは恥はずかしかったが、同時に少し誇らしくもあった。

「怪物と戦うなら、戦力は少しでも多い方がいいでしょ？」

「無理しないでいいのよ」フェニックスは心配そうだった。「いくら財ざい宝ほうが手に入ったって、あなたたちに死なれたら寝ね覚ざめが悪いわ」

「僕だっていっしょだよ。自分たちだけ安全なところにいて、みんなが死んじゃったら寝覚めが悪い」少年は微笑ほほえみを大人たちに投げかけた。「だからみんなで全力で戦って、いっしょに生き残ろうよ。ね？」

「まったく」フェニックスは苦く笑しようした。「偉えらそうなことを言うようになったわね」

「お前はどうなんだ？」とミスリル。

「私？　決まってるじゃない。一人だけ逃げるわけにいかないわ」

　フェニックスの表情から憂うれいが消え、いつもの快かい活かつさが戻もどってきた。

「仲間なんだから」

　それで決まりだった。




　デインたちが作戦を練る間、サーラはデルに話しかけた。

「ごめん。勝手に決めちゃって……」

「いいのよ」少女はささやいた。「あなたに従したがうわ。あなたについて行くって決めたんだから。死ぬ時はいっしょよ」

「死なないよ」サーラは笑った。「みんなで生きて帰って、幸せになるんだ」

　やがて作戦が決まった。祭さい壇だんにオーブを取りに行くのは、フェニックスが魔ま法ほうで創つくり出すストーン・サーバントの役目だ。その間、全員、柱の背はい後ごに隠かくれている。壁かべや柱や石せき像ぞうには仕し掛かけがないことははっきりしていた。怪あやしいのは祭壇だけだ。怪かい物ぶつが現われるか、毒ガスが噴ふん出しゆつするかしても、祭壇から離はなれていれば身を守れる可能性が高い。

　戦せん闘とうに備そなえ、サーラは腰こしから愛用のダガーを抜ぬいた。戦うためではない。ダガーにこめられた魔法を発動させ、味方を援えん助じよするためだ。

「刃やいばよ、デインとメイガスに助力を」

　キーワードを唱えると、デインのレイピアとメイガスのハルバードの刃に、白い魔法の輝かがやきが宿る。これで切れ味が鋭するどくなると同時に、実体を持たない亡ぼう霊れいやガス状じようの魔法生物など、普ふ通つうの武ぶ器きでは傷きずつかない怪物をも斬きれるようになるのだ。

　すでにみんなは背せ負おい袋ぶくろを床ゆかに置き、身軽になっている。いつでも戦闘に突とつ入にゆうできる態たい勢せいだ。

　準じゆん備びが完かん了りようすると、フェニックスは懐ふところから拳こぶし大だいの石を取り出し、床に転がして呪じゆ文もんを唱えた。石はむくむくと膨ぼう張ちようし、ほんの数秒で人の形になる。身長はサーラと同じぐらい。ゴブリンを思わせる不ぶ格かつ好こうな体形で、全体がごつごつした石でできている。顔にはおおまかな造ぞう作さくがあるだけで、眼めも口もない。どうやってものを見ているのか、サーラはいつも不思議に思うのだった。

「あのオーブを取ってきなさい」

　フェニックスが命じると、ストーン・サーバントはよたよたと歩きはじめた。他の多くのゴーレムと同様、自分の意い志しはなく、術じゆつ者しやの命令に忠ちゆう実じつに従うのだ。壊こわされるまで永えい遠えんに動き続けるボーン・サーバントと異ことなり、一時間で元の石ころに戻ってしまうという欠点はあるものの、ボーン・サーバントよりいくらか頑がん丈じようで、ガーゴイルぐらいなら互ご角かくに戦える。

　ストーン・サーバントは祭壇を上がりはじめた。一同は柱の蔭かげから顔を半分だけ覗のぞかせて、それを見守っていた。やはり階かい段だんには仕掛けはないらしく、何事も起きない。ここまでは順調だ。あと数歩で頂ちよう部ぶに達し、手がオーブに触ふれる……。

　最後の段に足をかけたとたん、オーブの背後から水しぶきが上がった。その中から白く巨きよ大だいなものが飛び出し、ストーン・サーバントに襲おそいかかる。

　サーラは悲鳴を上げそうになった。巨大な蛇へびのような生物の骨ほね──特大のボーン・サーバントなのだ。空中にしなやかにくねる長い脊せき椎ついは、露ろ出しゆつしている部分だけでも大人の背の倍はあり、先せん端たんについた頭ず蓋がい骨こつは子こ供どもの胴どう体たいほどもある。牙きばの生えた口をかっと開いて、ストーン・サーバントの頭に嚙かみついた。戦闘の指し示じを与あたえられていないストーン・サーバントは、抵てい抗こうするそぶりさえ見せない。骨の怪物に空中高く持ち上げられ、祭壇の片かた隅すみに叩たたきつけられる。

　フェニックスは呆ぼう然ぜんとなり、指示を出す暇ひまもなかった。一度目の打だ撃げきで、ストーン・サーバントの脚あしが欠け落ちた。二度目の打撃で、あっけなく全身が砕くだけた。

　石の破は片へんを吐はき出すと、巨大なボーン・サーバントは長い首をぐるりとめぐらせ、頭蓋骨に開いたうつろな眼がん窩かで侵しん入にゆう者しやたちを睥へい睨げいした。サーラは恐きよう怖ふのあまり、身動きできなかった。

　怪物は柱から身を乗り出していたメイガスに気づき、のっそりと祭壇から這はい出してきた。水中から出てくると、背中に折り畳たたまれていた二本の枯かれ木のようなものが勢いきおいよく広がり、ぱっと水しぶきをまき散らす。皮ひ膜まくを失った翼つばさだろう。手足はなかったが、長い胴をくねらせ、巨体に似に合あわぬ速さで階段を滑すべり降おりてくる。

　からからからから……肋ろつ骨こつが階段とこすれ合い、木もつ琴きんのような乾かわいた音を立てた。長く水中にひそんでいたため、全身から水をしたたらせている。

　ようやく尻尾しつぽの先が祭壇から現あらわれた時には、すでに蛇型ボーン・サーバントの頭部は階段を降りきって、部屋を横切り、メイガスの目前に迫せまっていた。全長はゆうに人間の一〇倍はあるだろう。

　われに返ったミスリルが、メイガスを援えん護ごするために炎ほのおの矢をぶつけた。フェニックスも一いつ瞬しゆん遅おくれて電撃を放つ。室内にオレンジと白の光が続けざまにフラッシュした。炎と電光が骨の表面ではじけたが、たいして傷ついているようには見えない。怪物はひるみもせずにメイガスに突進してゆく。

「この！」

　メイガスは迎むかえ撃うとうとしたが、重いハルバードをスイングするのがわずかに遅れた。怪物の頭部がドワーフの胸むねをかすめる。骨ほねと金きん属ぞく鎧よろいがこすれ合い、嫌いやな音がする。メイガスはよろめきながらも、通つう過かする首に向かってハルバードを振ふり下ろした。不安定な姿し勢せいから放ったにもかかわらず、輝かがやく刃やいばは怪かい物ぶつの首くび筋すじに食いこんだ。だが、切せつ断だんするには至いたらない。怪物はうるさそうにそれを振り払はらった。
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　今やメイガスは壁かべ際ぎわに追い詰つめられていた。あせっているのか、振り回すハルバードはなかなか当たらず、逆ぎやくに牙で腕うでや脚を傷きずつけられていた。デインは援えん護ごに駆かけつけたかったが、怪物は骨の翼をはばたかせ、長い尾おを室内いっぱいに振り回して、他の者を寄よせつけない。ミスリルとフェニックスは、柱に半身を隠かくしながら、あまり役に立たない魔ま法ほうを放ち続けていた。サーラたちはというと、尾の攻こう撃げきをよけるので精せいいっぱいで、近づくこともできなかった。やむなく祭さい壇だんの背はい後ごに退たい避ひする。

　怪物は大きく首を振り回した。頭蓋骨がメイガスの左ひだり脇わき腹ばらを直撃する。ドワーフの丸っこい体は吹ふき飛ばされ、壁に叩きつけられた。

「メイガス！」

　サーラは叫さけんだ。メイガスは気を失ったのか、身動きしない。

「偉い大だいなるチャ＝ザよ！」デインが早口で治ち癒ゆ魔法を詠えい唱しようした。「わが友メイガスに加護を……！」

　怪物はメイガスに興きよう味みを失ったらしく、今度はデインに向かってきた。デインはレイピアを構かまえたものの、勝てる気はまったくしなかった。重量のあるハルバードならともかく、こんな骨だらけで肉のない怪物に、細身の刃は物ものはあまり役に立たない。

　ミスリルとフェニックスはというと、さっきから魔法の連発で、すでに精神力が限げん界かいに近かった。怪物の表面には焦こげ跡あとがいくつもできており、肋骨も何本か欠け落ちていたが、それでも動きはほとんど鈍にぶっていない。

　ボーン・サーバントは三人の前で立ち止まった。長い首を揺ゆらし、次の獲え物ものを選んでいるようだ。デインは焦しよう燥そうにかられ、怪物を前にして立ちすくんでいた。このままでは全ぜん滅めつは避さけられない。危き険けんを冒おかして、罠わなのある通路から撤てつ退たいすべきか……？

　その時、祭壇の背後を回りこんで、サーラが飛び出した。倒たおれているメイガスに駆け寄り、助け起こそうとする。

　その動きに怪物は惹ひきつけられた。首をぐるりとめぐらせ、少年に顔を向ける。サーラはぎょっとして立ち止まった。怪物は大きく口を開け、飛びかかろうという体たい勢せいだ。あんなので嚙かみつかれたら、一撃で食いちぎられてしまう……。

　だが、なぜか怪物は襲ってこない。立ちすくんでいる少年を目の前にして、なぜかためらっているように見える。

「サーラ、逃にげて！」

　祭壇の蔭かげから身を乗り出し、デルが叫んだ。そのとたん、怪物は今度はデルの方を向いた。

　サーラははっとした。

「デル、動いちゃだめだ！」

　怪物はサーラに向き直った。サーラは動きを止めた。怪物の動きも止まる。

　メイガスがうめきながら起き上がろうとしていた。怪物は再ふたたびメイガスに向き直り、嚙かみつこうとする。

「メイガス、動かないで！」サーラは懸けん命めいに叫んだ。「みんなも動いちゃだめだ！　こいつは動くものに襲おそってくるんだ！」

　その叫びがまたも怪物の注意を惹きつけた。怪物は首をすばやくひねり、サーラに襲いかかろうとする。逃げるのは間に合わない。サーラは覚かく悟ごを決めた。息を止め、眼めをぎゅっと閉とじて静止する。

　一秒、二秒、三秒……怪物は襲ってこない。サーラはそろそろと薄うす目めを開けた。

　誰も動いていなかった。メイガスは床ゆかに這はいつくばったまま息を殺しているし、他の四人もサーラと同様、凍こおりついたように立ちつくしている。ボーン・サーバントは床にとぐろを巻まき、長い首をもたげて室内を見回しながら、途と方ほうに暮くれているように見えた。

　息が苦しくなってきた。だが、息を吐はくわけにはいかない。指一本も動かせない。この状じよう況きようでは、どんな些さ細さいな動作でさえも怪物の注意を惹いてしまう……。

　一分近くが過すぎた。このまま永えい遠えんににらみ合っていなくてはならないのかと不安になりかけた頃、怪物があきらめたように動き出した。巨きよ体たいをひきずって祭壇に戻もどり、ゆっくりと階かい段だんを這い上がってゆく。

　やがて怪物の体が完全に水すい槽そうの中に消えると、一同はようやく息を吐くことができた。

「あれは……何？」デルが震ふるえる声でつぶやく。

「ワイバーンに似にてたけど、脚あしがなかった」サーラの声もひどく震えている。「ドラゴンでもなさそうだし」

「ワームだ……」

　メイガスがハルバードを杖つえにして、よろよろと起き上がった。鎧よろいがあちこち破は損そんしている。九死に一生を得て、さすがにその顔は蒼あおざめていた。

「翼つばさのある蛇へびだ。ドラゴンほどじゃないが、かなり強い──骨ほねになってもな」

　六人はまだショックで呆ぼう然ぜんとなっていた。もう少しで全滅するところだったのだから、無理もない。怪物に対する恐きよう怖ふと助かった安あん堵ど感が混まざり合い、それに戦せん闘とうの疲ひ労ろうが重なって、まともにものを考えられる状態ではなかった。

「勝てないな……」

　ミスリルが打ちのめされた様子で、ぽつりと言った。

　みんな同感だった。せめてレグがいれば──いや、一人ぐらい戦力が増ふえても大差あるまい。全滅はまぬがれても、一人か二人死ぬのは避けられそうにない。

「あきらめる？」とフェニックス。

「……いや、まだだ」メイガスが不ふ敵てきな笑えみを浮うかべる。「お宝たからがそこにあるのに、あきらめられるもんか」

　その想おもいは他の者も同じだった。ショックから回かい復ふくするにつれ、冒ぼう険けん者しやとしてのプライドが、むくむくと頭をもたげてくる。あの巨大ボーン・サーバントは確たしかに恐おそろしい。しかし、すぐ目の前にある宝をみすみす見み逃のがすのも悔くやしい。

「何としてでも戦闘は避けたい。作戦を考えないとな」デインは腕うでを組んだ。「オーブを取りに行こうとしたら、必ず水中にいるあいつに姿すがたを見られ、攻こう撃げきされる……ロープか何かで台だい座ざを引き倒たおせないだろうか？」

「無理だな」とミスリル。「台座は固定されてるし、オーブ自体もかなりがっちりと台座にはめこまれてるように見える」

「姿を消す魔ま法ほうがあったんじゃない？」サーラがミスリルに訊たずねた。「姿を消してこっそり近づいたら？」

「ああ。だが透とう明めい化かの魔法は精せい神しん集中が必要だ。オーブを台座から取りはずす作業をやってる時に、集中が途切れる危き険けん性せいが高い。あまりやりたくないな」

「あの通路におびき寄よせたらどうだ？」メイガスが提てい案あんした。「奴やつを罠わなにかけて自滅させるんだ」

「いや、だめだろう。たぶん迷めい宮きゆうの主はそこまで計算して、通路の中まで追わないように命令してるはずだ」

「じゃあ、通路の中からちまちまと魔法で攻撃するってのは？　何十発もぶつけりゃ、奴もくたばるはずだ。時間はかかるが、安全だ」

「無む茶ちや言わないで」すでに精神力を使い切ってふらふらのフェニックスが、弱々しい口調で抗こう議ぎした。

「もう魔法は無理か？」

「そりゃあ回復すればどうにかなるわ。まだ魔ま晶しよう石せきもあるし──でも、あいつが水中に隠かくれてるかぎり、いくら『火の玉フアイアボール』を撃うちこんだって、たいして効こう果かはないでしょうね。そのための水槽なのよ。それに、オーブに近すぎる。強力な攻撃魔法をぶつけたら、オーブに傷きずがつくかもしれない」

「ううむ、そうか」メイガスは頭をかいた。「じゃあ、水槽から外におびき出して……」

「だから、誰だれがおびき出すの？　誰が囮おとりになって、あいつの攻撃を引き受けるの？　あなた？　それじゃ、さっきと同じことじゃない」

「魔法で幻げん影えいを出せば？」

「ああいう魔法生物の知覚は、生き物とは違ちがう。うまくだませるかどうか分からないわ。それに、魔力を消しよう耗もうするのは同じことよ」

　大人たちの議ぎ論ろんは白熱したが、なかなか結論が出なかった。サーラも頭をひねったが、いい案が浮かばない。当然だろう。迷宮の主だって馬ば鹿かではない。子こ供どもに容よう易いに出し抜ぬかれるような罠など仕し掛かけるはずがない……。

「やっぱり無理なのかしら……」

　デルが悲しそうにつぶやく。だが、サーラはそうは思わなかった。冒険者を志こころざしてもう一年、最初は何もできないひよっ子だったが、努力を重ねるうち、無理だと思えたことをいくつも可か能のうにしてきた。無理だと思って最初から挑ちよう戦せんしなければ、不可能は可能にならないのだ。

　これまで学んだことの中で、応おう用ようの利きくものがないか思い起こしてみる。過か去こに出会った怪かい物ぶつの中で、あのボーン・サーバントに近いものと言えば、海岸の洞どう窟くつに棲すんでいたワイバーンだろうか。あの時、デインたちはあらかじめ洞窟の入り口の上に大量の丸太を仕掛けておいた。ワイバーンを入り口までおびき出して、それを落下させ、下した敷じきにして動きを封ふうじたのだ。だが、ここには丸太なんてない。あるのは石柱と石せき像ぞう……。

「あ……」

　名案がひらめいた。

「ねえ、あの石像、動かせないかな？」




　フェニックスは魔晶石の力を借り、さらに二体のストーン・サーバントを創つくり出した。それを石像の背せ中なかによじ登らせる。ここは祭さい壇だんからは死角になっているから、ボーン・サーバントを刺し激げきすることはない。

　そいつらの位置を決めるのが難むずかしかった。なるべく高い位置の方がいいが、石像の肩かたから頭を突つき出すと見つかってしまう。結局、背中から生えた二枚まいの翼つばさのつけねを選んだ。慎しん重ちように指し示じを与あたえ、腕をしっかり翼にしがみつかせる一方、脚あしは背後の壁かべに突っ張ぱらせる。

「こんなものかしらね」フェニックスは自信なさそうだった。「うまくいくかどうか分からないけど」

「とりあえず試ためしてみる価か値ちはある」とデイン。「失敗したら、別の方法を試せばいいだけのことだ」

　一同は通路まで撤てつ退たいした。罠わなのタイルを踏ふまないように注意して、待機する位置を決める。

「僕ぼくがいいと言うまで、絶ぜつ対たいに足を動かすな。成功だろうと、失敗だろうとな。踏み出す時も、タイルを間違えるなよ」

　全員にあらためて注意を徹てつ底ていしてから、デインはフェニックスに言った。

「はじめてくれ」

　フェニックスはうなずき、ストーン・サーバントに呼よびかけた。

「その石せき像ぞうを揺ゆらしなさい！」

　ストーン・サーバントは壁に突っ張った脚に力をこめた。一体で大人二人分ぐらいの怪力がある。人間にとっては苦行でも、不満ひとつ洩もらさずに実行する。

　最初のうち、巨きよ大だいな像は微び動どうだにしなかった。やはり失敗か──と思われたが、やがて少しずつ揺れはじめた。その揺れがだんだん大きくなってくる。

　突とつ然ぜん、祭壇の中からボーン・サーバントが飛び出してきた。揺れる石像に猛もう然ぜんと体当たりし、その顔面に嚙かみつく。

　だが、さしもの鋭するどい牙きばも、石のかたまりには通用しない。がりがりという音を立てて、逆ぎやくに牙の方が削けずれてゆく。さらに尻尾しつぽを石像の脚にからみつかせ、骨ほねの翼で像の両りよう腕うでを打つ。そんなことは意に介かいさず、ストーン・サーバントは石像を背はい後ごから揺らし続ける。

　ボーン・サーバントは空むなしい攻こう撃げきを続けた。そいつに与えられた命令は、室内にいる動くものすべてを攻撃すること。生命を持とうと持つまいと関係ない──だからさっき、オーブを取ろうとしたストーン・サーバントが攻撃されたのだ。

　迷めい宮きゆうの主にしてみれば、侵しん入にゆう者しやがストーン・サーバントやアンデッドを操あやつることを予期して、生命を持たないものでも攻撃するよう指示しておいたのだろう。それを逆さか手てに取られるとは予想外だったに違いない。

　ボーン・サーバントが暴あばれた拍ひよう子しに、石像がひときわ大きく傾かたむいた。その瞬しゆん間かん、怪物は慌あわてて逃のがれようとするかのように身をくねらせた。だが、石像にからみつかせた尻尾をほどくのに手間取った。もがいている間に、石像が倒たおれかかってきた。

　石像はボーン・サーバントを下敷きにして、祭壇に激突した。大だい音おん響きようとともに水槽の壁が壊こわれ、水がどっと流れ出す。

「行くぞ！」

　デインの合図で、冒ぼう険けん者しやたちは通路から飛び出した。床ゆかにあふれた水をけたてて、祭壇の向こう側に回りこむ。

　ボーン・サーバントは苦く悶もんしていた。潰つぶれてはいなかったものの、胴どう体たいを祭壇と石像の間にはさまれ、身動きが取れない。翼も片かた方ほう、無残に折れていた。頭をもたげ、口を開いて侵入者たちを威い嚇かくするが、その口からは牙が欠けている。体の自由が奪うばわれているため、動きもひどく鈍にぶかった。

「この野や郎ろう！」

　さっきのお返しとばかり、メイガスが打ちかかった。

　そこから先は蛇だ足そくでしかなかった。メイガスがハルバードを振ふり下ろすごとに、怪物は傷きずつき、しだいに弱まっていった。何度目かの打撃で、ついに頭ず蓋がい骨こつを叩たたき割わられた。怪物は尻尾をぴくぴくと震ふるわせたのを最後に、動かなくなった。

「ざまあみやがれ！」

　メイガスは誇ほこらしげにハルバードを振り上げ、勝ち鬨どきをあげた。

「おっと、そうだ。お宝たからお宝」

　疲つかれを癒す間も、勝利の余よ韻いんにひたる間もなく、彼は身をひるがえした。祭壇の正面側に戻もどってくると、階かい段だんを駆かけ上がる。二〇年も探さがし求めてきた財ざい宝ほうを、間近からしげしげと眺ながめた。

「おお……」

　思わず感かん嘆たんの声が出た。オーブは台だい座ざから伸のびた三本の爪つめで固定されている。表面は闇やみのように黒かったが、ところどころにひび割れのように見えるものがあり、そこから毒々しい赤い光が洩れていた。光はちらちらと揺れ、脈動するかのように明るさを変化させている。何かが内部で燃もえているようだが、不思議に熱さは感じない。精せい霊れい使つかいにのみ見えるという生命のオーラというのは、こういう印象なのだろうか。

「へへへ、ついにこれが……」

　彼はハルバードを下に置くと、ショート・ソードを抜ぬいた。眼めを欲よく望ぼうでぎらぎらさせ、期待に息を弾はずませながら、黒いオーブに近づく。オーブと台座の間に刃やいばを差しこみ、えぐり取ろうとする。

「待って！」

　フェニックスの声に、メイガスは手を止めた。

「何だよ。用なら後にしてくれ」

「いいえ。今言わなきゃいけないの。それを手に取る前に、話を聞いて欲ほしいの」

　彼女はひと呼こ吸きゆうしてから、胸むねに秘ひめていた真実を吐はき出した。

「ここはギャラントゥスの迷宮なの。そして、それはあなたが考えているようなものじゃない──『悪あく魔まのエッセンス』なのよ」
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　ギャラントゥス。

　サーラはその名を知っていた。最初に誰から聞いたのかは覚えていない。死んだ母からだったのかも。何にせよ、小さい頃ころから何度も耳にしており、忘わすれることのできない名だった。人形遊びの中で、しばしばそれを宿しゆく敵てきの名として使っていた。

　何百年も前、現げん在ざいのザーン近辺にいたと伝えられている邪じや悪あくな魔ま術じゆつ師し。暗黒神を崇すう拝はいし、魔ま獣じゆうを操あやつり、美しい娘むすめをさらって生いけ贄にえにしようと企たくらむが、最後は勇者の剣けんに倒たおされる、おとぎ話の中の典型的な悪役──あまりにも型にはまりすぎていて、かえって現実味に欠ける存そん在ざい。

　それが実在したとは。

「……どういうことだ」

　ショート・ソードにかけた手を止めて、メイガスは探さぐるような視し線せんをフェニックスに向けていた。

「黙だまっていてごめんなさい。黒いオーブと聞いた時から、もしやという予感はしていたの。でも、今まで確かく信しんがなかったし、魔術師ギルドの秘ひ密みつ事じ項こうだったから、軽々しく口にできなかった……」

　フェニックスは静かに眼を閉とじた。

「でも、今は確信できる。この迷宮全体の禍まが々まがしい雰ふん囲い気き、それにそのオーブの特とく徴ちよう──ギャラントゥスの伝でん承しように一いつ致ちするのよ」

「詳くわしく聴きかせてくれ」デインが一歩前に出た。「魔術師ギルドの秘密事項というのは？」

　フェニックスはしかたなく、すべてを語りはじめた。

「一年も前になるかしら。ギルドマスターのヴリルから、ギルドに所しよ属ぞくする魔術師の何人かに、極ごく秘ひの指令があったのよ。伝承にあるギャラントゥスの迷宮を見つけて、『悪魔のエッセンス』を入手しろって」

「エッセンスって？」とサーラ。

「生きているものにはみんなエッセンスがある。生命を支ささえている、目に見えない要よう素そのことよ」

「魂たましいみたいな？」

「魂とは違ちがうわ。エッセンスは生き物の姿すがたや特徴を決定するの。人間には人間のエッセンスがある。エルフにはエルフの、ドワーフにはドワーフの……エッセンスは親から子へと受け継つがれる。だから子こ供どもは親に似にるの。ゴーレムやアンデッドはエッセンスを持たないから、子供を作れないのよ。

　魔獣創そう造ぞうの技ぎ術じゆつにはいくつかあるらしいけど、そのうちのひとつが、動物からエッセンスを取り出して別の動物に注入する方法だったのよ。そうやって複ふく数すうの動物が合体した生物を生み出すの。どんな組み合わせでもうまくいくわけじゃないわ。死んでしまったり、元の動物より弱くなってしまう場合も多い。でも、古代の魔術師たちは試行錯さく誤ごを繰くり返して、ある種の組み合わせによって強力な魔獣が生まれることを発見したの。ライオンと山や羊ぎと蛇へびでキマイラ。ライオンとサソリとコウモリでマンティコア。人間と蛇でラミアやテルキーネス……」

「じゃあ、『悪魔のエッセンス』って……！」

　サーラは驚おどろいて、黒い球体に目を向けた。その内部で脈動する赤い光が、急に禍々しさを増ましたように感じられた。

「そう。どういう方法かは分からないけど、ギャラントゥスは魔界から召しよう喚かんした悪魔と交こう渉しようして、その肉体からエッセンスを取り出すことに成功したのよ。それもグレーター・デーモンから」

　グレーター・デーモン──その名にサーラは震ふるえ上がった。悪魔の中でも上級の存在である彼らは、強力な暗黒魔法や古代語魔法の使い手で、たった一体でもたいていの冒ぼう険けん者しやパーティをあっさり壊かい滅めつさせられると言われている。幸い、ほとんどは魔界にいて、こちらの世界に現あらわれることはめったにない。

「どうしてそんなことを？」

「ギャラントゥスは地上で最強の存在になることを夢見ていたの。自ら悪魔と合体して、悪魔の力を身につけ、人々を恐きよう怖ふで支し配はいしようとしたのよ。でも、そのためには最後の儀ぎ式しきの材料が必要だった。悪魔のエッセンスと融ゆう合ごうするための、にかわのようなものが。それによってオーブの封ふう印いんが解とかれ、悪魔のエッセンスはオーブを手にした者と融合するの。それが──」

　フェニックスは少しためらってから、汚けがらわしそうに言った。

「処しよ女じよの生き血」

　室内はしんと静まりかえった。

「それも温かくて新しん鮮せんな血が大量に必要だった。オーブを真っ赤に染そめるだけじゃなく、自らも血まみれになるほどの……」

「それで……」サーラの声はかすれていた。「若わかい娘むすめを探さがしに出たんだね？」

「ええ。そこから先は伝承に語られている通りよ。彼はカーリという美しい娘に目をつけて、さらおうとした。でも、勇ゆう敢かんな若者にはばまれた。若者はカーリを愛し、故こ郷きようの村に連れ帰って結けつ婚こんしようとした。よほど悔くやしかったんでしょうね。ギャラントゥスは他の娘には目もくれず、あくまでカーリに執しゆう着ちやくしたの。魔ま獣じゆうを引き連れて村を襲おそい、結婚式場から花はな嫁よめを略りやく奪だつしようとした。若者は村を守って勇敢に戦い、最後はギャラントゥスと相あい討うちになって果てた。その若者の名は──」

　彼女はサーラを見た。

「勇者サーラ」

　少年は寒気にも似た奇き妙みような戦せん慄りつを覚えた。何というめぐり合わせだろうか。吟ぎん遊ゆう詩し人じんの父がつけた名前──その名の由来となった伝説の勇者と重大な関かかわりを持つ魔ま術じゆつ師しの迷めい宮きゆうに、今、自分は立っているのだ。

　運命というものを、少し信じたくなってきた。

「もしかしたら、あのキマイラは、主を倒たおした勇者の名前を知っていたのかもしれないわね。私たちはあの時、あなたの名前を呼よんだ。キマイラはあなたを、勇者サーラの子孫か何かと勘かん違ちがいして、復ふく讐しゆうしようとしたのかも……」

「で」オーブのそばで突つっ立ったまま、メイガスは苛いら立だっていた。「何が言いたいんだ、結局？」

「そのオーブはとてつもなく邪じや悪あくで危き険けんなものだってことよ。悪人の手に渡わたれば、恐おそろしいことになる……」

「じゃあ、手を触ふれるなってのか⁉　あれだけ苦労したってえのに、ここに置いていけと？」

「そうじゃない。ここに置いていっても、危険は同じよ。いずれ誰だれかがここを見つけて取りに来る。それより、魔術師ギルドで厳げん重じゆうに保ほ管かんすべきだわ」彼女は真しん剣けんな表ひよう情じょうで手を差し伸のべた。「お願い、メイガス。それを魔術師ギルドで預あずからせて。もちろん、ただとは言わない。適てき切せつな価か格かくで買い取るわ」

「ちょっと待った」ミスリルが進み出た。「魔術師ギルドは信用できるのか？」

　フェニックスは驚いて振ふり返る。「何ですって？」

「その、秘ひ密みつ裏りにメンバーに指令を出してたってところが気に食わん。ヴリルがオーブの悪用を企たくらんでいないという保ほ証しようはあるのか？」

「ヴリルは……そんな人じゃないわ」だが、そう言うフェニックスの口調は、どこか自信なさげだった。「確たしかに野心家ではあるけど、悪人じゃない。ましてや、自分の肉体を悪魔と合体させるなんて……そんなおぞましいこと、考えるわけないわ」

「ああ、まったくだ」メイガスが唇くちびるを歪ゆがめて笑った。「まともな頭の持ち主なら、そんな馬ば鹿かなことはしねえよな」

「だが、世の中には馬鹿がいる」ミスリルは断だん言げんした。「げんにギャラントゥスという野や郎ろうはそうだったんだろう？」

「それはそうだけど……」

「ヴリルに野心がなくても、他の誰かがオーブに目をつけるかもしれん。こっそり倉庫から盗ぬすみ出すってことも考えられる」

「管理は厳重よ」

「どうだかな。魔術師ギルドじゃ、過か去こにも魔法の品がいくつか紛ふん失しつしたって不ふ祥しよう事じがあったって聞くぞ」

　温おん厚こうなフェニックスもさすがに立りつ腹ぷくした。「じゃあ、どうしろって言うの？」

「盗とう賊ぞくギルドで保管する方がまだ安全だ。盗みの名人ばかりだから、かえって盗賊よけの仕し掛かけは万全だ」

「ダルシュがオーブを悪用しないという保証は？」

　今度はミスリルがむっとなった。「彼は立りつ派ぱな男だ。信しん頼らいできる」

「それこそあてにならない話だわ」フェニックスは早口でまくし立てた。「あなたはどうだか知らないけど、私はダルシュが立派な人格者だとは思えない。彼が裏うら工こう作さくに長たけた人物だってことは、みんな知ってるわ。たとえダルシュに悪意がなくても、それこそ彼の部下の中から悪人が現あらわれるかもしれないし……」

「だったらどうしろって言うんだ⁉」

「まあまあ」デインが困こまった顔で割わって入った。「とりあえずその話は、オーブを持って帰ってからにしないか？　ここじゃまずい」

　ミスリルとフェニックスは冷や水を浴びせられ、互たがいにばつが悪そうな顔で視し線せんをそらせた。確かにこんな迷宮の奥おく深ぶかくで言い争うのは、冒ぼう険けん者しやとしてやってはならない愚おろかな行こう為いだ。まだ帰り道に戦せん闘とうが控ひかえているかもしれない。険悪になった状じよう態たいでは、チームワークに期待できない。

「じゃ、とりあえず……」

　メイガスはあらためてショート・ソードの柄つかに手をかけ、「ふん！」と力をこめた。ドワーフの怪かい力りきで、オーブは台だい座ざからはずれた。転がり落ちそうになるのを、すかさず左手で受け止める。

「はあ……」

　ようやく手にした宝たからを感かん慨がい深ぶかげに見つめ、メイガスは会心の笑えみを洩もらした。それから階かい段だんを下りてくると、ミスリルたちに向かってオーブを差し出し、

「で、どっちに預あずけりゃいいんだ？」

　ミスリルとフェニックスは、ちらっと互いの顔色をうかがった。こんな状じよう況きようでは、自分に渡わたせと言い出せるわけがない。

「チャ＝ザ神しん殿でんに持ちこむという選せん択たく肢しもないではないが……」

　と口にしたデインだったが、それでは三人でオーブを奪うばい合うことになり、かえって議ぎ論ろんをややこしくすることに気がついて、慌あわてて咳せき払ばらいをした。

「どうするかは帰ってから話し合おう。それまで君が預かっててくれ、メイガス」

「分かった」

　メイガスはうなずくと、そそくさと自分の背せ負おい袋ぶくろにオーブをしまいこんだ。




　一行は通路を戻もどって行った。来た時と同様、先頭はミスリルとサーラ、次にデインとフェニックス、最後にデルとメイガスという順だ。

　サーラたちは入ってきた時と同様、足で罠わなを探さぐりながら、一歩ずつ進んだ。まさか行きと帰りで罠が変化するということはないと思うが、念のためだ。安全が確かく認にんされたら、仲間を呼よび、一人ずつ歩かせる。万が一、間ま違ちがったタイルを踏ふんでしまっても、犠ぎ牲せい者しやは一人で済すむ。

　研究室に戻るところまでは、何の支し障しようもなかった。その次の通路を、ボーン・サーバントの群むれと戦った部屋へと進む。ミスリルとサーラ、デイン、フェニックス……。

　だが、次のデルがなかなかやって来ない。

「どうしたの、デル？」

　サーラは通路の奥に呼びかけた。ここからでは研究室にいるデルたちの姿すがたはよく見えない。彼女の持っているランタンの灯ひが揺ゆれ、壁かべに影かげが動いているのが見えるだけだ。何か揉もみあっているようなごそごそという音も聞こえる。

「デル？」

　もう一度呼びかけると、くぐもった悲鳴が返ってきた。

「サーラ、助け……！」

　口を押おさえられたせいか、悲鳴は不自然に途と切ぎれた。

「デル⁉」

　サーラは駆かけ出した。こんな時でも冷静さだけは忘わすれず、白いタイルを正せい確かくに踏んで走ってゆく。ミスリルたちも慌てて後に続いた。

　あと数歩で研究室──というところで、通路の出口に背の低い影が立ちはだかった。サーラはびっくりして立ち止まる。

「メイガス⁉」

「悪いな」

　メイガスはにやりと笑うと、短い足を踏み出し、黒いタイルを踏んだ。

　その瞬しゆん間かん、左右の壁の奥おくから、同時にピーンという不ふ吉きつな音が響ひびいた。サーラは心しん臓ぞうが凍こおりつくような恐きよう怖ふを覚えた。

「気をつけて！」

　そう叫さけぶのが精せいいっぱいだった。自分も左右の壁に並ならぶ悪あく魔まの顔の位置をすばやく確認する。右の真横に顔のひとつが位置していた。直ちよく撃げきを避さけるために上半身をのけぞらせる。

　次の瞬間、たくさんの剣けんがいっせいに打ち合わされるかのような、騒そう々ぞうしい金きん属ぞく音おんが通路に響き渡った、何十本もの槍やりが同時に飛び出したのだ。そのうち一本はサーラの眼がん前ぜんを、一本は尻しりを、一本は脛すねを、ぎりぎりのところでかすめていた。

　背はい後ごから苦く悶もんする声が上がった。ミスリルとデインの声だ。振ふり返ったサーラは、恐おそろしい光景を目にした。

　二人は貫つらぬかれていた──ミスリルは右みぎ肩かたを、デインは左の大だい腿たい部ぶを串くし刺ざしにされ、反対側の壁に縫ぬいつけられている。フェニックスも悲鳴を上げていた。彼女だけはまだ通路に入っていなかったので無事だった。
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「ミスリル⁉」

　サーラは叫んだ。駆け寄よりたいが、水平に林立した槍の群れが鉄てつ格ごう子しのようになって接せつ近きんをはばんでいる。

「平気……だ」ミスリルはもがき苦しみながら、どうにか言葉をしぼり出した。「こんなのは……致ち命めい傷しようじゃねえ」

　デインも苦しんでいるが、意い識しきははっきりしているようだ。いつもなら負傷はすぐに神しん聖せい魔法で治ち癒ゆするのだが、槍で串刺しにされた状じよう態たいではそれもできない。まず槍を抜ぬかなくてはならないのだ。

「ちくしょう、何でこんなことに……」

　ミスリルは顔を歪ゆがめて愚ぐ痴ちりながら、左手でダガーを抜き、槍の穂ほ先さきを柄つかから取りはずそうとしはじめた。だが、時間がかかりそうだ。フェニックスも槍の合間から体をねじこみ、デインを助けようとしている。

「あばよ！」

　メイガスの声に、サーラは前に向き直った。ドワーフはハルバードを放ほうり出し、デルをかつぎ上げて、奥の通路へ入ってゆくところだった。少女は気き絶ぜつしているのか、ぐったりとなっている。

「メイガス！　デル！」

　サーラは叫んだ。何がどうなっているのか分からない。頭の中で思考が渦うずを巻まく。メイガスが裏うら切ぎった？　目を疑うたがいたくなるが、そうとしか考えられない。彼は「悪魔のエッセンス」を持っている。その彼がデルを必要とする理由は……。

　信じられない。信じたくない。

　茫ぼう然ぜん自失となりかけている自分を、サーラは叱しかりつけた。考えている時間なんてない。デルの身が危あぶないのだ。

　一瞬、振り返ってためらった。傷ついたミスリルとデインを助けることを優ゆう先せんすべきかどうか、迷まよったのだ。だが、その作業には何分もかかりそうだ。その間にデルは殺されてしまう。

「ごめん！」

　引き裂さかれそうな思いでそう叫ぶと、サーラは槍の合間をくぐり抜け、研究室に入った。逃にげるドワーフを追って、通路に飛びこむ。

　メイガスはずっと前方にいたが、デルをかついでいるうえ、タイルを正確に踏ふむのに専せん念ねんしているため、歩みは遅おそかった。たちまちサーラが追い上げてゆく。

「メイガースっ！」

　走りながら、サーラが怒ど鳴なる。メイガスはちらっと振り返り、舌した打うちした。歩調を速めたものの、このままだと出口あたりで追いつかれそうだ。

「ええい！」

　最後の数歩を、メイガスは思いきって跳ちよう躍やくした。最後の列の黒いタイルを踏みながら、祭さい壇だんの間に駆かけこむ。それを見て、サーラもとっさに全力で跳躍した。体をほとんど水平にして宙ちゆうを飛ぶ。

　間かん一いつ髪ぱつ、あの不吉な金属音とともに、罠わなが発動した。刺されはしなかったものの、飛び出してきた槍の一本にブーツをはじかれ、空中でバランスを崩くずした。着地に失敗し、肩から石いし畳だたみに叩たたきつけられる。さらにメイガスが身をひるがえし、少年の腹はらを思いきり蹴けりつけた。サーラは苦く痛つうにうめき、しばらく起き上がれなかった。その間にメイガスは階かい段だんを駆け上がっていた。祭壇にデルを下ろしてひと息つく。

　サーラがようやく起き上がった時、メイガスは袋ふくろからオーブを取り出していた。デルが目を覚まし、かわいらしいうめき声を上げながら身を起こそうとする。メイガスはすかさずオーブを握にぎった左手を少女の腰こしに回した。抱だきすくめられたデルは悲鳴を上げて抵てい抗こうするが、ドワーフの怪かい力りきにはかなわない。さらにメイガスは右手でショート・ソードを抜ぬき、少女の白い咽の喉どに突つきつけた。

「動くな！──サーラ、お前もだ」

　デルは抵抗をやめた。階段を駆け上がりかけていたサーラも、びくっとして動きを止める。

「サーラ……」

　デルは男の腕うでの中で震ふるえ、泣きそうな声で少年を見下ろしている。だが、サーラにはどうにもできない。どんなに急いで駆け上がっても、メイガスのショート・ソードが少女の咽喉を裂さく方が早いだろう。たとえ間に合ったとしても、場数を踏んだ優ゆう秀しゆうな戦士であるメイガスに、腕わん力りよくでかなうはずもない。

「メイガス……」サーラは必死に呼よびかけた。「正気になって。そのオーブを放すんだ。そのオーブのせいだ。呪のろいにかかって、頭がおかしくなってるんだよ……」

「呪いだぁ⁉」メイガスは高らかに笑った。「は！　面おも白しろい発想だな。が、あいにく俺おれは呪いなんかにかかっちゃいねえ。最初からこうするつもりだったんだからな」

「最初から……？」

「そうさ。ギャラントゥスの伝説も、これが『悪あく魔まのエッセンス』だってことも、あの地図を手に入れた時から知ってたんだ。どんなものかもな。最初はただの好こう奇き心しんだったが、そのうち本気で手に入れたいと思うようになった──そう、俺は何年もずっと夢ゆめ見てきたんだよ。この瞬しゆん間かんが来るのをな！」

　サーラは全身がしびれるような衝しよう撃げきを味わった。

　メイガス──この半年間、仲間として冒ぼう険けんを重ね、いっしょに笑い、食べ、歌い、信しん頼らいと友ゆう情じようを育はぐくんできた男。

　それが悪人だったなんて。

「安心しな。お前は殺さねえよ、サーラ。お前にゃ証しよう人にんになって欲ほしいんだ。俺がこれからやらかすことを、しっかりその記き憶おくに刻きざみつけて、みんなに語って聞かせるんだ」

「……そんな……でも……」

「どうしてかって？」

　メイガスは今や仮か面めんをかなぐり捨すて、邪じや悪あくなオーブの持ち主にふさわしく、残ざん酷こくな笑えみを顔いっぱいに浮うかべていた。

「そうだな。デインたちが来るまで、まだ時間がありそうだ。話しておいてやろう。悪魔になっちまったら、正気を保たもっていられなくなるかもしれねえからな──前にした話を覚えてるか？　俺はこの世界の主役じゃねえって話を」

　サーラはぎこちなくうなずいた。

「そう、俺は主役じゃねえ。どんなにがんばっても英えい雄ゆうにはなれねえ。そういうめぐり合わせなんだ──だったら端は役やくとして一生を終えるのか？　お前ならどうだ？　端役としての人生に満足できるか？」

「僕ぼくは……」サーラは答えられない。「僕は……」

「ああ、お前には分からねえかもしれねえな。お前はまだ若わかい。まだ自分が主役だって可か能のう性せいを信じていられるからな。だが、俺にはそんな希望はねえ……」

　これから人を殺すというのに、彼の口調はやけに静かだった。

「俺もいつか死ぬ。迷めい宮きゆうの中で怪物に倒たおされるか、病気でぽっくり行くか、崖がけから足を踏ふみはずすか、それは分からねえがな。俺が死んでも、お前たちは何年か、俺のことを覚えてるだろう。酒を飲みながら、ごくたまに『そう言えば昔、メイガスって野や郎ろうがいたな』って思い出話をしてくれるだろう。

　だが、三〇年経たったらどうだ？　五〇年経ったら？　お前たちがみんな死んだら？　俺のことを覚えててくれる奴やつなんて誰だれもいなくなる。賢けん者じやの記録に俺の名が載のることも、吟ぎん遊ゆう詩し人じんが俺の名を語り継つぐなんてこともありえねえ──俺がこの世に存そん在ざいした証あかしは、何もなくなっちまうんだ。

　そうさ、死ぬのはちっともこわくねえ。誰でもいつかは死ぬんだしな。だが、俺の存在が忘わすれられるのは……」

　彼の顔にふと、哀かなしみがよぎるのを、サーラは見た。

「こわくてたまらねえ」

「……それでなの？」サーラはおそるおそる言った。「それでこんなことを？」

「ああ、そうさ。主役として名を残せねえなら、悪役として名を残す道があるって気がついたんだ。ギャラントゥスを見ろ。勇者サーラの名といっしょに、何百年も後まで語り継がれてるじゃねえか！

　無む論ろん、ちっぽけな悪事じゃいけねえ。五人や六人、殺したって、すぐに忘れられちまうからな。伝説になるためには、とてつもない悪事をやらかさなきゃいけねえんだ。何百人、何千人も殺せば、間ま違ちがいなく伝説として残るだろう。そのためには、でっかい力が必要なんだ──まさに悪魔の力がな」

「そんなことをしたって……」

「ああ、末まつ路ろは分かってるさ。最後はどこかの勇者に退たい治じされるんだろう。それでもかまやしねえ。いや、とびきり強い勇者に退治されるなら大だい歓かん迎げいさ。力いっぱい戦って果ててやろうじゃねえか。俺の望みは生き残ることじゃなく、伝説になることなんだからな！」

　サーラは立ちつくしていた。依い然ぜんとして恐きよう怖ふと衝しよう撃げきに束そく縛ばくされてはいたが、魂たましいの深い底から哀しみが湧わき上がってくるのを感じていた。メイガスを憎ぞう悪おすべきなのに、同どう情じようの念が浮かんでくるのだ。

　英雄ヒーローになりたい。

　それはまさに幼おさない頃ころからの自分の夢ゆめだ。そしてメイガスも若わかい頃は同じ夢を抱いていた。英雄として悪を打ち倒し、伝説となることに憧あこがれていた。

　その夢の末路がこれだとは。

「好きだったのに……」サーラは泣きそうになった。「僕、メイガスのことが好きだったのに……」

「ああ、俺も好きだぜ、サーラ。お前はいい奴だ。お前もデインもレグもフェニックスもミスリルも、みんな好きだ」

　彼は少女をぎゅっと抱だき締しめ、恐怖に震ふるえるその横顔に、低い声でささやきかけた。

「デル、お前もな」

　その言葉は、それまでのどんな言葉よりも強い衝撃をサーラにもたらした。デルの顔からは血の気が失うせ、失神寸すん前ぜんだ。

「フェニックスはひとつだけ説明し忘れてたな。なぜギャラントゥスがカーリに執しゆう着ちやくしたか──生いけ贄にえはどんな娘むすめでもいいわけじゃねえんだ。自分と無関係な娘や、憎にくい娘じゃだめなんだ。恋こいとまではいかなくても、知っている間あいだ柄がらで、友情や好意を抱いてる相手じゃないといけねえんだ。それがギャラントゥスが悪あく魔まと交かわした契けい約やくだったのさ。仲間を裏うら切ぎり、好きな娘を殺すことで、人として最も大切なものを捨すて去ることが」

　サーラは気がついた。メイガスは泣いている──その小さな眼めの端はしには涙なみだの粒つぶが光り、口は無理に笑おうとするかのように歪ゆがんでいた。悲ひ嘆たんと歓かん喜き、決意と後こう悔かい、絶ぜつ望ぼうと期待が入り混まじった、奇き妙みような泣き笑いだ。彼の中に渦うず巻まく複ふく雑ざつな感情が、顔の筋きん肉にくで表ひよう現げんできる限げん界かいを超こえているようだった。

「だからお前を選んだんだ、デル」彼の声はうわずっていた。「お前でなきゃいけねえんだよ。大好きなお前たちみんなを裏切ることで、俺は伝説になれるんだよ……」

　そう言って、ショート・ソードを大きく振ふりかぶった。勢いきおいよく少女の胸むねに突つき立てようという体たい勢せいだ。

「待って！」サーラは最後のチャンスに賭かけた。「そんなことしても無む駄だだ！」

「何が無駄だ⁉」

　サーラはほんの一いつ瞬しゆん、ためらった。震えているデルと視し線せんが合う。これから発する言葉は彼女を傷きずつけるだろう。しかし、彼女を救うためにはやむを得ない。

「デルは──処しよ女じよじゃないんだ！」

　だが、意外なことに、メイガスは動じない。

「は！」彼はせせら笑った。「もっとましな噓うそをつけ！　俺は知ってるんだよ。一昨日おとといの晩ばん、眠ねむってるふりをして、お前とミスリルの話を聞いちまったんだ──お前たち、まだ寝ねてねえんだってなあ？」

　最後の希望が砕くだけ散り、サーラは深い闇やみに突き落とされた。

　メイガスはあの時からデルに目をつけていたのだ。ミスリルとの話を聞いて、彼女に生贄としての資し格かくがあると確かく信しんしたのだ。昨日の夕方、自分たちをこっそりつけてきたのも、彼女が処女を失うのではないかと心配になったからだろう。

　だが、違ちがう。メイガスは大きな勘かん違ちがいをしている──しかし、その誤ご解かいを正している時間がない。

「やめろーっ！」

　サーラはもはやなすすべもなく、ただ絶ぜつ叫きようした。それに呼こ応おうして、デルも必死に身をよじる。もう少しでドワーフの太い腕うでから逃のがれられそうだった。

「サーラ……！」

　だが、その懸けん命めいの抵てい抗こうが、ためらっていたメイガスに最後のひと押おしを与あたえてしまった。彼は腕からすり抜ぬけそうになったデルを強ごう引いんに押し倒たおし、馬乗りになった。

「うわ～おおおおおうっ！」

　悲鳴とも勝かち鬨どきともつかない奇妙な叫びを上げながら、メイガスは振りかぶったショート・ソードを振り下ろした。

　その刃やいばは、少女の胸を貫つらぬいた。







　11　サーラの決けつ断だん







　ずっと後になって思い出してみても、サーラにはその時の光景が夢ゆめの中の出来事のように思えるのだった。平板で、真実味に欠け、よそよそしく、とても自分が本当に体験したこととは思えない。おそらく、あまりにも衝撃が大きすぎて、感情が凍こおりついてしまったからだろう。その瞬間、少年の心には恐きよう怖ふも悲しみもなかった。無関係な第三者のように、出来事のすべてを正確に目撃し、機械的に記き憶おくに刻きざみつけたのだ。

　サーラは見た。刃が引き抜かれ、少女の細い体が激はげしく痙けい攣れんするのを。その胸から噴ふん水すいのように鮮せん血けつがほとばしるのを。

　サーラは見た。メイガスがショート・ソードを投げ捨て、少女の胸むなぐらをつかんで、勝ち誇ほこるように頭上に差し上げるのを。ぐったりとなった体から血が奔ほん流りゆうとなって流れ落ち、ドワーフの頭を、肩かたを、胸を、そして左手に持ったオーブを真っ赤に染そめてゆくのを。おぞましいシャワーを浴びながら、彼が狂くるったように笑い、踊おどるのを。

　動けなかった。助けに行こうにも、衝撃のあまり足が萎なえ、一歩も踏ふみ出すことができなかった。叫ぼうにも咽の喉どは見えない力で絞しめ上げられ、息ひとつ洩もらすことができなかった。脳のうは麻ま痺ひし、何も考えられなかった。おぞましい光景を、ただ見つめていることしかできなかった。

　サーラは見た。血を浴びたオーブが急に邪じや悪あくな輝かがやきを増ますのを。そこから黒い霧きりのようなものが湧わき出して、メイガスにまとわりついてゆくのを。勝利を確かく信しんしたのか、メイガスが笑いながら、デルの体を突つき飛ばすのを。

　サーラの記憶の中で、時間は引き伸のばされていた。少女はゆっくりと、ひどくゆっくりと、階かい段だんを転がり落ちてきた。一回転するごとに、白い腕がゆらゆらと宙ちゆうに踊った。黒い髪かみがひらめいた。血が飛び散る。回るたびに飛び散る。少女の生命を支ささえていた貴き重ちような液えき体たいが、空中に散ってゆく……。

　少女の体が足元まで転がり落ちてきた時、ようやく麻痺が解とけた。夢む中ちゆうになってかがみこみ、抱だき起こす。

「デル……！」

　少女は血まみれでぐったりとなり、意い識しきを失っていた。顔からは血の気が失うせ、色白の顔がいっそう白くなっている。シャツの胸むねが大きく裂さけ、無残な傷きず口ぐちが露ろ出しゆつしていた。一いち撃げきは心しん臓ぞうをわずかにそれていたものの、胸の奥おく深ふかくにまで達しているようだ。サーラはすっかり混こん乱らんして、傷口に手を押し当て、血を止めようとした。だが、血は指の間からいくらでもあふれ出してくる。石いし畳だたみの上に血ち溜だまりが広がってゆく。







[image: ]







　手の平にかすかな脈動が感じられた。大量の血を失っても、小さな心臓はまだどうにか鼓こ動どうしているのだ。しかし、一拍ぱくごとに着実に弱まりつつあった。サーラはそれをどうにもできなかった。

「あ……はう……こんな……」

　少年の眼めから熱い涙なみだがあふれた。どうしていいのか分からない。まともに言葉さえ出てこない。腕の中で、命の重みが失われてゆくのを感じる。あと、ほんの十数秒で、少女の小さな命の灯ひは尽つきる。

　世界が終わる、とサーラは感じた。光が失われる。この鼓動が止まるとともに、世界は永えい遠えんに闇やみに閉とざされる……。

　その時である。

「サーラ！　無事か！」

　通路の奥から響ひびいてきた声が、少年を正気に返らせた。

「デイン！」

　大急ぎでデルの体をひきずり、通路の入り口近くに運んだ。通路の奥で、槍やりの林をくぐり抜けようと、デインたちが苦戦しているのが見える。どうにか槍を引き抜くのに成功して、駆かけつけてきたに違いない。だが、ここまでたどり着くのに、まだ一分やそこらはかかりそうだ。

　しかし、見える距きよ離りにいるなら治ち癒ゆ魔ま法ほうは届とどくはずだ。サーラは少女の体を抱だき上げ、通路の入り口にかざした。自分も血にまみれるが、気にしてはいられない。

「助けて、デイン！」サーラは泣きじゃくりながら叫さけんだ。「デルが刺さされた！　刺されたんだ！　助けて！　死んじゃうよ！　デルが、デルが、デルが……！」

「偉い大だいなるチャ＝ザよ！」デインは槍の合間から手を差し伸べ、可か能のうな限かぎりの早口で詠えい唱しようした。「わが友デルに加か護ごを。わが祈りを生命いのちに変え、かの者に分かち与あたえたまえ！」

　サーラは少女の体がびくっと震ふるえるのを感じた。治癒魔法は届いたのだろうか？　間に合ったのだろうか？　それとも今の震えは、生命が失われる瞬しゆん間かんの、最後のあがきのようなものだったのか？

　慌あわてて傷口を確かく認にんする。ふさがってゆく！　あれほど激はげしかった出血も止まりつつあった。サーラは絶ぜつ望ぼうのどん底で、奇き跡せきのように希望が湧いてくるのを感じた。死者には治癒魔法は効こう果かがないはずだから、傷が治るということはまだ命は尽きてはいないことを意味している。

「デル！　しっかりして、デル！　死んじゃだめだ！　死なないで、デル！　デル！　デル……！」

　何度も何度も、懸けん命めいに揺ゆり動かす。やがて、二度と開かないかとあきらめかけていた少女の目ま蓋ぶたが、震えながら、うっすらとではあるが開いた。

　デルの唇くちびるから声が洩もれた。弱々しく、聞き逃のがしそうなほど小さな声だが、確たしかに「サーラ……」とつぶやいた。

「デル！　良かった！」

　サーラの胸に再ふたたび光があふれた。愛する少女を力いっぱい抱き締しめ、その体によみがえりつつある生命の重みを実感する。世界が戻もどってきた。安あん堵どとともに、さらに涙がこぼれ落ちる。

　その頃ころには、デインたちもようやく槍の林をくぐり抜ぬけて、室内に入ってきていた。

「メイガス！」

　ミスリルが祭さい壇だんの方を見て、驚おどろきの声を上げた。デインとフェニックスも立ちすくみ、恐きよう怖ふの表ひよう情じようを浮うかべている。

　サーラはメイガスの悲鳴に気がついた。さっきからずっと室内に響いていたのだが、デルのことしか頭になかったので、耳に入っていなかったのだ。

　メイガスは苦く悶もんしていた──血まみれの姿すがたで、祭壇の上でのたうち回っている。オーブからあふれ出した黒い霧きりは、何十本もの細い管に枝えだ分わかれして、蛇へびの群むれのように彼にからみついていた。振ふり払はらおうとでたらめに腕うでを振り回しているが、実体を持たない霧には効果がない。激げき痛つうを経けい験けんしているのか、その顔はひどく歪ゆがんでいる。

　異い様ような光景を目にして、デインたちは動けなかった。驚きに打たれているせいもあったが、ドワーフの全身にからみついている黒い霧に危き険けんなものを感じ、近づくのがためらわれたのだ。だが、メイガスが危険な悪魔に変身しようとしているなら、ただちに攻こう撃げきしてとどめを刺すか、あるいは逃にげ出すかを選せん択たくしなくてはならない。ギャラントゥスの秘ひ法ほうが伝でん承しよう通どおりのものなら、最悪の魔ま獣じゆうが誕たん生じようすることになる。変身が完かん了りようしたらもう手て遅おくれかもしれないのだ。

　だが、メイガスの肉体には何も変化がないように見えた。何かがおかしい──うまくいっていない。

　メイガス自身もそれに気がついているようだ。自分の身に起きていることが信じられないらしく、眼めは恐怖と驚きに見開かれている。

「そんな……！　なぜだ⁉」口から血を流しながら、彼は叫んでいた。「これでうまくいくはずなのに……なぜ拒きよ否ひする⁉……いったい何が……⁉」

　彼はデインたちに目を止めた。苦痛と絶望の中、泣きそうな顔で、すがるように腕を差し伸のべる。その腕も黒い霧に包まれていた。

「助けて……」

　ざこっ。

　野菜を包丁で切るような奇き妙みような音がした。メイガスは目をみはった。見ていたサーラたちも愕がく然ぜんとなる。差し伸べたメイガスの腕の、手首から先が消しよう滅めつしたのだ。切り落とされたのではない。見えない何かに食いちぎられたかのように、虚こ空くうに消え失うせたのだ。一瞬遅れて、断だん面めんから鮮せん血けつが噴ふき出す。

　ざこっ。

　また音がして、肘ひじから先が消滅した。空中に舞まっていた血もいっしょに消える。フェニックスが耐たえ切れずに悲鳴を上げた。サーラも叫び出したい気分だった。

「あ、ああ……⁉」

　メイガスは発はつ狂きよう寸すん前ぜんだった。「悪魔のエッセンス」の封ふう印いんを解とく瞬間を、頭の中で何百回も想そう像ぞうしてきたはずだ。悪魔に変身する際さいには苦痛もあるかもしれないと覚かく悟ごしていただろう。だが、こんなことが起こるとはまったく予想外だったに違ちがいない。

　ざこっ。今度は肩かたから先が消滅した。次に起きることを予感し、サーラは眼を閉とじた。デルの顔をしっかりと胸むねで覆おおい、彼女にも見せないようにする。

「た、たす……」

　ざこっ。

　音がメイガスの悲鳴を断たち切った。

　音はそれからも規き則そく正ただしく室内に響ひびき渡わたった。ざこっ、ざこっ、ざこっ──もうメイガスの悲鳴はしない。ミスリルたちも何も言わない。ただ、あの無気味な音だけが響き続ける。サーラは耳もふさぎたかった。やめてくれ。もうやめてくれ……。

　十数回目にして、ようやく音が止まった。サーラはおそるおそる眼を開け、祭さい壇だんの方を見た。

　あの黒い霧が束そく縛ばくを解き、退ひいてゆくところだった。騒そう々ぞうしい音を立てながら、空っぽになった金きん属ぞく鎧よろいが祭壇を転がり落ちてくる。もうメイガスの姿すがたはどこにもない。あるのは鎧と、衣服の断だん片ぺん、それに血けつ痕こんだけ。

　オーブも鎧の後を追うように転がり落ち、床ゆかを少し転がって止まった。黒い霧はゆるやかに渦うずを巻まきながら、その中へ戻もどってゆく。穴あなの開いた桶おけの底に水が吸すいこまれるのを見るようだ。霧が消えるにつれ、オーブの赤い輝かがやきも弱まっていった。

　声が響いた。聞いたこともない声──低く、重々しく、発音はやや不ふ明めい瞭りようで、人間のものではない声帯が無理に人の言葉を発音しようとしているかのような不自然さがあった。サーラの知らない言語で何かを宣せん言げんしているようだ。意味は理り解かいできないが、その口調には明らかに嘲ちよう笑しようが含ふくまれていた。

　霧きりが完全にオーブに戻ると、その赤い輝きも元と同じ明るさに戻った。

「今のは……何？」サーラは恐きよう怖ふに震ふるえる声で言った。「あの声……何て言ったの？」

「……古代語よ」フェニックスの声もひどく震えていた。「『契けい約やくを軽かろんずるべからず。契約を違たがえし者には罰ばつあるべし』……」




　その日の夕方。

　ハドリー村の人々は、朝から探たん索さくに出かけていた冒ぼう険けん者しやたちが、意気消しよう沈ちんし、足に鎖くさりがついているような重い足取りで戻ってきたのを目撃した。彼らはひどく落ちこんでおり、何も話そうとしなかったが、ドワーフの姿が見えないこと、サーラの連れの少女の服に乾かわきかけた血がべっとりとこびりついていることなどから、村人たちはおぼろげに何が起きたのかを推すい測そくした。

　パル家の隣となりのライン家でも、夕食時にその話題が出ていた。

「仲間が死ねば、そりゃがっくりも来るだろうさ。哀あわれなもんだ」

　家長のクラークは肉をつつきながら言った。あまり人の死を悼いたんでいるようではない。露ろ骨こつに口に出しはしなかったが、内心では、冒険者などという連中は世間からはみ出した荒あらくれ者揃ぞろい、山さん賊ぞくも同然と思っていたからだ。財ざい宝ほうを探さがしに出かけて命を失うなど、自じ業ごう自得もいいところだ。

「サーラ、沈しずんでるでしょうね」フレイヤは心配で、さっきからスプーンでスープをかき回してばかりいた。「後でお見み舞まいに行こうかしら」

「いや、やめなさい」クラークは慌あわてて言った。

「どうして？」

「そりゃお前、こういう場合はそっとしておくのが心こころ遣づかいというもんだ。うわべだけの悔くやみの言葉なんて、彼らも聞きたくないだろう」

　そうは言ったが、本音は娘むすめが冒険者と親しくするのを避さけたいのだ。特に同世代で幼おさななじみでもあるサーラに、あまり近づけたくはなかった。フレイヤもそろそろ年とし頃ごろ、少年に対する同どう情じようの念が恋れん愛あい感情に変わったりしたら厄やつ介かいだ。

「そうよ、フレイヤ」夫人のミアも同調した。「今夜はあの人たちだけで仲間の死を悼みたいでしょうしね」

「そうね……うん、その通りかも」

　フレイヤはうなずき、スープをすすった。

　サーラに会いに行くのは明日にしよう。




　サーラたちはというと、ユリアナが気を利きかせて用意してくれた夕食が、あまり咽の喉どを通らなかった。あんなことがあった後では、元気よく飲み食いなどできるわけがない。

　その夜遅おそく、五人は集会所のテーブルを囲んだ。デインの提てい案あんで、これからのことを話し合うことになったのだ。テーブルの上では、迷めい宮きゆうから持ってきた「悪あく魔まのエッセンス」が、邪じや悪あくな赤い光をほんのりと放っている。彼らはそれを取り巻き、いまわしげに、悲しげに、憎にく々にくしげに見つめていた。

「……いったい何が間ま違ちがってたのかな？」

　デインは迷宮の中からずっとひきずってきた疑ぎ問もんを口にした。メイガスは確たしかに正しい手順（道どう義ぎ的には間違っていたが）を踏ふんでいたはずだ。それなのになぜ、オーブは彼が契約を違えたと判はん断だんしたのか。それが分からない。

「さあ」フェニックスは考えたくもないというように、投げやりな口調で言った。「彼がドワーフだったせいかもしれない。生いけ贄にえのデルが死ななかったせいかも。あるいは私たちの知らない契約事じ項こうがまだ何かあったのか……何にしても、失敗して良かったんだわ」

「ああ──まあ、良かったんだろうな」

　デインはそう答えるしかなかった。

　サーラはデルと並ならんで座すわっていた。デルはだめになった服に代わって、使用人から借りたシャツをはおっている。治ち癒ゆ魔法で健康は取り戻もどしたものの、疲つかれ果てたようにうなだれ、いつもよりさらに無表情になっていた。

　二人はデインたちの会話を聞いているだけで、何も発言しようとしなかった。メイガスの死について、誰だれも彼らに意見を求めようとしなかった。しかし、二人は真相を知っていた。メイガスがどこを間ま違ちがえたのか、気がついていた。無む論ろん、たとえ質しつ問もんされても、サーラはそれを口にする気はなかった。

　デルは処しよ女じよではないのだ。

　彼女は八歳さいの時、ドレックノールの工作員に誘ゆう拐かいされ、暴ぼう行こうを受けたのだ。それはサーラだけが知っている秘ひ密みつである。彼女の心の傷きずに触ふれないようにするため、ミスリルたち親しい仲間にも打ち明けなかったのだ。

　メイガスがそれに気づいていたら、デル以外の少女を生贄に選んだだろう。その場合、儀ぎ式しきは成功し、彼は魔ま獣じゆうに変身していた可か能のう性せいが高い。そうなれば彼は自らの望みを成じよう就じゆするために大量殺さつ戮りくを開始していただろう。手違いでそれが失敗したのは、世界にとって幸いと言うべきなのだ。

　だが、サーラはこんな結果が「良かった」とは、とうてい思えなかった。

「……そんなことより」ミスリルがのろのろと、面めん倒どう臭くさそうに言った。「このオーブをどうするか、話し合うんじゃなかったか？」

「ああ、そうだな」とデイン。「どうする？　誰か意見は？　このくそったれな代しろ物ものは、どこに叩たたき売るべきだと思う？」

　彼がこんな汚きたない言葉を使うのは珍めずらしい。平静なようでいて、胸むねの中には激はげしい悲しみと怒いかりが渦うず巻まいているのだろう。

　誰も口を開かない。

「フェニックス、君の意見は？」

　彼女は深くうなだれていた。「……自信がないわ」

「ん？」

「昨日までは確かに自信があった。自分から悪魔と合体しようなんて考える愚おろかな人間なんて、ギャラントゥスぐらいのものだと思ってた。ヴリルや魔ま術じゆつ師しギルドの人たちがオーブを悪用するなんてありえないって……でも」ゆっくりとかぶりを振ふる。「もう、誰も信じられない」

「同感だな」ミスリルはため息をついた。「俺おれも盗とう賊ぞくギルドを信じられない……」

　そう、彼らは今日、それを思い知らされたのだ。どんなに親しげでも、どんなに善ぜん人にんそうに見えても、裏うらには別の顔があるかもしれない。仲間と笑ってつき合いながら、内面ではおぞましい欲よく望ぼうをたぎらせているのかもしれない。強大な力を約束するオーブの存そん在ざいは、彼らの邪じや悪あくな望みを叶かなえ、心の闇やみを解とき放つかもしれない。

　信じていた仲間に裏切られた今、いったい誰を信じられるというのか。

「お前はどうだ、デイン？　チャ＝ザ神しん殿でんは信じられるのか？」

「難むずかしい質しつ問もんだな」デインは悲しげに苦く笑しようした。「僕ぼくも同じだ。あんなことがある前なら、自信を持って答えられたんだが」

　みんなはまた黙だまりこくった。危き険けんなオーブを誰の手に委ゆだねるべきか──いくら考えても、いい答えが浮うかばない。

「……ねえ」サーラが口を開いた。「僕、お金なんかいらない」

　一同ははっとして少年を見た。

「売ればお金になるからって……いくら大金だからって……そんなの欲ほしくない。こんなのを売って儲もうけたお金なんて」

　サーラは傍かたわらのデルに語りかけた。

「ねえ、デル。そうは思わない？　確たしかに幸せになるのにお金は必要かもしれない。だけど、こんなお金じゃ幸せになれないよ」

　デルはぽかんとしていたが、やがて、おずおずとうなずいた。

「確かにね……」フェニックスはオーブをにらんで考えこんだ。「これを売った金で飲む酒は、きっとまずいわ」

　その考えは全員の心にゆっくりと浸しん透とうしていった。最後には裏切ったとはいえ、メイガスはやはり仲間だった。彼の命を奪うばったオーブを売るということは、彼の死で金儲けするような気がする。はした金ならともかく、大金であるだけに、後ろめたさも大きい。

「言われてみればなあ……」ミスリルは顎あごを撫なでた。「金を使うたびに、奴やつの顔が浮かびそうだな……」

「ちょっと待ってくれ」デインが慌あわてて言った。「それが君たちの意見なのか？　オーブをどこにも売らないというのが？」

「そうさ。こんなの叩き割わっちまえばいい。面倒が起きる前に」

「それはいい考えじゃないわね」とフェニックス。「こういう魔法のかかった品は、ちょっとやそっとの衝しよう撃げきじゃ壊こわれない。それに、もし壊れたら、中に封ふうじこめられていた悪魔のエッセンスが流出するかもしれない。何が起きるか予想がつかないわ」

「そうか……だが、迷めい宮きゆうに戻しに行くのもまずいだろ？　いつか別の誰かが探さがしに行って、見つけちまうかもしれない」

「どこかに捨すてるしかないわね」

「どこかってどこだ？」とデイン。「そこらの道みち端ばたに捨てるわけにはいかないぞ。誰かに拾われたらどうする？」

「だから見つからない場所に捨てるのよ。洞どう窟くつの奥おくとか、海の底とか……」

「僕に捨てさせて」

　サーラの発言に、デインたちは驚おどろいた。

「いい隠かくし場所を知ってるんだ。誰にも見つからない場所」

「この近くなのか？　どこだ？」

「言えない」サーラはきっぱりと言った。「たとえみんなでも」

　一いつ瞬しゆん、気まずい雰ふん囲い気きが流れた。だが、サーラはそれが正しい判はん断だんだと信じていた。ここにいる誰かが、メイガスのようにオーブの力に魅み了りようされると思っているわけではない。だが、また誰かが裏切って悪に走るのではないかと疑ぎ心しん暗あん鬼きに陥おちいるより、今ここで災わざわいの種を処しよ分ぶんして、禍か根こんを断たつべきなのだ。

　それが正しいことは、デインたちにも理り解かいできた。

「知ってるのは僕とデル──それに死んだメイガスだけだ。メイガスは言ってた。この場所なら、誰かが偶ぐう然ぜんに見つけることなんて百万にひとつもないって。そして、僕とデルは誰にも喋しやべらない。墓はかまで秘ひ密みつを持って行く」サーラは静かな口調で、しかし自信をこめて言った。「この方法がいちばんいいと思うんだ」

　しばらく黙もつ考こうしたのち、デインが口を開いた。

「ああ、確かに……それが最善の選せん択たくかもしれんな」

「愚おろかな選択ではあるけどね」フェニックスは自じ嘲ちようの笑えみを浮かべた。「こんな大儲けをふいにするなんてね」

「ま、冒ぼう険けん者しやなんてのは馬ば鹿かなもんさ」とミスリル。「それよりデイン、お前はいいのか？　レグにどう言い訳わけする？」

「今回は骨ほね折おり損ぞんだったってことにするさ」デインは悲しげに肩かたをすくめた。「おしめ代ぐらい、稼かせぐ方法はいくらでもあるしな」

「じゃあ、決まりだね」

　サーラはそう言うと、オーブをひったくるようにしてテーブルから取り上げ、水などを入れる革かわ袋ぶくろに押おしこんだ。それをさらに背せ負おい袋に入れる。

「捨ててくる。朝までには戻もどるから──デル、いっしょに来て」

　サーラは少女を連れ、ランタンを持って外の闇へ飛び出していった。その後ろ姿すがたを見送って、ミスリルはぽつりとつぶやいた。

「……サーラを仲間にしたのは正解だったよな」

　デインとフェニックスは、無言でうなずいた。




　夜の山は暗かったが、歩き慣なれたサーラは迷まようことはなかった。小川に沿そってしばらく進み、テーブル状の岩がある場所から横にそれて、斜しや面めんを登る。念のため、途と中ちゆうで何度も振ふり返り、誰にもつけられていないのを確かく認にんする。

　あの隠し場所にたどり着いた。デルが掲かかげるランタンの灯ひの下で作業を行なう。埋うめたばかりの土を掘ほり返し、空洞を露ろ出しゆつさせてゆく。前にこの作業をしたのは、つい前日のことだった。風景には何も変化はないが、サーラは自分の内面がたった一日でずいぶん変わってしまったのを感じていた。

　昨日はここにメイガスがいた。あの時の彼はまだ仲間であり、友人だった。親しく言葉を交かわしていた。気き難むずかしいところや荒あらっぽいところがあり、ややつき合いづらくはあっても、決して悪人ではないと信じていた。

　次の日にあんなことになるなんて、想そう像ぞうもしていなかった。

　穴あなが現あらわれると、サーラはそこに革袋ごとオーブをねじこんだ。人形を捨てる時のように、感かん慨がいにふけってはいなかった。忌いまわしいオーブに長いこと触ふれていたくなかったからだ。一いつ刻こくも早く、目の届とどかない場所にやってしまいたかった。

「忘わすれられてしまえ……」穴に土を詰つめる作業をしながら、サーラは小さく呪のろいの言葉をつぶやいていた。「お前なんか、この世から忘れられてしまえ……」

　入念に穴をふさぎ、サーラはようやく満足した。

「これでいい──さあ、行こう」




　二人は斜面を無言で下っていった。樹き々ぎの葉は叢むらの合間から差しこむ月光が、ほの白い光の柱となって、夜の森に林立している。どこかで虫の声がしている。夜の空気は涼すずしいものの、不ふ快かいな冷たさを感じさせるほどではない。秋が深まってきているとはいえ、この地方の冬の訪おとずれはまだ先のことなのだ。

　やがて小川に出た。月は満月に近く、ほぼ天てん頂ちようにあり、この小さな谷間を照らし出している。涼やかなせせらぎの音が夜の空気に満ちている。あのテーブル状じようの岩は流れの上に大きく突つき出していた。昼間は苔こけむして緑色に見えたが、月光の下では色しき彩さいが失われ、灰はい色いろがかって見える。

「待って」サーラは先を歩くデルを呼よび止めた。「話しておきたいことがあるんだ」

　デルは足を止め、不思議そうに振り返った。

「……何なの？」

「大事なことだ。僕たちのこと」

　サーラは愛する少女の顔を真正面から見つめた。

　逃にげてはいけない──と自分に言い聞かせる。そう、今日は絶ぜつ対たいに逃げない。

「この前、ミスリルと話し合った。いつになったら大人になれるのかって──ミスリルが言うには、『自分は大人だ』って確信できた時が大人になった時なんだって。年の問題じゃなくて、そう確信できないうちは、まだ子こ供どもなんだって。

　僕にはそんな確信はない。自分が大人だなんて思えない。この世はまだまだ僕たちの知らないことでいっぱいで、僕たちにはできないことが多すぎて、まだミスリルたちの足手まといで……でも……」

　サーラはかぶりを振った。

「違ちがうんだ──そんなこと関係ない。自分が大人かどうかとか、大人だって確信を持てるかとか、そんなのぜんぜん関係ない。

　普ふ通つうの人はそれでいいのかもしれない。フレイヤみたいな普通の人なら、それでいいんだ。あせることなんかない。何年でも待てばいい。ゆっくりと生きて、ゆっくりと親しくなって、大人になって結けつ婚こんして……でも、違う。僕たちは普通の人間じゃない。冒ぼう険けん者しやなんだ。いつ死ぬか分からない。今日はたまたま運が良かったから生き残れた。でも、明日は死ぬかもしれない。僕たちの人生は短いんだ。短い人生を駆かけ足で生きてるんだ。

　今日、それが分かった。君が死にかけたあの時に──僕は自分も死んだような気がした。もしあのまま君が死んでたら、僕はものすごく後こう悔かいしたと思う。一生、悔くやみ続けたと思う。どうして……どうして……」

　抑おさえていた感かん情じようが、熱い涙なみだとなってあふれ出してきた。サーラは拳こぶしを握にぎり締しめ、すすり泣いた。

「どうして君を抱だいてあげなかったんだろうって……」

「サーラ……」

　デルはそっと手を差し伸のべた。細い指で優やさしく少年の涙をぬぐう。

「泣かないで、サーラ……」

「デル……！」

　サーラは少女を引き寄よせ、強く抱き締めた。デルも少年の背せに腕うでを回した。互たがいの自分の胸むねが相手の胸に圧あつ迫ぱくされるのを感じる。腕の中に互いの体重と体温が存そん在ざいするのを感じる。生きている証あかしが息づいているのを感じる。

「……僕は決めた」

　サーラは少女の耳にささやいた。

「僕は後悔したくない」

　デルは小さくうなずいた。







　12　夜の翼つばさ







　サーラは震ふるえる指で、少女の体から少しずつ衣服を取り除のぞいていった。大切な美び術じゆつ品ひんの包みをほどくように、優しく、慎しん重ちように──デルは目ま蓋ぶたを閉とじて静かに立ちつくし、されるがままだった。

　白い肌はだが現あらわれてゆくにつれ、サーラは魂たましいの奥おくで暗く熱く凶きよう暴ぼうな何かが脈打ち、ゆっくりと力を増ましてゆくのを感じた。知らず知らず、呼こ吸きゆうが荒あらくなっている。それは二ふた月つき前のあの晩ばん、池のほとりで覚えたのと同じ感覚だった。自分の中には、あの黒いオーブと同じような球体が眠ねむっていて、それが解とき放たれるのを待っているように思える。

　恐おそろしかった──決意したこととはいえ、これから未知の世界に足を踏ふみ入れるのだと考えると、不安でたまらない。だが、サーラは勇気を奮ふるい起こした。後あと戻もどりはできない。後悔しないと誓ちかったのだから。

　やがて少女は、世間の倫りん理りが強要していた堅かた苦くるしいものから解き放たれ、生まれたままの姿すがたで少年の前に立った。静かに微び笑しようを浮うかべ、両手は恥はずかしげに胸に置いているが、何も隠かくしてはいない。サーラはその足元にひざまずき、女め神がみ像ぞうを崇あがめる巡じゆん礼れい者しやのように、その至し高こうの美に酔よっていた。

　月明かりの下で、少女の肌は雪花石膏アラバスターのように白かった。月光に浮かび上がった幻げん想そう的なその姿は、内側からほのかな燐りん光こうを放っているようにも見える。サーラは現実から遊ゆう離りし、頭がしびれるような感覚を味わっていた。その感動はまさに宗しゆう教きよう的てきな熱ねつ狂きように近いものだった。デルの言葉は正しい。本当にいちばんきれいなのは、何も着ていない彼女だ……。

　無む論ろん、客観的に見れば、もっと美しい女じよ性せいなどいくらでもいるだろう。だが、彼にとってデルは唯ゆい一いつ無二の存在なのだ。他のどんな美女が衣服を脱ぬいだとしても、これほどの感動を与あたえてはくれないだろう。この世で最も愛している少女だからこそ、この世で最も美しいのだ。

　同時にサーラは、恐きよう怖ふも感じていた。美の背はい後ごに強きよう烈れつな危き険けんが潜ひそんでいるという、理り屈くつに合わない予感が胸を苛さいなむ。目の前に立っているのが生身の少女ではなく、切れ味の鋭するどい剣けん、鞘さやから解き放たれ、月光を反はん射しやして輝かがやく鋼こう鉄てつの刃やいばのように感じられるのだ。触ふれれば手が斬きれる。抱だき締しめれば自分はまっぷたつにされる……。

　それでもサーラはおずおずと手を伸のばし、少女の脚あしに触れた。予想に反して、手は斬れなかった。そっと指を滑すべらせると、素す焼やきの壺つぼのように乾かわいた、軽く心地ここちよい感かん触しよくだった。

　サーラはしばらく行動に移うつれなかった。二つの強烈な力が拮きつ抗こうしていたからだ。恐怖と魅み惑わく、不安と歓かん喜き、少女を突つき飛ばしてここから逃にげ出したいという想おもいと、さらに先へ進みたいという想い──やがて後者がわずかに打ち勝ち、サーラはためらいながらも前進を再さい開かいした。

　自分も服を脱ぎ捨すてて立ち上がり、デルを静かに抱き寄よせる。ふたつの白い影かげがひとつになる。

「……寒くない？」

「あなたがいれば……」

　二人はくちづけを交かわした。

　サーラは少女の背中で手をぎこちなくさまよわせながら、ゆっくりと腰を落としていった。彼女を誘ゆう導どうし、苔こけに覆おおわれた岩の上に座すわらせ、自分も並ならんで座る。湿しつ気けを含ふくんだ苔はやや冷たかったものの、深くて柔やわらかく、最良のクッションを提てい供きようしていた。サーラは少女を横たえていった。壊こわれやすい美術品のように慎重に、優しさと愛いとしさをこめて。

　衝しよう動どうは急速に膨ぼう張ちようしてゆく。魂の奥の黒い球体が、内側からの圧あつ力りよくに耐たえかね、ひび割われてゆく。その奥で燃もえたぎっているのは灼しやく熱ねつの闇やみ、目もくらむばかりの暗黒だ。それは殻からを破やぶって飛び出し、少年を焼きつくそうとしていた。サーラはますます不安を覚えたが、それを無理に押おし殺し、ゆっくりと少女に折り重なっていった。

　自分の下に少女の全ぜん存そん在ざいを感じる。柔らかく、温かく、愛しく、せつない。つい一年ほど前まで存在すら知らなかった少女と、こうして全身を密みつ着ちやくさせているのは、不思議で心こころ躍おどる体験だった──それは人生で最も幸福な瞬しゆん間かんのはずだった。

　にもかかわらず、恐怖は依い然ぜんとしてサーラを締めつけていた。息が詰つまりそうだった。黒い炎ほのおの圧力は今や限げん界かいに達している。殻は膨張し、砕くだけ散る寸すん前ぜんだ。大きく、さらに大きく、邪じや悪あくな影が広がり、月げつ蝕しよくのように魂を侵しん食しよくしてゆく。サーラは正気が失われてゆくのを感じた。爆ばく発はつの時が迫せまってくる。迫ってくる……。

　後から思えば、それは明白な予よ兆ちようだった。だが、経けい験けんのないサーラにはそれが理解できなかった。これほど危き険けんが間近に迫ってもなお、デルに接せつ近きんするたびに感じていた理由のない不安の正体が、意い識しき下かで発せられていた警けい鐘しようであることに気がつかなかった。

　破は滅めつが訪おとずれる瞬間まで、彼はそれを男だん性せいとしての正せい常じような衝動だと信じていた。

　ついに、それは爆発した。殻は砕け散り、秘ひめられていた強大な力が解かい放ほうされ、少年の理性を吹ふき飛ばした。




　デルは幸福に酔よっていた。サーラに出会って以来、ずっと待ち望んでいた瞬間だった。歓喜が高まるにつれ、五年前のいまわしい体験の記き憶おくが過か去このものになってゆく。今夜、自分は新たに生まれ変わるのだ。愛する少年の腕うでの中で、一度は破滅した人生をやり直すのだ……。

　のしかかっていたサーラの体に不自然な震ふるえが走った。だが、陶とう酔すいしていたデルは気づきもしなかった。眼めを閉とじ、少年の優やさしい手に、ただ身を委ゆだねていた。手がゆっくりと這はい上がってくるのを感じる。脇わき腹ばらから胸むねへ、肩かたへ、そして首へ……。

　少年の手が首を絞しめはじめた時、ようやくデルは異い変へんに気がついた。

「……！」

　叫さけぼうとしたが、声が出ない。サーラは馬乗りになり、全身の力を腕に集めて、ぐいぐいと首を絞め上げてくる。突とつ然ぜんのことで、デルは何がなんだか分からなかった。必死にもがくが、少年を振ふりほどくことはできない。頸けい動どう脈みやくが圧あつ迫ぱくされて血流が断たたれる。意識が急速に遠のいてゆく……。

　急に力が弱まった。闇に落ちかけていた意識が戻もどってくる。気がつくと、のしかかっていた少年の体重が消失していた。デルは眼を開けた。咳せきこみながら上体を起こす。

　サーラは苦く悶もんしていた──彼女のそばに横たわり、胎たい児じのように体を丸めて、自分を抱き締めている。自分を必死に抑おさえているのだ。その全身は激はげしく痙けい攣れんし、食いしばられた歯の合間からは獣けもののようなうなり声が洩もれていた。

「サーラ……？」

「触さわるなあ！」

　差し伸べられた少女の手を、サーラは乱らん暴ぼうに払はらいのけた。こちらを向いたその顔を見て、デルはぞっとなった。少年の優しい瞳ひとみは、すさまじい狂きよう気きに憑つかれ、ぎらぎらと光っていた。

　サーラは近くに脱ぬぎ捨てていた服を手て探さぐりし、ダガーを引き抜ぬいた。それを振りかざし、わけの分からない叫びを上げながら、デルに飛びかかってゆく。デルはとっさに転がってよけ、川に転落した。

　川は膝ひざまでの深さしかなかった。水がクッションになったおかげで、尻しりを軽く川底にぶつけたぐらいで済すんだ。とっさに体たい勢せいを立て直し、見上げると、月明かりに刃やいばがきらめくのが見えた。サーラが彼女を追って飛び降おりてくるところだった。流星のように降ふってくるダガーの致ち命めい的な一いち撃げきを、デルは反はん射しや的な動作でかわした。

　サーラはなおもダガーを振り回し、デルに斬きりつけようとする。二人は水しぶきを上げながら、ぶざまな立ち回りを演えんじた。正気を失ったサーラの動きはでたらめで、流りゆう麗れいさのかけらもない。デルの方も動転していて、よろめきながら死に物狂いで逃げ続けるばかりだ。悪あく夢むの中にいるようだった。

「サーラ、どうしたの⁉　サーラ！」

「デル、逃げろ！」サーラは懸けん命めいに意い志しの力をふるい、声を絞しぼり出した。「呪のろいだ──君を殺しちゃう！」

　その言葉に、デルは愕がく然ぜんとなった。こんな時に呪いが発動するなんて──いや、こんな時だからこそ発動したのか。

　ショックのせいで足元の注意がおろそかになった。後こう退たいを続けていたデルは、川底の石につまずき、派は手でに水をはね散らかして転てん倒とうした。起き上がろうともがく。だが、間に合わない。サーラが迫せまってきて、ダガーを振り下ろそうとする。

「やめろーっ！」

　サーラは絶ぜつ叫きようした。最後の瞬しゆん間かん、意志の力を振り絞り、腕うでをわずかに操あやつってダガーの軌き道どうを変える。

　ダガーはサーラ自身の大だい腿たい部ぶに突つき刺ささった。激げき痛つうとともに、バランスを崩くずして、川の中に倒れこむ。

「サーラ！」

「来るな！」
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　デルは近づけなかった。サーラはよろめきながらも片かた膝ひざを立てた。激痛に苦しみながらも、ダガーを振り回して、恋こい人びとに斬りつけようとしている。

「逃げろ！　逃げてくれ！」サーラは顔をくしゃくしゃにして泣きじゃくっていた。「君を殺しちゃう、殺しちゃう、殺しちゃう……殺す、殺す、殺すうう～っ！」

　彼が強きよう烈れつな殺さつ戮りく衝しよう動どうと戦っているのが、デルには分かった。それがどれほどすさまじい精せい神しん的闘とう争そうなのか想そう像ぞうもつかない。キマイラが死に際ぎわに放った呪いは恐おそろしく強力なものであったはずだ。サーラが強い意志を持つ少年だからこそ、どうにか耐たえていられるのだ。

　だが、長くは持ちそうにない。彼女は決意を固めた。

　傷きずついて動きの鈍にぶったサーラの背はい後ごに回りこむ。サーラはダガーを振り回すが、背後までは届とどかない。デルは「抵てい抗こうしないで！」と叫ぶと、全力をこめて「精神攻撃メンタル・アタツク」の呪じゆ文もんを放った。相手を傷つけずに気絶させることのできる暗黒魔ま法ほうだ。

　サーラは失神し、川に突っ伏ぷした。




　デルは少年が溺おぼれないよう、川岸までひきずり上げ、草の上にうつ伏せに横たえた。負ふ傷しようした大腿部を暗黒魔法で治ち療りようする。

　サーラはうなされていた。意い識しきを失っているにもかかわらず、顔はひどく歪ゆがみ、口からは「殺す、殺す……」とうわごとが洩もれている。指は鉤かぎ爪づめのように曲がり、ぴくぴく震ふるえていた。夢の中でも少女の首を絞しめているのだろう。気絶しても呪いは解とけないのだ。

　目を覚ましたら、また襲おそいかかってくるに違ちがいない。

（私のせいだ、私のせいだ、私の……）

　デルは泣いていた。パニックに陥おちいりそうだった。絶望、後こう悔かい、悲ひ嘆たん、自じ己こ嫌けん悪おが混こん沌とんとなり、激はげしく荒あれ狂くるう。こんなことになるなんて。みんな私のせいだ。私が誘ゆう惑わくしたせいだ。知らなかったなんて言い訳わけにならない。抱だいて欲ほしいと望まなければ、キマイラの呪いが発動することもなかったんだ……。

　愛の相手を殺せ。

　正せい確かくにそういう文章ではなかったかもしれないが、そういうニュアンスの命令だったはずだ。精神的に愛し合うだけではなく、肉体的に結ばれようとする瞬間に、強烈な殺戮衝動が解き放たれるように仕組まれていたのだ。

　ジェノアの呪いがかからなかった理由も、今となっては理り解かいできる。男色家であるジェノアは、サーラに目をつけ、呪いで束そく縛ばくしてドレックノールに連れ帰り、愛人の一人に加えようと企たくらんでいた。呪いがかかっていれば、確実にそうなっていたはずである。その場合、殺さつ戮りく衝しよう動どうはジェノアに向けられていただろう。だが、「ジェノアを殺せ」という命令と「ジェノアに従したがえ」という命令が矛む盾じゆんするのは明白である。だから弱い呪のろいの方がはじかれたのだ。

　それにしても、何という狡こう猾かつで残ざん酷こくな呪いだろうか。普ふ段だんの日にち常じよう生活では決して発動することはなく、その存そん在ざいすら察知されることはない。そして、犠ぎ牲せい者しやが幸福の絶ぜつ頂ちようにある瞬間を狙ねらって発動し、愛する者をその手にかけさせることによって、最さい大だい限げんの苦しみをもたらす……。

　人の愛を無残に踏ふみにじる、考えうる限かぎり最悪の呪い──キマイラがサーラを勇者サーラの子孫だと誤ご解かいし、復ふく讐しゆうを企たくらんだというフェニックスの説も、間違いではないのかもしれない。

　だが、呪いの正体が分かったところで、それが解けるわけではない。

（どうしよう、どうしよう、どうしよう……）

　デルは狼ろう狽ばいしていた。ひどく混こん乱らんし、まともにものを考えるのが難むずかしい。それでも必死に、愛する少年を救う方法を模も索さくした。時間がない。彼が意識を回復する前に、どうにかしなければ。

　デインたちに助けを求めるというのが、最初に思いついたことだった。だが、デインの司祭としての能のう力りよくはたいして高くなく、キマイラの強力な呪いを解けるとは思えない。こんな村では、デイン以上の司祭もいないだろう。

　大きな街に行けば高位の司祭が何人もいる。大金を積めば解呪リムーブ・カースの儀ぎ式しきも受けられるだろう。だが、ザーンに戻もどるだけで何日もかかる。サーラをずっと眠ねむらせたままにしておくことはできない。眠っている間も彼は苦しみ続けているのだ。こんな状じよう態たいが何日も続けば、精神が破は壊かいされてしまうに違いない。

　いっそサーラに殺されてしまおうかとも考えた。殺意の対象になっている自分が死ねば、呪いは解けないまでも、一時的に殺戮衝動からは解放されるはずだ。死を恐おそれはしなかった。サーラのためならいつでも命を投げ出す覚かく悟ごがあった。

　だが、それは生き残ったサーラに深い心の傷きずを負わせるだろう。彼に重い罪つみの意識を背せ負おわせ、一生苦しめるだろう。それを考えるとデルはためらった。サーラにとって、死よりも残酷なことかもしれない。他に手がなければそれを選せん択たくするしかないだろうが、あくまで最後の手しゆ段だんだ。他の方法を試ためしてからでも遅おそくない。

　まだひとつ、方法があった。

　デルはその案自体よりも、それを思いついた自分に恐きよう怖ふした。自らの内にひそむ心の闇やみの大きさにあらためて気づき、戦せん慄りつした。だが、考えれば考えるほど、それは有望な方法に見えた。お膳ぜん立だては整っている──まるでファラリスがすべてを見通し、この瞬しゆん間かん、彼女のための舞ぶ台たいを用意したかのように。

　最初はためらったが、否ひ定ていする材料は見当たらなかった。この方法でもサーラの心に傷を負わせることになるだろうが、もうひとつの方法よりはましなはずだ。なぜなら、すべての罪つみを背負うのはサーラではなく、自分だからだ。そして自分は、罪を犯おかすことなど恐れはしない……。

　問題は、それを行なう勇気があるかどうかだ。

「……ええ、あるわ」デルは自分に言い聞かせるように、決意を声に出した。「私はサーラのためなら何でもする……」

　彼女は立ち上がると、夢む遊ゆう病びよう者しやのようにふらふらと川の中に入り、サーラの落としたダガーを拾い上げた。月光にきらめく刃やいばをじっと見つめる。もう迷まよいはない。これがサーラを救う最も確かく実じつな方法なのだから。

　少女は一糸まとわぬ姿すがたで、月光を浴びてすっくと立ち、夜空を見上げた。輝かがやく月と、その背はい後ごに広がる闇に向かって、震ふるえる愛らしい声で、誇ほこらしげに宣せん言げんする。

「偉い大だいなるファラリスよ。あなたの教えに従したがいます。ですからどうか、私に力を……」




　こんこん。

　窓まどをノックする音に、フレイヤは気がついた。ベッドに入ったものの、なぜか深夜を過すぎても寝ねつかれず、悶もん々もんとして寝返りを繰くり返していたのだ。

「誰だれ……？」

　窓の外に人ひと影かげがあった。なおも窓を叩たたいている。泥どろ棒ぼうならばノックはしないだろう。彼女は不ふ審しんに思いながらも起き上がり、窓に近づいた。

　月光を浴びた牧草地に、デルが立っていた。

「どうしたの？　こんな夜中に……」

「その……」デルはうつむきかげんで、もじもじしているように見えた。「昨日のことで、まだお礼を言ってなかったから──少し話したいんだけど、いい？」

「今すぐ？」

　デルはこくりとうなずく。何か女同士の秘ひ密みつの話なのだろう、とフレイヤは思った。

「ええ、どうぞ」

　フレイヤは疑うたがいもせず、窓を開けた。昨日、しばらく話してみて、デルが少し変わってはいるが、内気で無害な少女だという印象を抱いだいていたからだ。短い言葉の端はし々ばしに表あらわれる、サーラを一いち途ずに思う気持ちは微笑ほほえましかった。

　デルは身軽に窓から入ってきた。男物のシャツを着て、左手に泥だらけの革かわ袋ぶくろを提さげている。何かのおみやげだろうか、とフレイヤは訝いぶかったものの、あまり気にはしなかった。

「あのドワーフの人が亡なくなったんですってね？　サーラはどうしてる？　やっぱり沈んでるのかしら？」

　だが、デルはうなだれて立ちつくしたまま、答えない。

「デル？」

　フレイヤはデルが泣きそうな顔をしているのに気がついた。だが、仲間が死んだ悲しみに暮くれているからだろうと思った。

「私……」デルはおずおずと言った。「昨日……あんなに親切にしてもらって……」

「ああ、服のこと？　あんなのいいわよ。またいつでも貸かしたげるから」

「あなたっていい人ね……」

「え？」

「私、あなたが好き」

　フレイヤは一いつ瞬しゆん、とまどったものの、すぐに微笑みを浮うかべた。

「ええ。私もあなたが好きよ」

「……ごめんなさい」

「え？」

　デルは背せ中なかに回した右手で、ダガーの柄つかを固く握にぎり締しめ、静かにすすり泣いた。

「本当にごめんなさい……」




　サーラは闇やみの中で目を覚ました。のろのろと顔を上げ、ぼんやりとした頭で周囲を見回す。自分がなぜか小川のそばに横たわっているのに気づいた。衣服が毛もう布ふのように体にかけられている。精せい神しんも肉体も疲つかれ果てていて、すぐには起き上がれなかった。しばらく横になったまま、何が起きたのかを思い出そうとする。

（そうだ！　デル⁉）

　恐おそろしい記き憶おくが鮮せん烈れつによみがえった。あれほど荒あれ狂くるっていた衝しよう動どうは噓うそのように去っている。悪あく夢むの中の出来事だったと思いたいところだ。だが、愛する少女の首を絞しめようとした手の感かん触しよくも、ダガーが大だい腿たい部ぶに突つき刺ささった時の衝しよう撃げきも、はっきりと覚えている。これほど心と体が疲れているのも、あれが現げん実じつに起きたことである証しよう拠こだ。

　サーラは恐きよう怖ふに襲おそわれた。最後に何が起きたのか思い出せない。衝動が去ったということは呪のろいが完かん遂すいしたということではないのか？　この手でデルを殺してしまったのではないのか？

「デル……！」

　全身を蝕むしばむ疲ひ労ろう感と戦いながら、サーラはどうにか上半身を起こした。少女の姿を探さがす。しかし、月が傾かたむいて山に隠かくれたため、谷は深い闇に沈んでいた。近くの岩の上に置かれたランタンの周囲が、わずかに照らされているだけだ。いったい自分はどれぐらい気を失っていたのだろうか？

「サーラ……」

　闇の奥おくから聞こえる少女の声に、サーラははっとなった。

「デル？　どこにいるんだ？　無事なのか、デル？」

「良かった。呪いは解とけたのね……」

　サーラは胸むねに手を当てた。確たしかに、もうデルを殺したいとは思わない。

「ああ、デル。解けたよ。もう君を傷きずつけない。だから出てきてよ、デル」

　しかし、デルは姿すがたを現わさない。サーラは必死に少女の姿を探し求めるが、見えるのは黒い森ばかり。闇の中から悲しげな声だけが聞こえる。

「愛してるわ、サーラ……」

「僕ぼくもだよ。僕も愛してる！」

　少女はすすり泣き、声を詰つまらせた。

「さようなら……！」

　その言葉とともに、サーラは翼つばさの音を耳にした。鳥ではない。もっと何か大きなものがはばたき、飛び去る音……。

　谷に静せい寂じやくが戻もどってきた。聞こえるのは小川のせせらぎと虫の声だけ。

「デル？」サーラは呼よびかけた。「デル？」

　だが、もう返事はなかった。




　それから何時間も、サーラは疲れた体に鞭むち打うち、ランタンを片かた手てに森の中をさまよった。デルの名を呼び、探し回った。だが、彼女は見つからない。そのうち空が白々と明けはじめたので、やむなく村に戻った。

　村は騒そう然ぜんとなっていた。

　もともと村では朝が早い。夜明け前から農作業や家か畜ちくの世話をする人が多いからだ。だが、今朝は雰ふん囲い気きが違ちがった。みんながライン氏の家にぞろぞろと集まってゆくのだ。家を取り囲み、騒いでいる。その向こうから、女じよ性せいが狂きよう乱らんして泣き叫さけぶ声が聞こえた。

「どうしたの？」

　サーラは人の輪の中にデインの姿を見つけ、袖そでを引いた。デインはびっくりして振ふり返る。

「サーラ！　お前、どこにいたんだ⁉」

　その声を聞きつけて、フェニックスとミスリルも駆かけつけてきた。ミスリルは例によってフードで顔を隠している。三人は少年を近くの木の蔭かげにひきずっていった。村人たちは彼らに訝いぶかしげな視し線せんを向けている。

「今まで何やってたんだ？」

「心配してたのよ」

「デルはどうした？」

　三人に口々に問い詰められたものの、サーラは説明に窮きゆうした。口にできないことや、自分でもよく分からないことが多すぎる。

「いや、その……ずっと山の中で……その……ねえ、何があったの？」

　フェニックスが顔を曇くもらせた。「殺人よ」

「殺人？」

「あの家の娘むすめさんが殺されたんですって。フレイヤっていう……」

「フレイヤ⁉」

「ええ、心しん臓ぞうを刺さされて──夜中に変な物音を聞いて、見に行ったお母さんが発見したんですって」

「さっきちらっと覗のぞいたが、部屋の中は血まみれだ」デインは顔をしかめた。「まったく、ひどいことをする……」

「おかげで俺おれたちが疑うたがわれてるんだ」ミスリルは不ふ快かいそうにうなった。「まあ、よそ者だから当然だがな」

「気になるのが、心臓を刺されてたってことだ」とデイン。「どうしてもメイガスの件けんを連想させる──なあ、サーラ。例のオーブはちゃんと隠したんだろうな？　まさか誰かに盗とられたりしてないな？」

「それと、デルはどうしたの？」とフェニックス。

　フレイヤの死。オーブ。デル──その瞬しゆん間かん、サーラの中で、すべてが組み合わさった。

「デルだ……」

「え？」

「デルだ、デルだ、デルだ……」

　サーラは放心した表ひよう情じようで、憑つかれたように繰くり返しつぶやいた。足の力が抜ぬけ、へなへなと尻しり餅もちをつく。その衝しよう撃げきはあまりにも大きかった。なぜ呪のろいが解とけたのか、なぜデルが闇やみの中に隠れ、姿を見せなかったのか、ようやく理り解かいしたのだ。

　あのはばたきの音が何だったかも、理解できた。

　キマイラの呪いを解くには、それを上うわ回まわる魔ま力りよくが必要だ。暗黒魔法は基き本ほん的に神しん聖せい魔法と同じものだから、他の者がかけた呪いを解くことも可か能のうだ──キマイラ以上の魔ま獣じゆうで、なおかつ暗黒魔法の使い手であれば。

　呪いをかける場合と同様、解く場合にも、大きな代だい償しようを払はらうことによって、より強い力が発はつ揮きされるだろう。大きな罪つみを犯おかし、人であることを捨すて、愛する者と永えい遠えんに別れる覚かく悟ごがあれば、それは代償として充分すぎるはずだ。

　デルはその可か能のう性せいに賭かけ、勝ったのだ。

「おい、どうした？　デルがどうした？」

　デインたちの声も耳に入らない。彼らは想そう像ぞうもできないだろう。サーラの呪いが発動したことも、デルが暗黒司祭だったことも知らないのだから。

　最初の衝撃が薄うすれるにつれ、サーラは少しずつ虚きよ脱だつ状じよう態たいから回かい復ふくしていった。同時に、熱い感情が湧わき上がってくる──これまでの人生で一度も感じたことのない、深い悲しみと怒いかりが。

「これで……僕を救ったつもりなのか……！」

　サーラは声を震ふるわせた。熱い涙なみだがとめどなくあふれ出し、地面にしたたる。

「こんな……こんなことをしたって……僕は嬉うれしくないぞ……！」

　昨日、デルが死にかけた時、サーラは世界が終わる感覚を味わった。今、味わっているのは、世界が傾かたむく感覚──人生のすべての意味が変化する感覚だった。昨日までの希望にあふれていた未来は、もう存そん在ざいしない。屈くつ託たくなく笑うことも、もうできない。

　今この瞬間から、彼にとっての世界は一変したのだ。

「デルーっ！」

　サーラは夜明けの空に向かって絶ぜつ叫きようした。







　あとがき







　四巻かん『愛を信じたい！』以来一〇年ぶりにお届けする『サーラの冒ぼう険けん』の新作です。

　三巻を書いた頃に結けつ婚こんし、生まれた娘むすめが今年で九歳です。本当に時が経たつのは早いものだなあと実感します。

　今回、初めてこのシリーズに接せつする方もおられると思いますので、あらためてシリーズ誕たん生じようの経緯いきさつからご説明いたしましょう。




　グループＳＮＥ制作のテーブルトークＲＰＧ『ソード・ワールドＲＰＧ』が富ふ士じ見み書しよ房ぼうより初めて発売されたのは、一九八九年のこと。当時は僕ぼくもグループＳＮＥの一員で、『ソード・ワールド』の開発には最初から関かかわっていました。モンスターや魔法などのデータの一部を作成し、テストプレイにも参加。また雑ざつ誌し『ドラゴンマガジン』にリプレイを連れん載さいしていました。

　同時に『ソード・ワールド』はシェアード・ワールド小説（共通の世界を舞ぶ台たいに複数の作家が書く小説）としても展開していました。僕も短たん篇ぺんを何本か書いていましたが、やはり短篇だけでなく、柱となる長編シリーズも必要だということになり、僕にその任にんが回ってきたというわけです。

　その際さいに僕が考えたのは、「ゲームで省略されている部分を小説の形で補ほ完かんする」ということでした。

　たとえば『ソード・ワールドＲＰＧ』では、キャラクターが「冒険者の店」にたむろして仕事を探したり、森の中で野や営えいしたりする場面がよくあります。実際のプレイでは、ゲームマスターはいちいちそんな部分を詳くわしく説明したりはせず、さらっと流してしまいます。でも小説として描えがく場合には、様さま々ざまな肉づけをしなくてはなりません。「冒険者の店」というのはどんな場所なのか。冒険に出ていない間、冒険者は何をやっているのか。夜の森というのはどんな雰ふん囲い気きなのか。見み張はりはどんな会話をしているのか……。

　僕の念ねん頭とうにあったのは、何かの本で読んだリーバイスのジーンズのエピソードでした。

　一九世紀後半に発売され、西部のカウボーイなどに愛用されたリーバイスのジーンズ。当初は股また下したにクロッチ・リベットというリベットが打たれていましたが、第二次世界大戦の頃に廃はい止しされました。というのも、ジーンズを履はいて焚たき火に当たっていると、リベットが熱くなり、股こ間かんを火傷やけどする人が続出したからだそうです。

　僕はその話を読んで感心しました。西部劇げきでカウボーイが焚き火に当たっている場面はよく見ますが、「ジーンズのリベットが熱くなる」なんてのは、実際に体験しないと気づかないことです。

　そうした事例をファンタジー世界に応用してみたらどうか。平へい凡ぼんな冒険者たちの日常のちょっとした苦労話や失敗談、スケールの大きな英雄物語では無む視しされるような些さ細さいな部分にスポットを当ててみれば、『ソード・ワールド』の世界に人間味が生まれ、リアルになるのではないか。そしてプレイヤーが小説で得た雰囲気をプレイにフィードバックしてくれれば、場面がリアルに想像できて、ゲームがより身近に楽しめるのではないか……とまあ、そんなことを考えたわけです。

　ですから、主人公は王族でもヒーローでもなく、何の特とく殊しゆ能力も持たない平凡な少年でなくてはなりませんでした。冒険者に憧あこがれる少年が、大魔王と戦うわけでもなく、世界の危き機きを救うわけでもなく、先せん輩ぱいたちと旅をしながらちょっとした冒険を積み重ね、いろんなことを教わって人間的に成長してゆく──開始当初の『サーラの冒険』は、そういうコンセプトでした。

　あと、（これを言うとみんな笑うんですが）「女の子の裸はだかは出さない」というのも、シリーズ開始当初に自分に課かした制約でした。僕の小説というのはヒロインが裸になるシーンが必ずあるというのがお約束だったもんで、このシリーズではそれをやめよう、健けん全ぜんなジュヴナイル路ろ線せんで行こうと考えたわけです。

　第一巻『ヒーローになりたい！』の発売は一九九一年です。

　ところが、二巻目まで書いて、これが失敗だったことに気がつきました。平凡な話ほど書いていて苦しいものはない（笑）。派は手でな事件を起こしたり、すごい怪物を出したり、びっくり仰ぎよう天てんの展開にした方が、作者も燃えるんです。そんな当たり前のことに気がついていなかった。

　そのまま当初の路線で続けるのはきびしいので、三巻目で思いきって路線変へん更こうを試みました。デルという少女を登場させたのをきっかけに、サーラとデルの関係を中心に、構想を練ねり直したのです。同時に「女の子の裸は出さない」という制約もなしにしました。やっぱり裸はあった方がいいよね、ということで（笑）。

　一巻とこの五巻を読み比べてみると、こんなに違う話になっちゃったんだなあと、感かん慨がい深いものがあります。実時間では一四年経ってるんですが、物語の中ではたった一年。それなのにサーラの内面はずいぶん変わりました。やはりデルとの出会いが大きなウェイトを占めていますね。

　ちなみに、なんでデルを出したかというと、当時は無口で無表情なヒロインというのが珍めずらしかったんですね。その後、某ぼう大ヒットアニメの影響で、ちっとも珍しくなくなっちゃいましたが（苦笑）。僕自身、きゃぴきゃぴしたタイプの女の子に飽あきていたので、これまで書いたことのないタイプの女の子、あらゆる点でサーラと正反対の女の子として設定したわけです。

　彼女を登場させてから、ゲームの方でも「善ぜん良りようなファラリス信者」を出すゲーマーが増えたと聞いています。僕も『ソード・ワールド』のデザイナーの清きよ松まつみゆきも、「デルは特殊な例であって、大多数のファラリス信者は邪じや悪あくなんだ」と言い続けてたんですが……今回の話をお読みになれば、「善良なファラリス信者」という概がい念ねんが、ものすごく危ういバランスの上に成り立っていることがお分わかりになると思います。




　この一〇年、よくファンの方から「『サーラ』の新作はまだですか」と訊たずねられ、そのたびに「すみません、必ず書きます」と謝あやまってきました。それなのになかなか書けず、ずるずると今まで延のばしてきました。話が思い浮かばなかったわけではありません。三巻のラストを書いた時点で、五巻をどんな話にするかという構想はできていました。

　こういう展開に持っていくために、何年も前から伏ふく線せんも張っていました。短篇「時ときの果はてまでこの歌を」（『熱ねつ血けつ爆ばく風ふう！プリンセス』収録）や「奪うばうことあたわぬ宝」（『へっぽこ冒険者とイオドの宝』収録）を読まれた方なら、今回の話を読まれて「あのシーンにはこういう意味があったのか」と気づかれたはずです。

　いつでも書こうと思えば書けたのです。それなのになぜ書かなかったかというと──

　書くのが辛つらかったから。

　僕はアンハッピーエンドが嫌きらいな人間です。だからサーラにも幸しあわせになって欲しかった。いつまでもデルとラブラブで、未来に希望があふれていれば、どんなに良かったか。だから今回の展開は自分でも苦しくて苦しくて……最初の方を少し書いただけで何年もストップしていました。「なんでこんな話を考えちゃったかなあ」と頭を抱かかえたもんです。

　でも、伏線を張ったまま、いつまでも放り出しておくわけにいかない。『へっぽこ冒険者とイオドの宝』が発売されるのを機き会かいに、「よっしゃ、こうなったらきちんと決着をつけてやろう！」と思い立ったわけです。

　ところが、やっぱりこれが辛かった。サーラが村に帰りたがらないのにも手を焼きましたが（キャラクターが思うように動いてくれないのは、とても困ります）、結けつ末まつに何が待ってるか作者には分かってるだけに、話を進めるのがやたら苦しい。何か月も七しち転てん八ばつ倒とうしました。読み直してみても、前半の文章のノリが良くないのがはっきり分かります。

　もっとも、ラスト三章はそれまでのスランプが噓うそのように、一〇日ほどで一気に書き上がりました。ここまで苦労してお膳ぜん立だてしたからには、もうやるしかないという感じです。じわじわと上がっていったジェットコースターが落下に転じるように、結末に向かってまっしぐらに突き進みました。特に最終章は、一〇年前から温あたため続けていた場面だけに、ノリにノリまくって書きました。自分で読み返してみても鳥とり肌はだが立ちます。いや、ほんと。結末を知らずに読まれたみなさんは、呆ぼう然ぜんとされたんじゃないでしょうか。

　やっぱり書いて良かったんだと思います。




　いちおう次の六巻で完結予定です。さすがに次は一〇年お待たせしません（笑）。一年以内に再さい会かいできることをお約束します。サーラは最大の試し練れんを乗り越こえて、真しんのヒーローへと目覚めますし、これまで張っていた他の伏線にも決着をつけるつもりです。

　最後になりますが、素す晴ばらしいイラストを描いてくださった幻まぼろし超ちよう二じさん、富士見書房編集部の工く藤どう大だい丈じようさんと長は谷せ川がわ高たか史しさん、そして辛しん抱ぼう強く待っていただいたファンのみなさん、どうもありがとうございます。







　キャラクター・データ




サーラ・パル（人間、男、12歳さい）

器き用よう度ど14（+2）

敏びん捷しよう度ど13（+2）

知ち力りよく12（+2）

筋きん力９（+1）

生せい命めい力12（+2）

精せい神しん力11（+1）

冒ぼう険けん者しや技ぎ能のう　シーフ３

冒険者レベル　３

生命力抵てい抗こう力５

精神力抵抗力４


　武器：ダガー（必要筋力４）　攻こう撃げき力５　打だ撃げき力４　追つい加かダメージ４

　　盾たて：なし　回かい避ひ力５

　　鎧よろい：ハード・レザー（必要筋力５）　防ぼう御ぎよ力５　ダメージ減少３

　言げん語ご：（会話）共きよう通つう語ご、西せい方ほう語

　　　　（読文）共通語






デル・シータ（人間、女、13歳）

器用度15（+2）

敏捷度15（+2）

知力13（+2）

筋力８（+1）

生命力12（+2）

精神力13（+2）

冒険者技能　シーフ３、ダークプリースト（ファラリス）２

冒険者レベル　３

生命力抵抗力５

精神力抵抗力５


　武器：ダガー（必要筋力４）　攻撃力５　打撃力４　追加ダメージ４

　　盾：なし　回避力５

　　鎧：ソフト・レザー（必要筋力３）　防御力３　ダメージ減少３

　魔ま法ほう：暗あん黒こく魔法（ファラリス）２レベル　魔力４

　言語：（会話）共通語、西方語

　　　　（読文）共通語、西方語






デイン・ザニミチュア（人間、男、27歳）

器用度15（+2）

敏捷度17（+2）

知力17（+2）

筋力12（+2）

生命力13（+2）

精神力19（+3）

冒険者技能　ファイター４、プリースト（チャ＝ザ）４、セージ４

冒険者レベル　４

生命力抵抗力６

精神力抵抗力７


　武器：レイピア（必要筋力12）　攻撃力６　打撃力12　追加ダメージ６

　　盾：バックラー（必要筋力１）　回避力７

　　鎧：ハード・レザー（必要筋力12）　防御力12　ダメージ減少４

　魔法：神しん聖せい魔法（チャ＝ザ）４レベル　魔力６

　言語：（会話）共通語、西方語、下か位い古こ代だい語、エルフ語、ゴブリン語

　　　　（読文）共通語、西方語、下位古代語






フェニックス（ハーフエルフ、女、？歳）

器用度18（+3）

敏捷度20（+3）

知力20（+3）

筋力12（+2）

生命力13（+2）

精神力15（+2）

冒険者技能　ソーサラー５、バード１、セージ２

冒険者レベル　５

生命力抵抗力７

精神力抵抗力７


　武器：メイジ・スタッフ（必要筋力10）　攻撃力１　打撃力15　追加ダメージ０

　　盾：なし　回避力０

　　鎧：ソフト・レザー（必要筋力７）　防御力７　ダメージ減少５

　魔法：古代語魔法５レベル　魔力８

　言語：（会話）共通語、西方語、下位古代語、エルフ語

　　　　（読文）共通語、西方語、下位古代語






ミスリル（エルフ、男、35歳）

器用度19（+3）

敏捷度21（+3）

知力18（+3）

筋力８（+1）

生命力９（+1）

精神力16（+2）

冒険者技能　シャーマン４　シーフ５

冒険者レベル　５

生命力抵抗力６

精神力抵抗力７


　武器：ダガー（必要筋力４）　攻撃力８　打撃力４　追加ダメージ６

　　盾：なし　回避力８

　　鎧：ソフト・レザー（必要筋力４）　防御力４　ダメージ減少５

　魔法：精せい霊れい魔法４レベル　魔力７

　言語：（会話）共通語、西方語、エルフ語、精霊語

　　　　（読文）共通語、西方語、エルフ語






レグディアナ（人間、女、20歳）

器用度19（+3）

敏捷度13（+2）

知力12（+2）

筋力21（+3）

生命力19（+3）

精神力14（+2）

冒険者技能　ファイター５　レンジャー４

冒険者レベル５

生命力抵抗力８

精神力抵抗力７


　武器：ヘビー・フレイル（必要筋力21）　攻撃力７　打撃力31　追加ダメージ８

　　盾：なし　回避力７

　　鎧：プレート・メイル（必要筋力21）　防御力26　ダメージ減少５

　言語：（会話）共通語、西方語

　　　　（読文）共通語、西方語






メイガス（ドワーフ、男、？歳）

器用度18（+3）

敏捷度11（+1）

知力12（+2）

筋力17（+2）

生命力21（+3）

精神力23（+3）

冒険者技能　ファイター５　レンジャー１　セージ５

一般技能　クラフトマン５

冒険者レベル５

生命力抵抗力８

精神力抵抗力８


　武器：ハルバード（必要筋力17）突つき　攻撃力８　打撃力22　追加ダメージ７

　　切り　攻撃力８　打撃力27　追加ダメージ７

　　刺さし　攻撃力６　打撃力32　追加ダメージ７

　　払はらい　攻撃力８　打撃力０　追加ダメージ７

　　盾：なし　回避力６

　　鎧：プレート・メイル（必要筋力17）　防御力22　ダメージ減少５

　言語：（会話）共通語、ドワーフ語、東とう方ほう語、西方語

　　　　（読文）共通語、ドワーフ語、下位古代語、東方語、西方語






ワームボーン・サーバント

　モンスター・レベル＝７

　知名度＝18

　敏捷度＝12

　移動速度＝12

　出現数＝単たん独どく

　出現頻ひん度ど＝ごくまれ

　知能＝命令を聞く

　反応＝命令による

　攻撃点＝牙きば：14（７）／尻尾しつぽ：14（７）／翼つばさ：12（５）／翼：12（５）

　打撃点＝17／16／14／14

　回避点＝13（６）

　防御点＝10

　生命点／抵抗値ち＝25／17（10）

　精神点／抵抗値＝－／16（９）

　特殊能力＝刃のついた武器はクリティカルしない

　　　　　　精神的な攻撃は無む効こう

　　　　　　毒どく、病気に冒おかされない

　棲せい息そく地ち＝遺い跡せき　言語＝なし　知覚＝擬ぎ似じ

　その名の通り、ワームの骨ほねから作られたボーン・サーバントです。生前のワームよりも攻撃力や防御力はやや劣おとっていますが、前面の敵は頭部の牙で、後方の敵は尻尾で、側面の敵は翼を振り下ろして攻撃するので、死し角かくがありません。翼には皮ひ膜まくがないので、空を飛ぶことはできません。










マジックアイテム




悪魔のエッセンス

　知名度＝20

　魔力付ふ与よ者しや＝ギャラントゥス

　形状＝直径20センチほどの黒い球体

　基本取とり引ひき価か格かく＝不明

　魔力＝人間を魔ま獣じゆうに変える

　説明＝魔界から召しよう喚かんされたグレーター・デーモンから抽ちゆう出しゆつされたエッセンスが封ふうじこめられています。使用者は処しよ女じよの生き血を球体と自分自身に大量に振りかけねばなりません。魔力が発動すると、封じられていたデーモンのエッセンスが使用者と融ゆう合ごうし、悪魔の能力を持つ魔獣に変身させます。このアイテムは一度しか使用できません。










ソード・ワールド・ノベル




幸しあわせをつかみたい！




サーラの冒険⑤








山やま本もと　弘ひろし
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